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はじめに

このたびは、弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございました。

このユーザーズガイドは、ファクシミリ機能を使用するために必要な機械の操作方法および
使用上の注意事項について記載しています。ぜひご一読ください。

最適な状態でファクシミリ機能をご使用いただくために、このユーザーズガイドをお読みに
なった後も、すぐに使用できる場所に保管してください。

安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず「ユーザーズガイド コピー機能編
『設置取扱い注意』」をお読みください。

登録商標について

KONICA MINOLTA、KONICA MINOLTA ロゴ、The essentials of imaging は、コニカミ

ノルタホールディングス株式会社の登録商標です。

PageScope、bizhub は、コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社の登録商標

です。

Adobe、Adobe ロゴ、Acrobat ロゴ、PostScript ロゴは、Adobe Systems Incorporated
の登録商標または商標です。

信乃助は、コムユース株式会社の登録商標です。

本書に記載されているその他の会社名、商品名は、該当各社の登録商標です。

Copyright

©2005 Konica Minolta Business Technologies, Inc., All Rights Reserved.

免責

本書の一部または全部を無断で使用、複製することはできません。

コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社は、本書を運用した結果の影響につ

きましては、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

このユーザーズガイドに記載されている情報は、予告なく変更される場合があります。
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送ってみよう（ファクス）

はじめてファクスを送るときの基本的な操作の手順を説明します。

原則

ファクス機能を利用する場合は、オプションの FAX キットが必要です。

A 操作パネルの【ファクス / スキャン】を押し、ファクスモードにします。

待機状態でおまかせ画面になっているときは、ファクスの相手先番号または【＃】とワンタッチ番号
を指定するだけで、ファクスを送信できます。詳しくは、「優先画面」（p. 10-11）をごらんください。

B 原稿をセットします。

原稿のセットのしかたについては、「原稿をセットする」（p. 2-4）をごらんくだ

さい。

C 必要に応じて機能を設定します。

画質 / 倍率画面

通信メニュー画面
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D ［ダイアル入力］を押します。

E テンキーで相手のファクス番号を入力し
ます。

F 操作パネルの【スタート】を押します。

• 誤って入力した場合は、［削除］を押

して訂正します。
•【クリア】を押すと入力した番号がすべ
て削除されます。

送信できない場合は「送信できないとき
は」（p. 2-31）をごらんください。
11
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こんな機能があります

発信情報を付けて送る

時刻を指定して送る

1 ページ読み取るごとに送る（クイック送信）

海外に送る

こちらの名前、送信日時、文書番号、ページ番号といっ
た情報を付けて送信できます。発信者の情報を通知する
のに便利です。 詳しくは、p. 6-6 をごらんください。

指定した時刻に通信できます。深夜や早朝などの電話料
金割引時間を利用して通信すると経済的です。

詳しくは、p. 6-16 をごらんください。

原稿を 1 ページ読み取ると同時にファクス送信を始める

方法です。

詳しくは、p. 6-20 をごらんください。

通信状態の悪いところへ送信するときに、情報を送る速
さ（伝送速度）をゆっくりとしたスピードに設定して確
実に送信できます。 詳しくは、p. 2-15 をごらんください。

時刻を指定

送信開始
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相手の名前を付けて送る

原稿を読み込むサイズを指定して送る

両面原稿の綴じ位置を指定する

相手の名前を付けて送信することができます。
受信側では、誰に宛てたファクスなのかを確認しやすく
なります。 詳しくは、p. 6-6 をごらんください。

読み込むサイズを指定して送信できます。原稿の一部だ
けを送信したい場合に便利です。

詳しくは、p. 2-11 をごらんください。

原稿の綴じ位置を指定し、原稿の裏面の上下関係を補正
して送信できます。

詳しくは、p. 6-12 をごらんください。

JAPANCHINA

AUSTRALIA
Indian Ocean

PAPUA
NEW GUINEA

INDONESIA

PHILIPPINES

MONGOLIA

THAILAND

VIETNAM

MALAYSIA

SINGAPORE

BRUNEI

Taiwan

NORTH KOREA

SOUTH KOREA

CAMBODIA

LAOSNMAR

BHUTAN

LADESH

RUSSIA

JAPANCHINA

PHILIPPINES

GOLIA

LAND

VIETNAM

ALAYSIA

INGAPORE

BRUNEI

Taiwan

NORTH KOREA

SOUTH KOREA

AMBODIA

OS

RUSSIA

PA

上下綴じ

左綴じ

送信

送信先ファクス
13
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受信側からの指示で送信させる

文書を指定してポーリングする

親展ボックスを使う

送信側にセットまたは蓄積されている原稿を、受信側か
らの指示で送信させる機能です。

詳しくは、p. 8-4 をごらんください。

掲示板ボックスに、閲覧させたい文書を蓄積し、ポーリ
ング送信できます。また外部の掲示板からポーリング受
信できます。 詳しくは、p. 8-2 をごらんください。

特定の人との間で送受信したい原稿を、親展ボックスを
使って通信できます。

詳しくは、p. 6-26 をごらんください。

受信 送信

閲覧

登録

ポーリング

掲示板

新展
ボックス

送信 受信
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パスワードを付けて送る

拡張スキャナ機能

相手側が閉域通信を設定している場合に、パスワードを

付けて送信できます。

詳しくは、p. 6-21 をごらんください。

スキャナユニット により、さらに以下の機能が利用でき

ます。

らくらくスキャナ

拡張スキャナの機能により、ワンタッチボタ
ンで簡単にスキャンし、スキャンしたデータ
を指定した IP アドレスのパソコンに送ること

ができます。

IP アドレス FAX
社内 LAN に接続されたファクスに、IP アド

レスを指定することで LAN 経由で送信できま

す。電話回線を利用しないので、通信費が節
約できます。

Scan to PC
ワンタッチボタンで簡単にスキャンし、ス
キャンしたデータを指定した IP アドレスのパ

ソコンに送ることができます。

IP 中継

LAN で接続された中継器を経由してファクス

送信できます。

SIP ファクス

SIP-FAX アダプタを使用し、読み取った原稿

の画像データをイントラネットを経由して
SIP-FAX 端末（SIP-FAX アダプタ付き MFP
装置）へ送信できます。

詳しくは、添付 CD-ROM 内の「ユー

ザーズガイド 拡張スキャナ機能編」をご

らんください。

ひとこと

セキュリティ強化モードが設定されてい
る場合は、らくらくスキャナは使用でき
ません。
15
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ページの見かた

8-28

8.10

 

HD-504
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マニュアル体系について

本機には、次のユーザーズガイドが用意されています。

ユーザーズガイド（コピー機能編）

基本操作、コピー機能の操作について記載しています。

設置・取扱の注意事項、電源の入れ方／切り方、用紙補給のしかた、紙づまりなどの

トラブル対処のしかたなど、本機の操作に関する内容を知りたい場合は、このユー
ザーズガイドをごらんください。

ユーザーズガイド（ネットワーク／スキャナ機能編）

標準装備のネットワークの設定方法、スキャナ機能の操作について記載しています。

ネットワーク機能、Scan to E-Mail、Scan to FTP、Scan to SMB、インターネット

FAX の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

ユーザーズガイド（ボックス機能編）

ボックス機能の操作について記載しています。

確認プリント、機密プリントのほか、オプションのハードディスクを利用したボック

スへのドキュメント保存、ネット配信など機能の使い方を知りたい場合は、このユー
ザーズガイドをごらんください。

ユーザーズガイド（SIP ファクス機能編）

SIP ファクス機能の操作について記載しています。

FAX キットを装着した場合の SIP ファクス機能の使い方を知りたい場合はこのユー

ザーズガイドをごらんください。

ユーザーズガイド（プリンタ機能編）

標準装着のプリンタコントローラで設定できるプリント機能について記載しています。

プリンタ機能の使い方を知りたい場合は、User Software CD-ROM 内のユーザーズガ

イド（PDF データ）をごらんください。

クイックガイド（プリンタ機能編）

標準装着のプリンタコントローラで設定できるプリント機能について記載しています。

プリンタ機能の基本的な使い方を知りたい場合は、このクイックガイドをごらんくだ

さい。

ユーザーズガイド（拡張スキャナ機能編）

オプションのスキャナユニット装着時に使用できる機能の操作について記載しています。

IP アドレス FAX、IP 中継、Scan to PC、らくらくスキャナの使い方を知りたい場合は、

このユーザーズガイドをごらんください。
17
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ユーザーズガイド（ファクシミリ機能編）＜本書＞

ファクシミリ機能の操作について記載しています。

FAX キットを接続した場合のファクシミリ機能の使い方を知りたい場合はこのユー

ザーズガイドをごらんください。
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原稿および用紙の呼び方と表示

本文中に出てくる原稿や用紙の呼び方と、その表示について説明します。

幅と長さ

原稿／用紙の大きさを表す場合、Y 辺を幅と呼び、X 辺を長さと呼びます。

w と v 

幅（Y） よりも長さ（X） のほうが大きいものを w と表示します。

幅（Y） よりも長さ（X） のほうが小さいものを v と表示します。
19
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第1 章 ご使用いただく前に
ご使用いただく前に知っておきたいことについて説明します。

1.1 ご注意 ............................................................................................................. 1-2

1.2 各部の名称とはたらき .................................................................................... 1-3
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1.1 ご注意

回線について

本機を接続することのできる電話回線は次のとおりです。

加入電話回線（ファクシミリ通信網を含む）

PBX（構内交換機 2 線式）

使用する電話回線について次の項目をご確認ください。

外付け電話としてビジネスホンを接続することはできません。

キャッチホンとの併用はできません。

お客様のお使いの社内ネットワークなどで、デジタル専用線を多重化している場合は、

ファクシミリ通信に以下の制約が生ずる可能性があります。

伝送速度が制限される。

IP 電話をご利用になっている場合、ADSL 回線等の接続状態やインターネットの接続

状態などにより、通話品質の劣化、特にファクスのご利用において通信が正常にでき
ないことがあります。
IP 電話経由で本機をご利用になり、このような異常が頻繁に起きる場合は、一般加入

電話経由でお使いください。
一般加入電話での使いかたについては、お使いの IP 電話接続機器等の取扱説明書をご

覧いただくか、ご利用の IP 電話会社にお問い合わせください。

VoIP 技術を使用する構内回線で使用される場合には、ファクシミリを接続するために

構内交換機側で設定を行う必要があります。

国際電話番号（001、0061、0041）の後に、続けて国番号と相手先番号を入力する

と、ダイアルの途中で話中となり送信できないことがあります。このようなときは、
国際電話番号を入力したあとに［ポーズ］を 2 回押して、約 6 秒の空白時間をおいて

から残りの電話番号を入力してください。それでも送信できない場合は、クイック送
信を行ってください。

ごくまれに工場出荷時の設定では、通信エラーが発生する場合があります。これらの制約
は、多重化装置が音声使用を前提に回線の使用帯域をぎりぎりまで制限しているためです。

なお、ネットワークを構成する装置によってもこれらの制約は異なります。詳しくは、お客
様がお使いのネットワーク管理者にお問い合わせください。

オプションについて

本機でファクス機能を利用する場合は、オプションの FAX キット（FK-503）が必要です。

2 回線を使用した送受信機能を利用する場合は、回線拡張キット（ML-502）が必要です。
ご使用いただく前に
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1.2 各部の名称とはたらき

外付け電話機は、電話回線の種類に合ったものをお使いください。外付け電話機の種類に
よっては、ご使用になれない場合があります。

原則

ファクス機能を利用する場合は、オプションの FAX キットが必要です。

本体背面（FAX キット FK-503）

＊本図は、オプションの回線拡張キット（コネクタ 2/ ポート 2） が装着されている状態です。

TEL PORT 1

LINE PORT 1

TEL PORT 2

LINE PORT 2

外付け電話機
接続用コネクタ 2

ポート 2 回線

コネクタ
（一般加入電話回
線用）

ポート 1 回線

コネクタ
（一般加入電話回
線用）

外付け電話機
接続用コネクタ 1
ご使用いただく前に 1-3
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ファックス済みスタンプユニット SP-501

原稿が読み取られたことをスタンプで確認できます。

ADF にのみ装着することができます。

スタンプが薄くなったら、オプションの交換用スタンプと交換してください。
ご使用いただく前に
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ハンドセット HS-501

フックスイッチ

呼出音量スイッチ
（RINGER）

呼び出し音（ベル）の音量
を調節します。
（小、中、大）

受話音量スイッチ
（VOICE）
受話器から聞こえる音量を
調節します。
（小、大）
ご使用いただく前に 1-5
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1.3 操作パネルの使いかた

操作パネル

No 名称 説明

1 タッチパネル 各設定画面やメッセージが表示されます。
タッチパネルに直接タッチして各設定を行います。

2 ID キー ユーザ認証および部門管理を設定している場合、ユー
ザ名とパスワード（ユーザ認証）、部門名とパスワー
ド（部門管理）を入力したあとにこのキーを押すと本
機が使用できるようになります。

3 ボックスキー ボックス機能に切換わります。
ボックス機能中は【ボックス】が緑色に点灯します。
詳しくは「ユーザーズガイド ボックス機能編」をごら

んください。

4 拡張スキャンキー 拡張スキャン機能に切換わります。
拡張スキャン機能中は【拡張スキャン】が緑色に点灯
します。
詳しくは「ユーザーズガイド ネットワーク／スキャナ

機能編」および「ユーザーズガイド 拡張スキャナ機能

編」をごらんください。

5 ファクス / スキャンキー ファクス／スキャン機能に切換わります。
ファクス／スキャン機能中は【ファクス / スキャン】

が緑色に点灯します。
ファクス機能については本書を、スキャン機能につい
ては、「ユーザーズガイド ネットワーク／スキャナ機

能編」、IP アドレス FAX、IP 中継、Scan to PC につい

ては、「ユーザーズガイド 拡張スキャナ機能編」を、

SIP ファクスについては、「ユーザーズガイド SIP
ファクス機能編」をごらんください。

6 コピーキー コピー機能に切換わります。コピー機能中は【コ
ピー】が緑色に点灯します。
詳しくは「ユーザーズガイド コピー機能編」をごらん

ください。

1 2

7

8
9

10

11

13 121416 15171819

20

21

3 4 5 6
ご使用いただく前に
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タッチパネルに強い力を加えると、タッチパネルに傷が付いて破損の原因となります。
タッチパネルを強く押したり、先のとがったシャープペンシルなどで押さないでください。

7 リセットキー 操作パネル、またはタッチパネルで入力したすべての
設定（登録した設定は除く）がリセットされます。

8 割込みキー 割込み機能に切換わります。割込み機能中は【割込
み】が緑色に点灯し、タッチパネルに「割込み中で
す」と表示されます。割込み機能中に【割込み】を押
すと割込み機能は解除されます。

9 副電源スイッチ 操作パネルの電源を ON/OFF します。OFF のときは

節電状態となります。

10 ストップキー ファクス機能が選択されているとき、ファクス通信中
に【ストップ】を押すと、ファクス通信が一時停止し
ます。

11 スタートキー 各ボックス、ファクス、スキャン、コピーの選択され
ているモードの動作を開始するときに押します。ファ
クスモードが選択されているときは、ファクス通信を
開始します。本機が動作を開始できる状態のときは
【スタート】が緑色に点灯します。【スタート】がオレ
ンジ色に点灯しているときは動作を開始できません。

12 主電源ランプ 主電源が ON のときに緑色に点灯します。

13 確認コピーキー 複数部数のコピーを行うとき、先に 1 部だけプリント

して仕上りを確認できます。ファクス機能では使用し
ません。

14 テンキー 数字を入力します。電話番号、データの登録時に使用
できます。部数、倍率、各種の設定値を入力します。

15 クリアキー テンキーで入力した数値（電話番号、部数、倍率、サ
イズなど）が取消されます。

16 設定内容キー 各設定の確認画面に切換わります。

17 設定メニュー / カウンタキー 設定メニュー画面、カウンタ画面に切換わります。

18 プログラムキー 目的のコピーの設定を登録（書込み）したり、登録し
たコピープログラムを呼出してコピーできます。ファ
クス機能では使用しません。

19 コントラスト調整ダイアル タッチパネルのコントラストを調整します。

20 拡大表示キー 拡大表示機能に切換わります。

21 ユニバーサルキー ユニバーサル機能の設定画面に切換わります。詳しく
は「ユーザーズガイド コピー機能編」をごらんくださ

い。

No 名称 説明
ご使用いただく前に 1-7
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1.4 はじめに設定してください

設定が必要な項目

本機の設置が終了したら、ファクス機能を使うために、次の項
目を設定します。これらの項目が正しく登録されていないと、
ファクス通信できない場合があります。必ず登録してください。

日付時刻設定：日付と時刻を設定します。

自局電話番号情報：本機のファクス番号や回線種別を設

定します。

発信元登録：発信元の名前を登録します。

着信方式：自動着信するか手動着信するかを設定します。

日付時刻設定

日時設定

現在の日時を設定します。

タイムゾーン

世界の地域別標準時間帯を設定します。日本国内の場合
は +09:00 が標準です。

自局電話番号情報

自局電話番号

こちらの電話番号（自局電話番号）を登録します。自局
電話番号は、相手先にこちらの電話番号を通知するとき
に利用されます。

PBX 接続モード（内外線選択）

PBX（構内交換機）に接続して使用すると正しくファク

ス通信できないことがあります。PBX（構内交換機）を

介して、一般加入電話回線でお使いになるときに設定し
ます。

ダイアル方式（回線種別）

お使いの電話回線に合わせ、回線種別を設定します。回
線種別には、プッシュ回線（PB）とダイアル回線

（DP10pps、DP20pps）があります。お使いの回線種別と

本機の設定を合わせないとファクス送信できません。

発信元登録

発信元名は、漢字、英数カナで表す本機の名前のことで、送信
した原稿の先端に発信元記録の一部として記録されます。漢字、
ひらがな、カタカナ、英数字、記号を使い、40 文字以内で最大
8 個まで登録できます。

日付時刻設定については、
「ユーザーズガイド コピー

機能編」をごらんください。

詳しくは、「電話番号を登録
する（自局電話番号情報）」
（p. 10-20）をごらんくださ

い。

詳しくは、「名前を登録する
（発信元名）」（p. 10-24）を

ごらんください。
ご使用いただく前に
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着信方式

自動受信、手動受信の種別を選択します。

自動受信する場合は自動受信に設定します。外付け電話を接続
している場合などで電話がかかる機会が多い場合や、リモート
受信機能を使いたい場合には、手動受信に設定します。

• 詳しくは、「着信方式と呼
出し回数を設定する（受
信機能）」（p. 10-47）をご

らんください。
• オプションのハンドセッ
トを使用しているときは、
自動受信で FAX 優先／電

話優先を、手動通信で電
話専用／留守電接続を選
択できます。詳しくは、
「いろいろな受信モード」
（p. 3-2） をごらんくださ

い。
ご使用いただく前に 1-9
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設定しておくと便利な機能

ファクス機能をより使いやすくするために、次の項目を設定し
ます。

ワンタッチ：送信先のダイアルを短縮キーに登録します。

プログラム：送信先と通信条件をプログラムキーに登録

します。

優先画面：待機時に優先して表示する機能の画面を設定

します。

ワンタッチ

540 件までの電話番号を登録できます。キーを押すだけで送信
先を指定できるので便利です。

プログラム

30 件までの送信条件を登録できます。キーを押すだけで送信先
と送信条件を指定できるので便利です。

優先画面

待機時に優先して表示する画面を「コピー」「ファクス」「おま
かせ」で設定します。「おまかせ」に設定するとコピー、ファク
スどちらでも利用できるので便利です。

詳しくは、「ワンタッチを登
録する」（p. 9-3） をごらん

ください。

詳しくは、「送信プログラム
を登録する」（p. 9-17）をご

らんください。

詳しくは、「優先画面」
（p. 10-11）をごらんくださ

い。
ご使用いただく前に
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1.5 ファクス機能で表示される画面

ファクス画面

【ファクス / スキャン】を押すと、ファクス画面が表示されま
す。

ファクス画面には、［ワンタッチ］、［検索］、［ダイアル入力］
［画質 / 倍率］、［通信メニュー］があり、設定別に分けられてい
ます。

待機時にファクス画面を表
示しておくことがきます。
また、ファクス画面で最初
に表示される機能も設定で
きます。詳しくは、「優先画
面」（p. 10-11） をごらんく

ださい。

番号 名称 説明

1 オンフック オプションのハンドセットを装着してい
るとき、ハンドセットを置いたままで通
信します。

2 チェーンダイアル 複数のワンタッチダイアルを組み合わせ
て、相手先を呼び出します。

3 ワンタッチ ワンタッチキーを指定します。
ワンタッチ画面はインデックスキーによ
り 36 画面に分かれていて、相手先は

540 件まで登録できます（インデックス

の 1 画面につき 15 件まで登録可能）。

ファクスプログラムキーは、枠付きの
キーで表示されます。サブ相手先が登録
されているワンタッチキーは、キーの右
上に「S」マークが表示されます。

4 検索 ワンタッチキーに登録した送信先を検索
します。
ワンタッチ検索画面を表示するには、ワ
ンタッチキーの登録が必要です。ワン
タッチの登録の仕方について詳しくは、
「第 9 章 登録／設定する」（p. 9-1）をご

らんください。

5 ダイアル入力 送信先のファクス番号を直接入力しま
す。

6 画質 / 倍率 ファクスを送るときの画質、濃度、倍率
などを設定します。

3 4 5

6

7

9
8

1 2
ご使用いただく前に 1-11
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おまかせ画面

ファクスとコピーの使い分けを気にせずに使える待機画面です。
優先画面設定で「おまかせ画面」が設定されているときに表示
されます。

7 通信メニュー 各種通信機能を設定します。

8 ジョブリスト プリント待ち文書、通信結果および掲示
板や親展ボックスに保存されている文書
を確認します。

9 設定画面 選択した機能に応じた設定画面が表示さ
れます。

番号 名称 説明

優先画面設定については
「優先画面」（p. 10-11） をご

らんください。

番号 名称 説明

1 ワンタッチキー ワンタッチキーの 1 ～ 4 に登録された送

信先とコピープログラムの 1 が表示され

ます。

2 ジョブリスト プリント待ち文書、通信結果および掲示
板や親展ボックスに保存されている文書
を確認します。

2

1

ご使用いただく前に
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テンキーで 4 桁以上の数字、または「0」、「＊」、「＃」で

始まる数字を入れて【スタート】を押すと、電話番号と
判断してファクスの送信が開始されます。「0」、「＊」、

「＃」以外で始まる 3 桁以下の数字を入れたときは、コ

ピー部数と判断してコピーが開始されます。

【コピー】を押すと、コピー画面が表示されます。コピー

機能の指定をするときは、【コピー】を押してください。

【ファクス / スキャン】を押すと、ファクス画面が表示され

ます。ファクス機能の指定をするときは、【ファクス / ス
キャン】を押してください。

タッチパネル内で表示されるアイコンについ

て

ひとこと

• ソフトウェア DIPSW で

ダイアル入力による指定
が制限されている場合、
「0」「＊」「＃」を押して

も判断されません。【ファ
クス / スキャン】を押し

て［ワンタッチ］で送信
先を指定してください。
ソフトウェア DIPSW に

ついて詳しくは、「機能の
状態を設定する（ソフト
ウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください

• ソフトウェア DIPSW で

スキャン機能のみのユー
ザ認証が設定されている
場合、おまかせ画面は表
示されません。

アイコン 内容

ダイアル中であることを示します。

リダイアル待ちであることを示します。

ファクス原稿の読み取り中であることを示します。

ファクス受信中であることを示します。

ファクス送信中であることを示します。

ポーリング待ちの文書があることを示します。

掲示板に文書が登録されていることを示します。

プリント中であることを示します。

プリント中にプリントが停止したことを示します。

プリント待ちであることを示します。

手動受信モードになっていることを示します。

ボックスに受信文書があります。
ご使用いただく前に 1-13
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1.6 ユーザ認証と部門管理について

本機を使用するときに、ユーザ名、部門名、パスワードを入力
するように設定されている場合があります。表示された画面で、
必要な情報を入力すると、通常の画面が表示されます。部門名
やユーザ名は管理者に確認してください。

ユーザ認証と部門管理につ
いては、「ユーザーズガイド 
コピー機能編」をごらんく
ださい。

ユーザ認証が設定されている場合

部門管理が設定されている場合
ご使用いただく前に
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第 2章 送信する
ファクス送信の操作について説明します。

2.1 操作の流れ ....................................................................................................... 2-2

2.2 原稿をセットする ............................................................................................ 2-4

2.3 原稿ガラスで原稿を送るには .......................................................................... 2-7

2.4 送信条件を設定する ........................................................................................ 2-9

2.5 送信先を指定する .......................................................................................... 2-15

2.7 通話後に送信する（手動送信）...................................................................... 2-28

2.8 ワンタッチやダイアルを組合わせる（チェーンダイアル）........................... 2-29

2.9 原稿読込み中の動作 ...................................................................................... 2-30

2.10 送信できないときは ...................................................................................... 2-31

2.11 送信を中止する.............................................................................................. 2-32

2.12 通信結果を確認する（ジョブリスト）........................................................... 2-33
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2.1 操作の流れ

ファクスを送るときの操作の流れを説明します。ここでは、片
面の原稿を ADF で読込んで送信する基本的な操作を例に説明し
ます。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB ［画質 / 倍率］や［通信メニュー］で機能を設定します。

CCCC 送信先のファクス番号を指定します。

送信先の指定には、次の方法があります。

・ダイアル入力
・ワンタッチ
・プログラム

•［画質 / 倍率］の設定につ

いては、「送信条件を設定
する」（p. 2-9）をごらん

ください。
•［通信メニュー］の設定に
ついては、「第 6 章 便利

な送信」（p. 6-1）をごら

んください。

• 送信先の指定方法につい
ては、「送信先を指定す
る」（p. 2-15）をごらんく

ださい。
• 意図しない相手先への誤
送信を防止することがで
きます。詳しくは、「機能
の状態を設定する（ソフ
トウェア DIPSW）」

（p. 10-77）をごらんくだ

さい。
送信する
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DDDD 送信する面を上にして原稿をセットします。

EEEE 【スタート】を押します。

原稿の読込みが始まり、送信されます。

原稿のセット方法について
は、「原稿をセットする」
（p. 2-4）をごらんください。

原稿が複数枚の場合は、メ
モリに蓄積しながら送信す
るので、原稿の読取りが高
速です。

• 送信を中止する場合は、
【ストップ】を押します。
詳しくは「送信を中止す
る」（p. 2-32）をごらんく

ださい。
• 送信できなかった場合は、
通信結果レポートが出力
されます。詳しくは「送
信できないときは」（p. 2-
31）をごらんください。
送信する 2-3
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2.2 原稿をセットする

本機では、ADF と原稿ガラス上に原稿をセットできます。ADF 
に原稿をセットすると、自動的に ADF から読込まれます。

ADF に原稿をセットする

ADF を使用すると、複数枚の原稿を自動的に読込むことができ
ます。また、両面原稿を送信することもできます。

AAAA ADF を閉じます。

BBBB 送信する面を上にして原稿をセットします。

原稿の天部（上側）が奥側、または右側になるよう

にします。

原稿の先が突き当たるまで、軽く差し込みます。原

稿を差し込むと音が鳴ります。

CCCC 原稿セットガイドを原稿のサイズに合わせます。

AA

• クリップやステープルな
どでとじられた原稿は、
絶対にセットしないでく
ださい。

• 原稿は 80 枚または ,
マークを超えてセットし
ないでください。原稿づ
まりや原稿破損の原因と
なります。また、故障の
原因となります。

• 原稿のセットが不完全な
場合、原稿が斜め送りさ
れ、原稿づまりや原稿破
損の原因となります。
送信する
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原稿ガラス上に原稿をセットする

AAAA オリジナルカバーまたは ADF を開きます。

原則

原稿をセットするときは、必ずオリジナルカバーまたは ADF を 15° 以
上開いてください。
15° 以上開けずに原稿をセットすると原稿のサイズを検出できない場合

があります。

BBBB 送信する面を下にして原稿を原稿ガラス上に置きます。

原稿の天部（上側）が奥側、または左側になるよう

にします。

CCCC 原稿スケール左奥側の マークに合わせて原稿をセッ
トします。

15˚15˚

v置きの場合 w置きの場合

• 原稿ガラス上には 2 kg を
超えるような重い原稿は
載せないでください。ま
た本の見開き原稿などを
セットする場合、強い力
で上から押さえつけない
ようにしてください。故
障の原因となります。

• ぶ厚い本や立体物の場合
は、オリジナルカバーま
たは ADF を閉じずに読込

んでください。読込むと
き、光が漏れることがあ
りますので、原稿ガラス
面を直視しないようにし
てください。ただし、漏
れ出る光はレーザー光線
ではありませんので、
レーザーの危険にさらさ
れることはありません。
送信する 2-5



2.2 原稿をセットする

2-6

Tigris_FAX_J.book  Page 6  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
次のような原稿では、サイズの検出が正しくできない場合があ
ります。この場合、サイズをあらかじめ指定してお使いくださ
い。詳しくは「倍率 / 範囲」（p. 2-11）をごらんください。

地の色が濃い原稿

OHP、トレーシングペーパー等、裏が透けて見える原稿

異形原稿、細長い原稿、矩型でない原稿

小さい原稿（A5 （210 mm × 148 mm）以下）、大きい原稿（A3 
（420 mm × 297 mm）以上）

原稿の上下左右 10 mm は、読取りできないことがあります。

A3、B4 の原稿を送信すると、相手機の受信記録紙サイズに合
わせて自動的に縮小して送信されます。A3、B4 の原稿を原寸
で送信したいときは、ファクス送信の倍率を縮小禁止に指定し
ます。詳しくは「倍率 / 範囲」（p. 2-11）をごらんください。

DDDD オリジナルカバーまたは ADF を閉じます。
送信する
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2.3 原稿ガラスで原稿を送るには

複数枚の原稿を、原稿ガラス上を使って送信することができま
す。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB 必要に応じて機能を設定します。

CCCC 宛先を指定します。

DDDD 原稿ガラス上に原稿をセットします。

EEEE 【スタート】を押します。

1 枚目の原稿が読込まれます。

FFFF 2 枚目の原稿をセットし、［次ページ読込み］が選ばれ
ている状態で【スタート】を押します。

2 枚目の原稿が読込まれます。続けて 3 枚目、4 枚目

を読込みます。

GGGG すべての原稿を読込んだあと、［読込み終了］を押しま
す。

• 手順 6 を繰り返して、す

べての原稿を読込みます。
• 画面右下の［メモリ残量］
表示で、メモリの残量が
確認できます。

• 読込んだデータを削除し
たいときは、【ストップ】
を押して、ジョブの削除
を行ってください。詳し
くは、「送信を中止する」
（p. 2-32）をごらんくださ

い。
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HHHH 【スタート】を押します。

送信が始まります。
• 送信を中止する場合は、
【ストップ】を押します。
詳しくは「送信を中止す
る」（p. 2-32）をごらんく

ださい。
• 送信できなかった場合は、
通信結果レポートが出力
されます。詳しくは「送
信できないときは」（p. 2-
31）をごらんください。
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2.4 送信条件を設定する

ファクス画面の［画質 / 倍率］を押すと、［画質］、［濃度］、［倍
率 / 範囲］が表示され、送信する原稿に合わせて送信条件を設
定できます。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB ［画質 / 倍率］を押します。

CCCC 設定したい機能のキー（［画質］、［濃度］、［倍率 / 範
囲］）を押します。

• 送信条件はページ単位で
設定できません。

• 送信条件の設定は、1 回

通信するごとに元の状態
にもどります。
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画質

原稿の内容に応じて画質を設定します。

原稿画質は、次の 6 種類があります。原稿の内容に合わせて指
定します。

濃度

原稿の内容に応じて画質を設定します。

ひとこと

出荷時設定では、真ん中の
3 段目の濃度に設定されて

います。

5 段階の調整ができます。

［こく］を押すごとに濃度が 1 段階ずつ増し、［うすく］を押す
ごとに濃度が 1 段階ずつ薄くなります。

• 受信側の機種によっては、
スーパーファイン、スー
パーハーフトーン、文字 /
写真の指定で送信できな
いことがあります。その
場合は、自動的にファイ
ンまたはハーフトーンで
送信します。

• ハーフトーン、スーパー
ハーフトーン、文字 / 写
真を指定すると、原稿サ
イズが受信側の記録紙よ
り大きい場合や受信側の
能力によっては、画質が
劣化することがあります。

• 文字 / 写真で送信した場

合、原稿によっては、写
真部分に縞模様が発生す
ることがありますが、故
障ではありません。縞模
様が気になる場合は、
ハーフトーンまたはスー
パーハーフトーンで送信
してください。

ひとこと

出荷時設定では、［標準］に
設定されています。

原稿の内容 画質の指定

普通の文字（手書き文字など） ［標準］

小さい文字（新聞など）、精密図 ［ファイン］
［スーパーファイン］

濃淡のあるもの（写真など）と文
字があるとき

［文字 / 写真］

濃淡のあるとき（写真など） ［ハーフトーン］
［スーパーハーフトーン］
送信する
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倍率 / 範囲

原稿の倍率や原稿サイズ設定を設定します。それぞれ［倍率］、
［原稿サイズ設定］を押して設定します。

倍率

［自動倍率］を選ぶと、自動的に受信側の用紙サイズに合わせて
送信します。

［縮小禁止］を選ぶと、受信側の用紙サイズに合った大きさを切
り出し、原寸で送信します。

原稿サイズ設定

原稿を読込ませたい範囲のサイズと向きに合わせ、キーを押し
ます。

［自動検出］を押すと、原稿の大きさに合わせ、自動的に一番近
いサイズが設定されます。

ただし、A4 幅より小さい原稿の場合は、A4 幅となります。

B4 サイズより小さい原稿を

送信するときは、通常、原
寸で送信します。
B4 サイズ以上の原稿は、送

信先の用紙サイズによって
縮小するか（自動倍率）、縮
小しないか（原寸で送りた
い）選んでください。

ひとこと

• 出荷時設定では、［自動倍
率］に設定されています。

• 受信側の機種によっては、
受信後に縮小してプリン
トされることもあります。

ひとこと

• 出荷時設定では、［自動検
出］に設定されています。

•［自動検出］の場合、A4
サイズより小さい原稿の
場合は、A4 サイズとなり

ます。
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読取る範囲は、原稿ガラスの周囲にあるマークで確認してくだ
さい。例えば A4 を選択すると下の図の点線で囲まれた範囲内
の原稿が送信されます。

設定状態を確認する

設定内容画面で、現在設定されている機能や宛先を確認できま
す。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB 送信先を指定し、［画質 / 倍率］や［通信メニュー］で
機能を設定します。

CCCC 【設定内容】を押します。

DDDD 確認したい設定内容のキーを押し、設定内容を確認し
ます。

EEEE ［OK］を押し、確認を終了します。

A4

A4
送信する
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［相手先］確認画面

指定した送信先を 1 画面で 4 件まで確認できます。4 件以上は、
［↓］［↑］を押して表示を切換えます。送信先の削除や追加も
できます。

： ワンタッチダイアルで指定した相手先を示します。

： ダイアル入力で指定した番号を示します。

［削除］：選択している送信先を削除します。

［詳細］：選択している送信先の通信モードなどを確認します。

［次の相手先］：送信先を追加します。

［画質 / 倍率］の設定につい

ては、「送信条件を設定す
る」（p. 2-9）をごらんくだ

さい。

［画質］確認画面

画質、濃度、倍率および原稿サイズ設定の状態を確認できます。
機能のキーを押すと、設定内容を修正できます。

送信先の追加については、
「送信先を指定する」（p. 2-
15） をごらんください。
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［メニュー 1］［メニュー 2］確認画面

通信メニューで設定した通信機能の設定を確認できます。設定
されている機能のキーが反転表示されています。機能のキーを
押すと設定を解除、変更できます。

［通信メニュー］の設定につ
いては、「第 6 章 便利な送

信」（p. 6-1）をごらんくだ

さい。
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2.5 送信先を指定する

送信先を指定する方法には、次の方法があります。

 ダイアル入力：直接ファクス番号を入力します。

 ワンタッチ：ワンタッチキーに登録した送信先を指定し

ます。

 プログラム：プログラムキーに登録した送信先を指定し

ます。

 検索：ワンタッチキーに登録した送信先を検索します。

［ダイアル入力］を使う

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB ［ダイアル入力］を押します。

必要に応じて［画質 / 倍率］

や［通信メニュー］で機能
を設定します。［画質 / 倍
率］の設定については、「送
信条件を設定する」（p. 2-9）
を、［通信メニュー］の設定
については、「第 6 章 便利

な送信」（p. 6-1）をごらん

ください。

ひとこと

• ソフトウェア DIPSW で

ダイアル入力による指定
が制限されている場合、
ダイアル入力して送信で
きません。ソフトウェア
DIPSW について詳しく

は、「機能の状態を設定す
る（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
• ソフトウェア DIPSW で

同報送信が禁止されてい
る場合、複数の相手先へ
の送信はできません。ソ
フトウェア DIPSW につ

いて詳しくは、「機能の状
態を設定する（ソフト
ウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。
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CCCC テンキーで送信先のファクス番号を入力します。

必要に応じてトーン・ポーズを入力します。

［トーン］：ダイアル（パルス）回線を使用している

場合に、プッシュトーンを送出するために押しま
す。ファクス情報サービスを利用する場合などに使
用します。画面には［T］が表示されます。

［ポーズ］：ダイアルに間をあけたいときに押しま

す。［ポーズ］1 回で 1 秒の間隔を入力することが

でき、繰り返して入力することもできます。画面に
は［P］が表示されます。

【クリア】を押すと、入力した番号がすべて削除さ

れます。

複数の送信先を選ぶときは［追加］で続けて指定し

ます。

［S］：相手機確認送信をしたいときに、［S］を押し

特殊文字「S」を入力します。

海外へのファクス送信は、場所によっては電話回線

の環境が悪く通信エラーになる場合があります。こ
のようなときは、［海外］を押すと、送信スピード
を通常より遅くなり届きやすくなります。

DDDD 原稿をセットします。

EEEE 【スタート】を押します。

原稿の読込みが始まり、送信されます。

• 内線から外線に発信する
ときは、より確実にダイ
アルするために、「0」な

どの外線番号のあとに
［ポーズ］を押します。

• 国際電話番号（001、
0061、0041）のあとに、

続けて国番号とファクス
番号を入力すると、ダイ
アルの途中で話中となり
送信できないことがあり
ます。このようなときは、
国際電話番号を入力した
あとに［ポーズ］を 2 回

押して、約 6 秒の空白時

間をおいてください。

相手機確認送信について詳
しくは、「相手先を確認して
から送信する」（p. 2-26）を

ごらんください。

• 複数の送信先を選んだと
きは、ここで確認のため
［設定内容－相手先］が表
示されます。詳しくは
「複数の宛先を指定する
（順次同報送信）」（p. 2-
22）をごらんください。

• 送信を中止する場合は、
【ストップ】を押します。
詳しくは「送信を中止す
る」（p. 2-32）をごらんく

ださい。
送信する
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［ワンタッチ］を使う

ワンタッチが登録されている場合は、登録されているワンタッ
チキーを指定してダイアルできます。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB ［ワンタッチ］を押します。

CCCC 目的のワンタッチキーを押します。

指定したキーが反転表示されます。複数の送信先を選
ぶときは目的のワンタッチキーをすべて指定します。

DDDD 原稿をセットします。

• あらかじめワンタッチ
キーに送信先を登録して
おきます。詳しくは「ワ
ンタッチを登録する」
（p. 9-3）をごらんくださ

い。
• 必要に応じて［画質 / 倍
率］や［通信メニュー］
で機能を設定します。［画
質 / 倍率］の設定につい

ては、「送信条件を設定す
る」（p. 2-9）を、［通信メ

ニュー］の設定について
は、「第 6 章 便利な送信」

（p. 6-1）をごらんくださ

い。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で同

報送信が禁止されている場
合、複数の相手先への送信
はできません。ソフトウェ
ア DIPSW について詳しく

は、「機能の状態を設定する
（ソフトウェア DIPSW）」

（p. 10-77）をごらんくださ

い。

• インデックスのタブ、
［←］［→］を押して、目
的のワンタッチキーを探
してください。

• 送信先を間違えたときは
同じキーをもう一度押す
と指定が取消されます。
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EEEE 【スタート】を押します。

原稿の読込みが始まり、送信されます。

プログラムを使う

プログラムが登録されている場合は、登録されているプログラ
ムキーを指定してダイアルできます。

送信時の（画質や 2in1 送信など）をプログラムキーに登録して
おくと、そのキーを押すだけで、機能をその都度設定せずに送
信することができます。1 つのプログラムキーに複数の送信先
を登録しておき一度に送信したり、送信時刻を登録しておき毎
日決まった時刻に送信したりすることも簡単に行えます。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB 原稿をセットします。

CCCC ［ワンタッチ］を押します。

• 複数の送信先を選んだと
きは、ここで確認のため
［設定内容－相手先］が表
示されます。詳しくは
「複数の宛先を指定する
（順次同報送信）」（p. 2-
22）をごらんください。

• 送信を中止する場合は、
【ストップ】を押します。
詳しくは「送信を中止す
る」（p. 2-32）をごらんく

ださい。

• あらかじめプログラム
キーに送信先と送信設定
を登録しておきます。詳
しくは「プログラムキー
を登録する」（p. 9-17）を

ごらんください。
• 必要に応じて［画質 / 倍
率］や［通信メニュー］
で機能を設定します。［画
質 / 倍率］の設定につい

ては、「送信条件を設定す
る」（p. 2-9）を、［通信メ

ニュー］の設定について
は、「第 6 章 便利な送信」

（p. 6-1）をごらんくださ

い。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で同

報送信が禁止されている場
合、複数の相手先が登録さ
れたプログラムキーでの送
信はできません。ソフト
ウェア DIPSW について詳

しくは、「機能の状態を設定
する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）をご

らんください。
送信する
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DDDD 目的のプログラムキーを押します。

枠の付いたキーがプログラムキーです。

確認のため設定内容－送信画面が表示されます。

EEEE 内容を確認して、【スタート】を押します。

原稿の読込みが始まり、送信されます。

• インデックスのタブ、
［←］［→］を押して、目
的のプログラムキーを探
してください。

• 送信先を間違えたときは
同じキーをもう一度押す
と指定が取消されます。

• ワンタッチやダイアル入
力などで先に他の送信先
を指定してある場合はプ
ログラムキーを指定でき
ません。プログラムを指
定したあとにワンタッチ
やダイアル入力を指定す
ることは可能です。

送信を中止する場合は、【ス
トップ】を押します。詳し
くは「送信を中止する」
（p. 2-32）をごらんくださ

い。

送信時刻指定を登録してあ
るときは、原稿をメモリに
蓄積し、指定した時刻にな
ると送信が開始されます。
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［検索］を使う

検索画面で登録されているワンタッチキーを検索できます。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB ［検索］を押します。

文字入力画面が表示されます。

CCCC 登録されている読み仮名を入力し、［検索］を押しま
す。

該当するワンタッチキーが表示されます。

• あらかじめワンタッチ
キーに送信先を登録して
おきます。詳しくは「ワ
ンタッチを登録する」
（p. 9-3）をごらんくださ

い。
• 必要に応じて［画質 / 倍
率］や［通信メニュー］
で機能を設定します。［画
質 / 倍率］の設定につい

ては、「送信条件を設定す
る」（p. 2-9）を、［通信メ

ニュー］の設定について
は、「第 6 章 便利な送信」

（p. 6-1）をごらんくださ

い。

ひとこと

［管理者保守 2］の［ネット

ワーク設定］－［ネット
ワーク設定 1］－［LDAP
設定］の［LDAP 検索］が

［設定可］の場合、［検索］
を押すと［ワンタッチ検索］
または［LDAP 検索］を選

択する画面が表示されます。
［ワンタッチ検索］を押す
と、文字入力画面が表示さ
れます。
送信する
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DDDD 目的のワンタッチキーを押します。

指定したキーが反転表示されます。

EEEE 原稿をセットします。

FFFF 【スタート】を押します。

原稿の読込みが始まり、送信されます。

• 入力した読み仮名に該当
するワンタッチキーが、
カナ、アルファベット、
数字記号の順に表示され
ます。

• 枠の付いたキーはプログ
ラムキーです。

• 送信先を間違えたときは
同じキーをもう一度押す
と指定が取消されます。
正しいキーを押しなおし
てください。

• 再度［検索］を押すと文
字入力画面が表示されま
す。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で同

報送信が禁止されている場
合、複数の相手先への送信
はできません。ソフトウェ
ア DIPSW について詳しく

は、「機能の状態を設定する
（ソフトウェア DIPSW）」

（p. 10-77）をごらんくださ

い。

• 複数の送信先を選んだと
きは、ここで確認のため
［設定内容－相手先］が表
示されます。詳しくは
「複数の宛先を指定する
（順次同報送信）」（p. 2-
22）をごらんください。

• 送信を中止する場合は、
【ストップ】を押します。
詳しくは「送信を中止す
る」（p. 2-32）をごらんく

ださい。
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複数の宛先を指定する（順次同報送信）

一度の操作で複数の宛先に原稿を送信することができます。こ
の機能を順次同報送信と呼びます。複数の宛先を指定するには
次の方法があります。

 ダイアル入力：直接ファクス番号を入力します。

 ワンタッチ：ワンタッチキーに登録した送信先を指定し

ます。

 プログラム：プログラムキーに登録した送信先を指定し

ます。

 検索：ワンタッチキーに登録した送信先を検索します。

上記の指定方法を組み合わせて指定することもできます。
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AAAA 通常の操作で 1 件目の送信先を指定します。

BBBB 2 件目以降の送信先を指定します。

ワンタッチキーで指定するとき

ワンタッチ画面で、送信する相手先のキーをすべて
押します。

ダイアル入力で指定するとき

［追加］を押してから次のファクス番号を入力しま
す。（手順 1 で送信先をワンタッチキーで指定した

場合は、［追加］を押さないで、次のファクス番号
を入力します。）

CCCC 原稿をセットします。

DDDD 【スタート】を押します。

複数の送信先を選んだときは、ここで確認画面が表示
されます。

• ワンタッチやダイアル入
力などで先に他の送信先
を指定してある場合はプ
ログラムキーを指定でき
ません。プログラムを指
定したあとにワンタッチ
やダイアル入力を指定す
ることは可能です。

• 同時に送信することが多
い場合は、あらかじめ複
数の送信先をプログラム
として登録しておくと便
利です。

• 一度に指定できる相手先
は、最大 300 カ所までで

す。ただし、ダイアル入
力で指定できるのは、最
大 12 カ所までです。

• ソフトウェア DIPSW で

ダイアル入力による指定
が制限されている場合、
ダイアル入力して送信で
きません。ソフトウェア
DIPSW について詳しく

は、「機能の状態を設定す
る（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
• ソフトウェア DIPSW で

同報送信が禁止されてい
る場合、複数の相手先へ
の送信はできません。ソ
フトウェア DIPSW につ

いて詳しくは、「機能の状
態を設定する（ソフト
ウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。

詳しくは「［ダイアル入力］
を使う」（p. 2-15）、「［ワン

タッチ］を使う」（p. 2-17）、
「プログラムを使う」（p. 2-
18）、「［検索］を使う」

（p. 2-20）をごらんくださ

い。
送信する 2-23



2.5 送信先を指定する

2-24

Tigris_FAX_J.book  Page 24  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
EEEE ［OK］を押します。

送信先確認用の［設定内容－相手先］が表示されます。

FFFF 相手先を確認し、【スタート】を押します。

原稿の読込みが始まり、送信されます。

ひとこと

プログラムで指定したとき
は、この画像は表示されま
せん。

• ソフトスイッチの設定に
より、同報送信時に設定
確認画面を表示するかど
うかを指定できます。詳
しくは、「機能の状態を設
定する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
• 相手先すべてに送信され
たかどうかを結果レポー
トで確認できます。詳し
くは、「レポート出力に関
する設定をする（レポー
ト設定）」（p. 10-51）をご

らんください。
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送信先を確認／削除するには

指定した送信先を確認したり、削除したりすることができます。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB 送信先を指定し、［画質 / 倍率］や［通信メニュー］で
機能を設定します。

CCCC 【設定内容】を押します。

DDDD 設定内容を確認します。

EEEE ［OK］を押し、確認を終了します。

送信先の追加については、
「送信先を指定する」（p. 2-
15） をごらんください。

［相手先］確認画面

指定した送信先を 1 画面で 4 件まで確認できます。4 件以上は、
［↓］［↑］を押して表示を切換えます。送信先の削除や追加も
できます。

： ワンタッチダイアルで指定した相手先を示します。

： ダイアル入力で指定した番号を示します。

［削除］：選択している送信先を削除します。

［詳細］：選択している送信先の通信モードなどを確認します。

［次の相手先］：送信先を追加します。
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2.6 相手先を確認してから送信する

ファクスの誤送信を防ぐため、送信時に相手先から受信する
CSI（Called Subscriber ID）信号で相手先を確認してから送信
することができます。

CSI 信号を確認するために、相手機側に自局電話番号の登

録が必要です。

相手先の電話番号を指定したあと［S］キーを押して特殊

文字「S」を追加することにより、相手機を確認してから

原稿を送信します。

ワンタッチキーに電話番号と特殊文字を登録して、ワン

タッチダイヤルで相手機確認送信をすることもできます。

ソフトスイッチの設定により、送信するごとに特殊文字

「S」を追加しなくても相手機確認送信の指定をすること

ができます。
お買い上げいただいたときは、「特殊文字による指定が無
い場合は、相手機確認送信をしない（モード 200 ビット

4 を「0」）」に設定されています。

「特殊文字による指定をしなくても相手機確認送信をする
（モード 200 ビット 4 を「1」）」に設定した場合は、電話

番号を入力したあと［S］キーを 2 回押して特殊文字

「SS」を追加することにより、相手機確認送信を解除で

きます。
ソフトスイッチ（モード 200 ビット 4）の設定と相手機

確認送信の指定のしかたについては、下記を参照してく
ださい。

原稿を送信する前に、相手機から受信する CSI 信号の内容

と相手先電話番号を比較し、CSI 信号と相手機の電話番

号が一致した場合のみ原稿を送信します。
CSI 信号： 被呼端末識別信号（Called Subscriber ID）：

“+”（キャラクタ）、電話用国コード、地域コード、加入

者番号を含む国際電話番号＝自局電話番号情報

CSI信号と相手先電話番号が一致しない場合やCSI信号を

受信できない場合には、通信異常となります。

• ワンタッチを使用した送
信の仕方について詳しく
は、「［ワンタッチ］を使
う」（p. 2-17）をごらんく

ださい。
• ワンタッチの登録の仕方
について詳しくは、「第 9
章 登録／設定する」

（p. 9-1）をごらんくださ

い。
• ソフトウェア DIPSW の

相手機確認送信、比較桁
数について詳しくは、「機
能の状態を設定する（ソ
フトウェア DIPSW）」

（p. 10-77）をごらんくだ

さい。

ソフトウェア
DIPSW の設定

（モード 200 
ビット 4）

相手機確認送信する
とき

相手機確認送信しな
いとき

0
相手先電話番号 + 特殊

文字「S」をダイアル

相手先電話番号をダイ
アル（特殊文字を追加
しない）

1
相手先電話番号をダイ
アル（特殊文字を追加
しない）

相手先電話番号 + 特殊

文字「SS」をダイアル
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特殊文字のあとに任意の照合番号を付加してダイアルす

ることにより、照合番号と CSI 信号が一致した場合のみ

原稿を送信することもできます。

ソフトスイッチの設定により、CSI 信号と相手先電話番号

を比較する桁数を設定できます。お買い上げいただいた
ときは「4 桁」に設定されています。

相手機確認送信のしかた

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB 原稿をセットします。

CCCC ［ダイアル入力］を押します。

DDDD テンキーで相手先のファクス番号を入力し、［S］を押
します。

ソフトウェア DIPSW の設定で自動的に相手機確認

送信する（モード 200 ビット 4 を「1」）に設定し

ていて、相手機確認送信を一時的に解除したいとき
は、［S］キーを 2 回押して、電話番号の後ろに

「SS」と入力してください。

EEEE 【スタート】を押します。

送信が開始されます。

ダイアル方式 相手機の確認方法

相手先電話番号 + 特殊文字「S」 CSI 信号と相手先電話番号を比較

相手先電話番号 + 特殊文字「S」
+ 照合番号

CSI 信号と照合番号を比較
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2.7 通話後に送信する（手動送信）

外付け電話を接続している場合、相手と電話で話をしたあとに、
そのまま原稿を送信することができます。相手に原稿を送信す
ることを伝えたいときなどに利用します。

原則

• 手動送信をするには、外付け電話機またはオプションのハンドセッ
トが必要です。

• 通話後に送信するときは、ADF を使用してください。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示

BBBB 原稿を ADF にセットします。

CCCC ハンドセット（受話器）を上げます。

発信音（ツー）が聞こえます。

DDDD ［ワンタッチ］や［ダイアル入力］で相手先を指定しま
す。

相手先にダイアルされ、通話できます。

EEEE 話をしたのち、相手に【スタート】（通信ボタン）を押
してもらいます。

準備ができると「ピー」という音がします。

FFFF 【スタート】を押します。

送信が開始されます。

GGGG ハンドセットを置きます。

ひとこと

［オンフック］を押しても操
作できます。この場合は、
相手が応答したらハンド
セットを取ります。

ひとこと

• 相手が自動受信できる状
態（自動着信）になって
いるときは、相手が出ず
に「ピー」という音がし
ます。そのときは話をす
ることができません。

• ソフトウェア DIPSW で

ダイアル入力による指定
が制限されている場合、
ダイアル入力して送信で
きません。ソフトウェア
DIPSW について詳しく

は、「機能の状態を設定す
る（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
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2.8 ワンタッチやダイアルを組合わせる（チェーンダイ
アル）

複数のワンタッチやダイアルを組み合わせて番号を指定できま
す。この機能をチェーンダイアルといいます。例えば、ファク
シミリ通信網や契約している電話会社の接続番号をワンタッチ
キーに登録しておき、相手先のワンタッチキーと組み合わせて
送信したり、相手先の代表番号と内線番号を個別のワンタッチ
キーに登録しておき、それらを組み合わせて送信したりするこ
とができます。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB ［チェーンダイアル］を押します。

［チェーンダイアル］が反転表示されます。

CCCC ［ワンタッチ］や［ダイアル入力］で 1 つ目の番号を指
定します。

DDDD 続けて［ワンタッチ］や［ダイアル入力］で 2 つ目の番
号を指定します。

EEEE 原稿をセットします。

FFFF 【スタート】を押します。

原稿の読込みが始まり、送信されます。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW でダ

イアル入力による指定が制
限されている場合、チェー
ンダイアルは使用できませ
ん。ソフトウェア DIPSW
について詳しくは、「機能の
状態を設定する（ソフト
ウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。

ひとこと

• ダイアル入力で 2 番号を

連続指定するときは、番
号と番号の間にポーズを
入れて指定できます。

• 国際電話番号（001、
0061、0041）のあとに、

続けて国番号とファクス
番号を入力すると、ダイ
アルの途中で話中となり
送信できないことがあり
ます。このようなときは、
国際電話番号を入力した
あとに［ポーズ］を 2 回

押して、約 6 秒の空白時

間をおいてから残りの電
話番号を入力してくださ
い。
送信する 2-29



2-30

Tigris_FAX_J.book  Page 30  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
2.9 原稿読込み中の動作

原稿サイズが検知できないときは

原稿サイズが検知できない場合は、読取りできません。

この場合は、［倍率 / 範囲］で［原稿サイズ設定］を指定してく
ださい。

メモリオーバーしたときは

メモリ内にたくさんの原稿が蓄積されているとき（メモリ残量
が 0% に近いとき）は、送信できない場合があります。また原
稿のページ数が多い場合や、原稿の画質が細密なために情報量
が多い場合もメモリオーバーになります。

この場合は、メモリが空くのを待つか、クイック送信をご利用
ください。

［画質 / 倍率］の設定につい

ては、「送信条件を設定す
る」（p. 2-9）をごらんくだ

さい。

「クイック送信」について
は、「原稿を 1 枚ずつ送信す

る（クイック送信）」（p. 6-
20） をごらんください。

ひとこと

送信できなかったときは、
もう一度送信できるように
文書がメモリ内に残ります。
これを消去してメモリを空
けることもできます。
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2.10送信できないときは

受信側が通信中などのために送信できない場合は、呼び出しを
行います（オートリダイアル）。

他の通信予約文書がある場合は、予約されている文書を送信し
てから、オートリダイアルを行います。

オートリダイアル後も送信できなかった場合は、通信結果レ
ポートが出力されます。このレポートには送信できなかった原
稿の 1 ページ目の一部分がコピーされます（クイック送信のと
きなどはコピーされません）。

送信できなかった文書は、以下の操作で送信しなおすことがで
きます。

AAAA ［ジョブリスト］を押してから［通信］を押し、送信で
きなかった文書を検索します。

［再送信］または［相手先変更］が表示されているとき
は、原稿をセットしなおさなくても再度送信できます。

BBBB ［再送信］を押すと、同じ相手先に送信できます。

［相手先変更］を押すと、相手先を変更して送信できま
す。

どちらも表示されていない場合は、原稿をセットして
送信しなおします。

• 出荷時設定では、1 分間

隔で 5 回までオートリダ

イアルを行います。呼出
し回数や間隔は変更でき
ます。詳しくは「着信方
式と呼出し回数を設定す
る（受信機能）」（p. 10-
47）をごらんください。

• ソフトウェア DIPSW で、

結果レポートに原稿の 1
ページ目の画像をつける
かどうかの設定ができま
す。ソフトウェア DIPSW
について詳しくは「機能
の状態を設定する（ソフ
トウェア DIPSW）」

（p. 10-77）をごらんくだ

さい。
• 通信結果レポートを出力
する必要がない場合は、
設定を変更します。詳し
くは「レポート出力に関
する設定をする（レポー
ト設定）」（p. 10-51）をご

らんください。
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2.11送信を中止する

蓄積されている送信指示やプリント待ちのデータを予約ジョブ
と呼びます。操作を中止するときは、蓄積されているジョブを
削除します。

ジョブを中止するときは【ストップ】を押してから、中断する
動作を選択します。

AAAA 【ストップ】を押します。

送信の動作を中断し、動作中のジョブが表示されます。

BBBB 中止したいジョブのキーを押します。

ジョブが削除されます。

CCCC ［OK］を押します。
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2.12通信結果を確認する（ジョブリスト）

ジョブについて

送信の準備をし、【スタート】を押すと、1 件のファクス送信が
本機に登録されます。登録された動作をジョブと呼びます。同
様に、コピー動作やスキャナ、PC プリント指示もジョブとして
登録されます。

実行中のジョブや待機中のジョブは［ジョブリスト］で表示さ
れるジョブリスト画面で確認できます。

ジョブ： 動作中の機能を表示します。

プリント順：コピー、ファクス受信、レポート出力、PC
プリントなどのプリント中およびプリント待ちの文書の
順番を 8 件まで表示します。

プリント： コピーおよび PC プリント文書に関するプリン

ト動作の状態を表示します。

通信：ファクス送信文書およびファクス受信文書の状態

を表示します。
送信中および送信待ちの文書（最大 200 件）

送信済文書（最大 96 件）

送信文書の通信結果（最大 296 件）

受信中および受信プリント待ちの文書（最大 200 件）

受信済文書（最大 256 件）

受信文書の通信結果（最大 456 件）

文書：本機に保存されている文書を表示します。

掲示板：掲示板に登録されている文書を表示します。
親展：親展ボックスに保存されている文書を表示します。
一般：受信文書管理で保存されている一般文書を表示し
ます。
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ジョブを確認する

AAAA ［ジョブリスト］を押します。

ジョブリスト画面が表示されます。

BBBB ［ジョブ］を押して実行中のジョブを確認します。

［↑］［↓］を押すと次の画面に切換わります。

CCCC ［通信］を押してファクスの送信ジョブを確認します。

［↑］［↓］を押すと次の画面に切換わります。

送信中のジョブや送信待ち
などで待機中になっている
ジョブを削除したい場合は、
【ストップ】を押します。詳
しくは、「送信を中止する」
（p. 2-32）をごらんくださ

い。

•［途中結果レポート］が表
示されているときは、送
信中に［途中結果レポー
ト］を押すと、送信の途
中結果レポートが出力さ
れます。

•［消去］が表示されている
ときは、［消去］を押す
と、送信待ちの文書が削
除されます。

• 送信時刻指定を設定して
いるときは、受付日時の
右側に時計アイコンが表
示されます。
送信する
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DDDD 送信ジョブ画面で［受信文書］を押してファクスの受
信ジョブを確認します。

［↑］［↓］を押すと次の画面に切換わります。

EEEE ［文書］を押して保存されているジョブを確認します。

各機能キーを押すとそれぞれのジョブを確認できます。

•［消去］が表示されている
ときは、［消去］を押す
と、プリント待ちの文書
が消去されます。

• ポーリング受信待ちの文
書を削除したいときは
［消去］を押してくださ
い。
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第 3章 受信する
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3.1 いろいろな受信モード

本機には、「FAX 優先」、「電話優先」、「電話専用」、「留守電接
続」の受信モードが用意されています。お使いの状況に合わせ
て設定してください。

原則

電話を受けたり、留守番電話を接続して使用するには、オプションの
ハンドセットが必要です。

自動受信（ファクス優先）

あらかじめ設定した回数の着信音が鳴ると、自動的にファクス
を受信します。ファクス専用の電話番号で利用している場合に
ご利用ください。

自動受信（電話優先）

あらかじめ設定した回数の着信音が鳴ると、自動的に接続しま
す。ファクスのときは自動的に受信し、電話のときは呼出音が
鳴ります。

また、ソフトスイッチの設定により、回線に接続したときに、
音声メッセージを流すことができます。

手動受信（電話専用）

ファクスの場合でも一度電話をとってからファクスを受信した
い場合など、普通の電話機と同じようにご利用いただけます。
電話がかかってくる機会が多いときは、この設定にしておくと
便利です。

留守番電話が接続しているとき

留守番電話機を接続してご利用いただけます。留守中に電話が
あったときは用件を録音します。相手がファクスのときは自動
的にファクスを受信します。

ひとこと

いずれの設定であっても、
着信音が鳴っている間にハ
ンドセット（受話器）をと
ると通話することができま
す。

設定方法については「着信
方式と呼出し回数を設定す
る（受信機能）」（p. 10-47） 
をごらんください。
受信する
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• ファクス優先モードで自
動着信呼出回数を 1 ～ 20
回に設定しておくと、
ファクスを着信する前に
着信音を鳴らすことがで
きます。ただし、自動着
信呼出回数を 10 回以上に

設定すると、相手先によ
り自動的にファクスを受
信できないことがありま
す。

• 電話優先モードでは、設
定した回数分着信音が
鳴ったあと、ファクスの
信号を識別するために
いったん回線を接続して
から、さらに約 20 秒間着

信音を鳴らします。この
ため、再び着信音が鳴る
間は、電話に出なくても
相手先に通話料金がかか
ります。回線接続後に何
回着信音を鳴らすかはソ
フトスイッチの設定で変
更できます。
また、ソフトスイッチで
は、回線をつないだとき
に音声メッセージを流す
かどうかを指定できます。

• ナンバーディスプレイ契
約回線でご使用になる場
合は、本装置の機能を有
効に活用するために、
ファクス優先または電話
優先モードでご使用くだ
さい。ナンバーディスプ
レイ契約回線を使用して、
留守番電話機接続モード
に設定するときは、接続
する電話機も「ナンバー
ディスプレイあり」に設
定してください。留守番
電話機によっては、対応
していない場合がありま
す。
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ひとこと

外付け電話を接続している
場合、転送受信番号を押し
て本機でファクス受信しま
す。詳しくは、「電話を受け
る」（p. 3-7）をご覧くださ

い。
受信する
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3.2 受信する

原稿を自動的に受信するようにしておくと（自動着信）、受信の
ための特別な操作は不要です。

通話をした場合は、【スタート】を押すと受信します。

受信が終わると「ピー」という音が鳴り回線が切断され、受信
した文書がプリントされます。

受信時の記録について

受信文書を記録する場合は、受信した文書の用紙サイズと、用
紙トレイにセットされている用紙サイズを比較し、受信した原
稿と同じサイズの用紙がセットされているときは同じサイズで
プリントされます。

同じサイズの用紙がないときは、次のように処理します。

原稿が大きいとき：用紙におさまるように縮小するか一

回り大きいサイズの用紙にプリントされます。

原稿と用紙の向きが違うとき：自動的に 90° 回転させてプ

リントされます（回転記録）。

原稿が長いとき：用紙におさまるように縮小してプリン

トされます。65% まで縮小しても 1 枚に収まりきらない

場合は、分割してプリントします。

ひとこと

A3 原稿を受信できるのは、

送信側が A3 サイズを原寸

で送信できる ITU-T（旧

CCITT）勧告に準拠した

ファクスのときに限られま
す。

受信の方法は、管理者設定
やソフトスイッチの設定で
変更できます。詳しくは
「文書を受信したときの処理
のしかたを設定する（文書
管理）」（p. 10-56）や「機

能の状態を設定する（ソフ
トウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。
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受信できないとき

受信できない、プリントされないときは、エラーメッセージが
表示されています。

「エラーメッセージが表示された」（p. 4-4）を参照して処置をし
てください。

受信情報について

受信した原稿に文書情報が付いている場合は、受信文書に受信
情報（日付、時刻、ページ番号など）が記録されます。

記録される内容は送信側の設定により異なります。

ひとこと

「用紙なし」や「用紙づま
り」などで受信した文書を
プリントできない場合は、
プリントできる状態になる
まで受信文書がメモリに蓄
積されます（メモリ代行受
信）。エラーメッセージを確
認し、用紙づまりなどのト
ラブル処置をしてください。
エラーが解消されると、蓄
積されていた受信文書のプ
リントが開始されます。
メモリが一杯でメモリ代行
受信できない場合がありま
す。用紙トレイに用紙が
セットされていることを確
認してください。

外付け電話の着信音が鳴り
続ける場合は、［着信方式］
が［手動］に設定されてい
る場合があります。自動的
に受信するためには［自動］
に設定しておく必要があり
ます。詳しくは、「着信方式
と呼出し回数を設定する
（受信機能）」（p. 10-47） を
ごらんください。

このほか、受信管理レポー
トでは、文書番号、受信開
始日時、所要時間、相手先、
モード、記録済み枚数、通
信結果などを確認できます。
詳しくは、「通信管理レポー
トの設定」（p. 10-52） をご

らんください。
受信する
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3.3 電話を受ける

外付け電話を接続している場合の、電話の受けかたを説明しま
す。

AAAA 電話の呼び出し音が鳴ったら、受話器を上げて通話し
ます。

BBBB 通話が終了したら、受話器をもどします。

通話が終了し、ファクス受信をする場合、【3】【＊】

を押します。本機がファクス受信に切換わったら、
受話器をもどします。

ひとこと

•「ピーッ」という音がする
か、無音の場合は、相手
がファクスです。【スター
ト】を押すと、原稿を受
信できます。外付け電話機
の場合、【3】【＊】を押す

と、本機はファクス受信
に切換わります。

• 転送受信番号【3】は、別

の番号に変更できます。
詳しくは「機能の状態を
設定する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。

• 転送受信の機能を使う場
合、外部電話機にはプッ
シュ信号を送出できる電
話機をご使用ください。

• 転送受信番号入力時は、
【3】の後に必ず【＊】を

押してください。

転送受信について詳しくは、
「機能の状態を設定する「機
能の状態を設定する（ソフ
トウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。
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3.4 ファクス情報サービスを利用する

ファクス情報サービスを利用するときの基本的な操作を説明し
ます。

ダイアル（パルス）回線を
お使いの場合は、パルスを
トーンに切り替える必要が
あります。サービスコード
を入力する前に、［トーン］
を押し、トーンを送出でき
る状態にしてください。

AAAA 待機画面の［オンフック］を押し、ファクス情報サー
ビスの電話番号を指定します。

サービスに接続するとアナウンスが聞こえます。

BBBB サービスの案内にしたがって、必要なサービスコード
を指定します。

CCCC サービスの案内にしたがって【スタート】を押します。

受信が開始されます。

• 契約内容や詳しい操作方
法については、ご利用に
なるファクス情報サービ
スの提供元にお問い合わ
せください。

• 必要に応じ、回線モニ
ター音レベルを調整して
おきます。回線モニター
音レベルは、0 ～ 5 の範

囲で調整できます（工場
出荷時は 3 に設定されて

います）。ファクス情報
サービスの音声ガイダン
スを聞き取りやすくする
ため、大きめに設定して
おくことをおすすめしま
す。
受信する
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第 4章 トラブル処置
トラブルが発生した場合の処置について説明します。
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4.1 送信時のトラブル

うまく送信できない場合は、次の表を参照して処置をしてくだ
さい。処置をしても正常に送信できない場合は、サービス実施
店にお問い合わせください。

• エラーメッセージについ
ては「エラーメッセージ
が表示された」（p. 4-4）
をごらんください。

• 原稿がつまった、用紙が
つまった、画質が悪い、
トナーがなくなったなど
のトラブルについては
「ユーザーズガイド コ
ピー機能編」をごらんく
ださい。

トラブルの内容 原因 処置のしかた

原稿が読込まれな
い

原稿が厚すぎません
か？

原稿ガラスを使って送信
してください。

原稿が薄すぎる／小
さすぎませんか？

原稿ガラスを使って送信
してください。

原稿が斜めに読込
まれる

原稿セットガイドが
原稿の幅に合ってい
ますか？

原稿セットガイドを原稿
の幅に合わせてください。

相手先で受信した
画像が不鮮明なと
き

原稿が正しくセット
されていますか？

原稿を正しくセットして
ください。

原稿ガラスが汚れて
いませんか？

原稿ガラスを清掃してく
ださい。

原稿の文字が薄くな
いですか？

濃度を設定してください。

回線状態か、受信側
に問題はありません
か？

本機でコピーをとって本
機の問題でないことを確
認し、コピーの画像が鮮
明なときは、もう一度送
信しなおしてください。

相手先で受信した
画像が白紙になる

送る面を下にして
セットしていません
か？（ADF 使用時）

送る面を上にして原稿を
セットしなおしてくださ
い。

送信できない 送信の手順は正しい
ですか？

送信手順を確認して、も
う一度送信してください。

番号が間違っていま
せんか？

番号を確認してください。

ワンタッチやプログ
ラムは、正しく登録
されていますか？

正しく登録されているか
を確認してください。

電話回線の設定は正
しいですか？

［ダイアル方式］を確認し
てください。

電話線の接続は正し
いですか？

電話線の接続を確認し、
外れている場合は、接続
してください。

受信側に原因があり
ませんか？（用紙切
れや電源）

相手先に確認してくださ
い。
トラブル処置



4

Tigris_FAX_J.book  Page 3  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
4.2 受信時のトラブル

うまく受信できない場合は、次の表を参照して処置をしてくだ
さい。処置をしても正常に受信できない場合は、サービス実施
店にお問い合わせください。

• エラーメッセージについ
ては「エラーメッセージ
が表示された」（p. 4-4）
をごらんください。

• 原稿がつまった、用紙が
つまった、画質が悪い、
トナーがなくなったなど
のトラブルについては
「ユーザーズガイド コ
ピー機能編」をごらんく
ださい。

トラブルの内容 原因 処置のしかた

受信した記録紙が
白紙になる

回線状態か、相手先
ファクスに問題があ
りませんか？

本機でコピーをとって確
認してくださいコピーの
画像が鮮明なときは、相
手先にもう一度送信しな
おしてもらってください。

相手先が原稿を裏表
逆にセットしていま
せんか？

相手先に確認してくださ
い。

受信してもプリン
トされない

メモリ受信が設定さ
れていませんか？

文書を指定してプリント
してください。

受信文書の処理がプ
リント指定されてい
ますか？

受信文書の処理をプリン
トに指定してください。

その他の原因 ［ジョブリスト］の［通
信］メニューで通信異常
の内容を確認し、エラー
コードを参照してくださ
い。

自動着信されない 手動受信に設定され
ていませんか？

自動着信に設定してくだ
さい。

メモリがいっぱいに
なっていませんか？

用紙がなくなっていると
きは用紙をセットして、
メモリに蓄積されている
文書をプリントしてくだ
さい。

電話線の接続は正し
いですか？

電話線の接続を確認し、
外れている場合は、接続
してください。

アラーム表示が出て
いませんか？

表示にしたがい、アラー
ムを解除してください。

送信側から F コード

で正しくない SUB 
が送信されていませ
んか？

親展ボックスが設定され
ている場合、正しくない
SUB を受信すると、通信

エラーが発生し、受信で
きない場合があります。
送信側に SUB の設定を確

認してください。

受信した記録紙に
黒いすじが入る

回線状態か、相手先
ファクスに問題があ
りませんか？

本機でコピーをとって本
機の問題でないことを確
認してください。コピー
に黒いすじが入らないと
きは、相手先にもう一度
送信しなおしてもらって
ください。
トラブル処置 4-3



4-4

Tigris_FAX_J.book  Page 4  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
4.3 エラーメッセージが表示された

本機にトラブルが発生するとエラー画面が表示され、次のエ
ラーメッセージが表示されます。次の表を参照して処置をして
ください。

処置をしても正常に通信できない場合は、サービス管理店にお
問い合わせください。

上記以外のメッセージが表示された場合は、メッセージにした
がい処理を行ってください。

原稿がつまった、用紙がつ
まった、画質が悪い、ト
ナーがなくなったなどのト
ラブルについては「ユー
ザーズガイド コピー機能

編」をごらんください。

エラーメッセージ 原因 処置のしかた

原稿サイズが検出で
きません

原稿サイズが検出
できませんでし
た。

原稿サイズを選択してく
ださい。

○○○とは同時設定
できません

同時に設定できな
い機能を選択して
います。

どちらか一方の機能を指
定してください。

メモリ残量不足のた
め、読込み中ジョブ
を消去しました

メモリがいっぱい
です。

プリント待ちなどの文書
がある場合は、メモリ内
の文書をプリントしてく
ださい。

トラブルですサービ
スにトラブルコード
を連絡してください

本機に何らかのト
ラブルが発生しま
した。

画面に表示されているト
ラブルコードをサービス
実施店に連絡してくださ
い。
トラブル処置
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第 5章 仕様
ファクス機能の仕様について説明します。
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5.1 仕様

ファクスに関する主な製品仕様は次のとおりです。製品仕様は
改良のため予告なく変更することがあります。

その他の項目については
「ユーザーズガイド コピー

機能編」をごらんください。

項目 仕様

画像メモリ容量 64 MB

蓄積枚数 約 3,800 枚（A4 w、B/W 5% 以下）

画質：標準
約 3,800 枚（A4 w、B/W 5% 以下）

画質：ファイン
約 1,900 枚（A4 w、B/W 5% 以下）

画質：スーパーファイン

適応回線 加入電話回線（ファクシミリ通信網を含みま
す）PBX 回線

通信規格 G3

伝送速度 2400 / 4800 / 7200 / 9600 / 12000 / 14400 / 
16800 / 19200 / 21600 / 24000 / 26400 / 28800 / 
31200 / 33600 bps

伝送時間 約 2 秒
A4 判 700 文字程度の当社標準原稿を、画質

［標準］で送信した場合の時間です。これは画
像だけの伝送時間で、通信の制御にかかる時間
はふくみません。実際の通信時間は、原稿の内
容や相手側の機種、電話回線の状態などにより
異なります。

符号化方式 MH / MR / MMR / JBIG

最大読取りサイズ 420 × 297 mm（A3 サイズ）

幅：297 mm 長さ：最大 1000 mm

最大記録サイズ 420 × 297 mm（A3 サイズ）

セットされている用紙サイズより長い原稿を受
信した場合は、ページ分割設定にしたがって印
字されます。
仕様
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第 6章 便利な送信
6

通信設定のメニューを使った、便利なファクス送信について説明します。
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6.1 通信メニュー

便利な機能を使ってファクス送信をするときは、通信メニュー
画面を表示し、使いたい機能を設定します。

通信メニューの画面を表示するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

C 設定の分類タブを押します。

D 使いたい機能のキーを押します。

E さらに機能を設定する画面が表示された場合は、機能
を設定し、［OK］を押します。

• 設定したい機能のキーを
押すと、それぞれの機能
専用の画面が表示されま
す。

• 複数の機能を組み合わせ
て設定することができま
すが、併用できない機能
キーは、選択できません。
便利な送信
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通信メニューの機能一覧

読込設定や通信設定の画面には、次の機能が表示されます。

［設定 1］画面

［設定 2］画面

［ファクス］画面
便利な送信 6-3
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［ネットワーク］画面

［応用］画面

［ネットワーク］の項目につ
いては「ユーザーズガイド 
ネットワーク／スキャナ機
能編」をごらんください。
便利な送信
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ひとこと

設定 1 の機能（発信元、結

果レポート、両面送信、回
転送信の指定）は、1 回通

信するごとに元の状態にも
どります。

キー 説明

設定
1

発信元 相手先の記録紙の先端にこちらの名前、宛名、
送信日時、文書番号、ページ番号といった情
報がプリントされます。

結果レポート 送信の結果レポートにして出力することがで
きます。

2in1 2 枚の原稿を読取って 1 枚の原稿として送信

することができます。A4 サイズの原稿を 2 枚

ずつ組み合わせて、1 枚にして送信したいとき

などに利用します。

両面送信 両面原稿を読み込んで送信することができま
す。

回転送信 A4 サイズの原稿であれば原稿のセット方向に

関わらず、A4 サイズの原稿として送信するこ

とができます。

設定
2

優先送信 送信待ちの原稿があるときでも、急ぎの原稿
を優先して送信することができます。

送信時刻 原稿をメモリに読込んでおき、指定した時刻
に送信することができます。深夜の安い料金
で送信したいときなどに利用します。

スタンプ 原稿に読取り済みを示すスタンプを押すこと
ができます。

ファ
クス

クイック送信 原稿を 1 枚ずつ読取りながら送信します。

パスワード送
信

こちらと相手先で登録してある通信パスワー
ドが一致したときだけ送信します。

リモートコ
ピー

指定した部数を相手先でプリント出力されま
す。

応用 掲示板登録 装置の中に設置した掲示板に文書を登録しま
す。

ポーリング送
信

あらかじめメモリに読み込ませておいた原稿
を、相手先の操作で送信します。

リモート取出
し

他のファクスの掲示板に登録されている文書
を取出します。

ポーリング受
信

ポーリング送信やファクシミリ情報サービス
で準備してある原稿をこちらの操作で受信し
ます。
便利な送信 6-5
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6.2 発信元情報を付けて送信する

発信元の指定をすると、受信側の記録紙の先端にこちらの名前、
相手先の名前、送信日時、文書番号、ページ番号といった情報
がプリントされます。

8 件までの発信元を登録しておけるので、社内に送信する場合
は部門名で送信し、社外へ送信する場合は会社名で送信すると
いった使いかたができます。

また、受信側で、誰に宛てた文書なのかを確認しやすくするた
め、受信側の記録紙に宛名をプリントすることもできます。宛
名は、ワンタッチキーに登録されている相手先名がプリントさ
れます。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

C ［設定 1］画面の［発信元］を押します。

D 発信元のプリントの種類を選択し、［発信元選択］を押
します。

発信元のプリントの種類は、設定により、次のように
プリントされます。

［発信元のみ］の設定のとき

こちらの名前や送信日時、文書番号などを原稿に付けて
送信します。

ひとこと

順次同報送信では、宛先ご
との名称を付けて送信しま
す。
便利な送信
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［宛名 / 発信元］の設定のとき

こちらの名前に加え、相手先の名前を原稿に付けて送信
します。

［つけない］の設定のとき

こちらの名前などを付けずに原稿を送信します。

E 発信元名を選び、［OK］を 2 回押します。

F 送信先を指定し、原稿をセットします。

ひとこと

• 宛名は、ワンタッチキー
に登録されている相手先
名を原稿に付けて送信し
ます。そのため、あらか
じめワンタッチキーに相
手先を登録しておく必要
があります。詳しくは、
「ワンタッチを登録する」
（p. 9-3）をごらんくださ

い。
•［宛名 / 発信元］は、フル

ダイヤル、チェーンダイ
ヤルの相手先では指定で
きません。この場合、発
信元名は 20 文字まで付加

されます。
便利な送信 6-7
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G 【スタート】を押します。

発信元情報は、設定により、次のようにプリントされ
ます。

発信元情報が［原稿内］に設定されているとき

発信元情報が［原稿外］に設定されているとき

発信元情報が［付けない］に設定されているとき

• 発信元情報はあらかじめ
登録しておく必要があり
ます。詳しくは、「名前を
登録する（発信元名）」
（p. 10-24）をごらんくだ

さい。
• 発信元情報の付けかたは、
管理者メニューの送信設
定で設定します。詳しく
は、「送信に関する設定を
する（送信設定）」（p. 10-
28）をごらんください。

• 発信元情報の付けかたの
設定は、1 回通信するご

とにもとの状態に戻りま
す。
便利な送信
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6.3 送信結果をレポートで確認する（結果レポート）

送信の結果をレポートにして出力することができます。結果レ
ポートの設定は、装置設定、出力する、出力しない、不達のと
きだけ出力する、の中から選べます。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

C ［設定 1］画面の［結果レポート］を押します。

［装置設定］については、
「レポート出力に関する設定
をする（レポート設定）」
（p. 10-51）をごらんくださ

い。

D 結果レポートの出力のしかたを選び、［OK］を押しま
す。

［装置設定］：あらかじめ設定した方法で結果レポー

トを出力します。

［出力する］：送信するごとに結果レポートを出力し

ます。

［不達のとき］：送信できなかったときにだけ、結果

レポートを出力します。

［出力しない］：送信結果にかかわらず、結果レポー

トを出力しません。

E 送信先を指定し、原稿をセットします。
便利な送信 6-9
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F 【スタート】を押します。

結果レポート
便利な送信
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6.4 2 枚の原稿を 1 枚にまとめて送信する（2in1）

2 枚の原稿を読取って 1 枚の原稿として送信できます。A4 サイ
ズの原稿を 2 枚ずつ組み合わせて、A4 サイズ 1 枚に縮小して送
信したいときなどに利用します。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

C ［設定 1］画面の［2in1］を押します。

［2in1］が反転表示されます。

もう一度押すと、設定を解
除します。

D 送信先を指定し、原稿をセットします。

E 【スタート】を押します。
ひとこと

• 2in1 送信を指定したとき

は、ADF を使用してくだ

さい。原稿ガラスを使っ
ての送信はできません。

• 2in1 送信で送信できる原

稿サイズは、A5 、B5 、
A4 に限ります。

• 2in1 送信と両面送信、ク

イック送信は、同時に指
定できません。
便利な送信 6-11
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6.5 両面原稿を送信する（両面送信）

両面原稿を読み込んで送信できます。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

C ［設定 1］画面の［両面送信］を押します。

D 原稿のとじ代を選びます。

［左とじ］：左とじ原稿として読込みます。

［上とじ］：上とじ原稿として読込みます。

［自動］：原稿の読取り方向により、とじ代を自動的

に設定します。

［機能 OFF］：設定を解除します。

E ［原稿セット方向］を押します。
便利な送信
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F 原稿の置きかたを選び、［OK］を押します。

［自動］：原稿の長辺をとじ代として自動的に設定し

ます。

G 送信先を指定し、原稿をセットします。

H 【スタート】を押します。
ひとこと

• 両面送信した原稿は、相
手先では片面で受信（プ
リント）されます。

• 両面送信と 2in1、スタン

プ、クイック送信は、同
時に指定できません。
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6.6 A4 原稿を横置きで送信する（回転送信）

通常、原稿をセットする際は、本機に向って横長方向にセット
します。

A4 サイズの原稿を本機に向って縦長方向にセットすると A3 サ
イズの原稿として扱われるため、相手先のファクシミリの記録
紙が A4 サイズの場合、縮小して送信されてしまいます。

このような場合でも、回転送信を指定すると A4 サイズの原稿
であれば原稿のセット方向に関わらず、A4 サイズの原稿として
送信することができます。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

もう一度押すと、設定を解
除します。

C ［設定 1］画面の［回転送信］を押します。

［回転送信］が反転表示されます。

D 送信先を指定し、原稿をセットします。

ひとこと

回転送信で送信できる原稿
サイズは、A4 に限ります。

E 【スタート】を押します。
便利な送信
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6.7 他の原稿より先に送信する（優先送信）

送信待ちの原稿があるときでも、急ぎの原稿を優先して送信で
きます。

順次同報などで複数の相手先に送信中に、優先送信に設定して
原稿を読込めば、次の相手先の送信に移る前に、優先送信の文
書を送信することができます。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

もう一度押すと、設定を解
除します。

C ［設定 2］を押し、［優先送信］を押します。

［優先送信］が反転表示されます。

D 送信先を指定し、原稿をセットします。

E 【スタート】を押します。
ひとこと

• 優先送信では、複数の相
手先を指定することがで
きません。

• 優先送信と時刻指定送信、
クイック送信は、同時に
指定することができませ
ん。
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6.8 指定時刻に送信する（送信時刻）

原稿をメモリに読み込んでおき、指定した時刻に送信すること
ができます。大量の原稿を深夜の安い料金で送信したいときな
どに利用します。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

C ［設定 2］を押し、［送信時刻］を押します。

ひとこと

［機能 OFF］を押すと、設

定を解除します。

D 送信したい時刻を入力し、［OK］を押します。

［時］または［分］を押し、テンキーで数字を入力しま
す。

E 送信先を指定し、原稿をセットします。
便利な送信
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F 【スタート】を押します。

原稿がメモリに蓄積され、指定された時刻になると送
信されます。

ひとこと

• 時刻は 24 時間制で指定し

ます。午前 0 時は「00 時

00 分」と入力してくださ

い。
• 現在時刻が正確に登録さ
れていないと、指定した
時刻に送信することがで
きません。

• 送信時刻指定は、最大
200 文書までです。

• 送信時刻指定は、クイッ
ク送信、優先送信と同時
に指定できません。
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6.9 済みスタンプを押す（スタンプ）

原稿に済みスタンプを押す指定をしておくと、原稿が 1 枚ずつ
確実に読取られたかどうかを知ることができます。スタンプが
押されていない原稿があるときは、その原稿を再度送信してく
ださい。

原則

スタンプを使うには、オプションのファクス済みスタンプユニットが
必要です。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

C ［設定 2］を押し、［スタンプ］を押します。

D スタンプの押しかたを指定し、［OK］を押します。

E 送信先を指定し、原稿をセットします。
便利な送信
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F 【スタート】を押します。

原稿がメモリに蓄積され、指定された時刻になると送
信されます。

ひとこと

• スタンプを指定したとき
は、ADF を使用してくだ

さい。原稿ガラスを使用
しているときは、スタン
プは押されません。

• スタンプと両面送信は、
同時に指定できません。

• コピーのときは、スタン
プを指定できません。

• 済みスタンプの設定は、1
回通信するごとにもとの
状態に戻ります。

• 済みスタンプの押しかた
は、ソフトウェア DIPSW
でも指定できます。ソフ
トウェア DIPSW につい

て詳しくは、「機能の状態
を設定する（ソフトウェ
ア DIPSW）」（p. 10-77）
をごらんください。
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6.10原稿を 1 枚ずつ送信する（クイック送信）

クイック送信を指定すると、送信状況に合わせて原稿を 1 枚ず
つ読取ることができます。大量の原稿を送信する場合でも確実
に送信することができます。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

もう一度押すと、設定を解
除します。

C ［ファクス］を押し、［クイック送信］を押します。

［クイック送信］が反転表示されます。

D 送信先を指定し、原稿をセットします。

E 【スタート】を押します。
ひとこと

• クイック送信を指定した
ときは、ADF を使用して

ください。原稿ガラスを
使っての送信はできませ
ん。

• クイック送信は、送信中
や受信中に使用できませ
ん。

• クイック送信では、複数
の相手先を指定すること
ができません。

• クイック送信と 2in1、両

面送信、送信時刻指定、
優先送信は、同時に指定
することができません。
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6.11パスワードを付けて送信する（パスワード送信）

こちらと相手先で登録してある通信パスワードが一致したとき
だけ送信することができます。重要な書類が間違った相手先に
届かないようにしたいときなどに、パスワード送信を利用しま
す。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

もう一度押すと、設定を解
除します。

C ［ファクス］を押し、［パスワード送信］を押します。

［パスワード送信］が反転表示されます。

D 送信先を指定し、原稿をセットします。

E 【スタート】を押します。
ひとこと

受信側のファクス機によっ
てはパスワード送信を受け
付けないことがあります。

• あらかじめ送信側と受信
側で 通信パスワードを登

録しておく必要がありま
す。詳しくは、「通信パス
ワードを登録する」
（p. 10-49）をごらんくだ

さい。
• パスワード受信について
は、「パスワードで受信す
る（パスワード受信）」
（p. 7-2）をごらんくださ

い。
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6.12部数を指定して送信する（リモートコピー）

同じ原稿を 2 部以上送りたいときは、リモートコピー機能を利
用します。こちらで指定した部数が受信側のファクス機でプリ
ントされます。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

C ［ファクス］を押し、［リモートコピー］を押します。

ひとこと

［機能 OFF］を押すと、設

定を解除します。

D プリント部数を入力し、［OK］を押します。

テンキーで数字を入力します。2 ～ 99 部まで指定でき

ます。

E 送信先を指定し、原稿をセットします。
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F 【スタート】を押します。
ひとこと

• リモートコピーの部数は、
最大で 99 部まで指定でき

ます。
• 相手機に F コードによる

リモートコピー機能がな
い場合は、リモートコ
ピーを指定しての送信は
できません（不達になり
ます）。
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6.13 F コードについて

本機は、通信機械工業会が定めた F コード通信に対応していま
す。ここでは、F コードを用いたさまざまな通信機能について
説明します。

F コードとは

ITU-T（国際電気通信連合）の G3 規格で制定された「SUB（サ
ブアドレス）」「SEP（セレクティブポーリング）」「PWD（パス
ワード）」などを使用したファクシミリ通信の機能です。F コー
ド対応機同士で親展通信や掲示板通信が可能です。F コードは、
テンキーの 0 ～ 9、＊、＃で、利用状況に合わせて次のように
指定します。

SUB ： F コードを用いて送信するときに指定します。

SEP ：相手先に用意されている原稿を、こちらから電話

をかけて受信するとき（ポーリング受信）に指定します。

SID/PWD ：通信相手をパスワードで制限するときに指定

します。

F コード親展文書を受信す

るには、あらかじめ親展
ボックスを登録しておく必
要があります。「親展ボック
スを設定する」（p. 9-30）を

ごらんください。

F コード親展通信

F コードを登録することにより、装置内に個別の親展ボックス
が作成されます。個別の親展ボックスに受信した文書を取り出
すには、パスワードが必要なため、他の人に見られたくない文
書でも安全にファクスでやり取りすることができます。

掲示板

F コードを用いた掲示板を開設し、不特定多数の人に文書を公
開することができます。

相手先からは、掲示板ごとに登録された F コードを指定するこ
とにより、掲示板内の文書を自由に取出すことができます。

リモートコピー

送信側で受信側でのプリント枚数を指定して送信することがで
きます。

リモートコピーのしかた

F コード（SUB）を次のように指定します。

• ダイアル入力で F コード

を指定した場合は、1 回

の送信につき 1 件だけ F
コードを指定した送信が
できます。複数の相手先
に一度に送信する（順次
同報送信）ときなどに、
各相手先にそれぞれ F
コードを指定することは
できませんので、ご注意
ください。

• ワンタッチダイアルにあ
らかじめ F コードを登録

している場合は、各相手
先に F コード通信をする

ことができます。

• 掲示板の開設については、
「掲示板を設定する」
（p. 9-26）をごらんくださ

い。
• 掲示板への登録について
は、「掲示板に文書を登録
する」（p. 6-28）をごらん

ください。
• 掲示板に登録されている
文書の取出しについては、
「掲示板の文書を取出す
（リモート取出し）」（p. 7-
3）をごらんください。

＊ 02 ＊ 05

受信側でのプリント枚数を指定します。

機能コード：リモートコピーは「02」と指定します。
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F コード設定時のご注意

本機は F コードを受信すると、まず掲示板（1 ～ 10）の F コー
ドを検索し、該当する F コードがない場合は、続けて親展ボッ
クス（1 ～ 10）の検索を行います。

F コードを設定する際は、親展ボックスや掲示板などの機能別
に分類するなどの番号管理を行うことをおすすめします。
便利な送信 6-25



6-26

Tigris_FAX_J.book  Page 26  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
6.14親展ボックスを使う（親展送信）

親展通信とは、特定の人との間で送受信したい原稿を、親展
ボックスを使って通信する機能です。相手機の親展ボックス宛
に原稿を送ることを親展送信、自局の親展ボックスに原稿を受
信することを親展受信と呼びます。

F コード親展送信は、送信先を指定するときに「F コード
（SUB）」を指定します。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます

ひとこと

ソフトウェア DIPSW でダ

イアル入力による指定が制
限されている場合、ダイア
ル入力して送信できません。
ソフトウェア DIPSW につ

いて詳しくは、「機能の状態
を設定する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）をご

らんください。

B ［ダイアル入力］で［F コード］を押します。

C ［F コード（SUB）］を押します。
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D 送信先の「F コード（SUB）」を入力し、［OK］を押し
ます。

テンキーで数字を入力します。

E ［OK］を押します。

F コード親展文書の取出しかた

［ジョブリスト］を押して、［文書］確認画面で［親展］を押し、
文書を取出します。

• ダイアル入力で F コード

を指定したときは、1 回

の送信につき 1 件だけ F
コードを指定した送信が
できます。複数の相手先
に一度に送信する（順次
同報送信）ときなどに、
各相手先にそれぞれ F
コードを指定することは
できません。

• ワンタッチキーにあらか
じめ F コードを登録して

いる場合は、各相手先に
F コード通信をすること

ができます。
• F コードパスワードが必

要なときは、F コードパ

スワード（SID/PWD）を

指定します。
• 親展送信をするためには、
相手機に親展ボックスや
パスワードが設定されて
いる必要があります。

• 親展送信 / 親展受信は、

相手機が F コード機能を

もつ機種の場合にだけ使
用できます。

• F コード親展文書を受信

するには、あらかじめ親
展ボックスを登録してお
く必要があります。「親展
ボックスを設定する」
（p. 9-30）をごらんくださ

い。設定した内容は、親
展送信する相手に知らせ
てください。

• 親展受信については、「親
展ボックスを使う（親展
送信）」（p. 6-26）をごら

んください。
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6.15掲示板に文書を登録する

本機の中にテーマを決めた仮想の箱を設置し、不特定多数の人
に文書を公開することができます。パスワードを知っている人
であれば、他のファクスから本機の掲示板に文書を登録するこ
ともできます。

掲示板に文書を登録する

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

B ［通信メニュー］を押します。

C ［応用］を押し、［掲示板登録］を押します。

D 文書を登録する掲示板の番号を押します。
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E 画質を指定し、［次へ］を押します。

F 濃度を指定し、［次へ］を押します。

G 倍率と原稿サイズを指定し、［次へ］を押します。
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H 送信機能を指定します。

I 【スタート】を押します。

原稿が読み込まれ、確認画面が表示されます。

• 掲示板は最大 10 個まで開

設できます。
• 1 個の掲示板につき 1 文

書が登録できます。すで
に文書が登録されている
掲示板に文書を登録する
と、古い文書が削除され
新しく登録された文書に
置き換えられます。

• 掲示板に文書を登録する
には、あらかじめ掲示板
を開設し、F コードと F
コードパスワードを登録
しておく必要があります。
詳しくは、「掲示板を設定
する」（p. 9-26）をごらん

ください。
• 掲示板の文書の取出しか
たは、「掲示板の文書を取
出す（リモート取出し）」
（p. 7-3）をごらんくださ

い。
• 登録した文書を削除する
場合は、「通信結果を確認
する（ジョブリスト）」
（p. 2-33）をごらんくださ

い。
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他のファクスから掲示板に文書を登録する

A 原稿をセットします。

B 画質、濃度などの送信機能を設定します。

C 文書を登録する掲示板の F コードを「SUB」として入
力します。

D 文書を登録する掲示板のパスワード（F コードパスワー
ド）を「SID/PWD」として入力します。

E 電話番号をダイアルします。

F 通信ボタン（スタートボタン）を押します。

掲示板に文書が登録されます。

• 指定した掲示板に、すで
に登録された文書がある
場合は、送信した文書に
置換わります。

• F コード機能が使えない

ファクスからは、文書を
登録できません。ファク
スの操作方法については、
お使いになるファクスの
取扱説明書をごらんくだ
さい。

• 他のファクスから掲示板
に文書を登録する際は、
掲示板番号ごとに登録さ
れている F コードと F
コードパスワードを指定
します。F コードと F
コードパスワードが一致
しないと、掲示板に文書
を登録できません。
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6.16ファクシミリ通信網を使う

ファクシミリ通信網は、NTT コミュニケーションズが提供する
ファクシミリ専用の通信サービスです。ファクシミリ通信網に
加入すると、通信をより経済的かつ効率的にするさまざまな
サービスをご利用になれます。

ファクシミリ通信網サービスの詳細については、NTT コミュニ
ケーションズにお問い合わせください。

ファクシミリ通信網を利用するには

以下の手順で手続きをしてください。

A NTT コミュニケーションズに利用申し込みをします。

B サービス種別を「G3 サービス」と指定し、利用する
サービスなどを指定します。

〔例〕

受信方式：鳴動受信（ベルが鳴って受信）

無鳴動受信（ベルが鳴らずに受信）

短縮ダイアル宛先数：40ヶ所／ 100ヶ所（有料）

閉域接続について：実施する／実施しない（無料）

ファクシミリボックス：利用する／しない（有料）

など。

C 電話局より開通日の連絡があります。

D 契約料・工事費用の請求があります。（電話代請求に含
まれます。）

E 利用を開始します。

F ネットを利用するには、

NTT コミュニケーションズ

との契約とソフトスイッチ
の設定が必要です。ソフト
スイッチの操作については、
「機能の状態を設定する（ソ
フトウェア DIPSW）」

（p. 10-77）をごらんくださ

い。
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6.17コンピュータからファクスする（ダイレクトファクス）

パソコンで作成した文書をプリントすることなく、パソコンか
ら電話（ファクス）番号を指定するだけで、相手先のファクス
に送信することができます。また、ファクス送信の結果をコン
ピュータで確認することができます。

ダイレクトファクス送信は、添付のユーティリティ「信乃助
Fax 通信（EX Lite 版）」を使用します。

ダイレクトファクス送信を利用するには、以下の準備が必要で
す。

ネットワークの設定を行い、パソコンと本機を接続する

必要があります。

ネットワーク設定の「自装置ドメイン」を設定しておく

必要があります。

スキャナ送受信設定の「ゲートウェイ送信」を「許可」

に設定しておく必要があります。

ダイレクトファクス時に必要な設定項目

◎：必須項目 ○：有効となる項目 
△：環境によって設定が必要な項目

LAN

FAX

STEP1

STEP2

STEP3

• パソコンと本機のネット
ワーク接続については、
「ユーザーズガイド ネッ

トワーク／スキャナ機能
編」をごらんください。

•「自装置ドメイン」につい
ては、「自装置ドメインを
設定する」（p. 10-73）を

ごらんください。
•「ゲートウェイ送信」につ
いては、「ゲートウェイ送
信を設定する」（p. 10-75）
をごらんください。

DHCP △ DHCP サーバから自動的に IP アドレ

スを取得する場合に設定。

IP アドレス ◎ 本機のネットワーク設定。

サブネットマスク ◎

ゲートウェイ ◎

自装置ドメイン ○ 本機のドメイン名を設定。メール
サーバを経由して、ダイレクトファ
クス送信を行う場合に設可能。

ネットワークボード
設定

△ ネットワークボード（LAN ボード）

の通信速度を設定

ゲートウェイ送信 ◎ ダイレクトファクス送信機能を使用
する場合は「許可」、使用しない場合
は「禁止」を設定。
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メールサーバを経由する場合について

メールサーバを経由してダイレクトファクス送信をする場合は、
本機を電子メールサーバとして DNS サーバに設定する必要があ
ります。

設定例

例のように設定すると「name.xyz.co.jp」をドメインとする電
子メールが本機へ配送されます。

ユーティリティ（信乃助）について

あらかじめコンピュータに、「信乃助 EX Lite 版」をインス

トールしてください。

信乃助 Fax 通信の［初期設定］－［送信設定］で表示され

る項目には、装置本体の次の項目と同じものを設定して
ください。

相手先は、電話（ファクス）番号または電子メールアド

レスで指定します。

ひとこと

メールサーバを経由せず、
ダイレクトファクス送信の
場合は、本機の IP アドレス

のみ設定してごらんくださ
い。

電子メールのドメイン名 xyz.co.jp

本機の IP アドレス 192.168.100.200

本機の自装置ドメイン名 name.xyz.co.jp

「xyz.co.jp」の DNS サーバの
設定

name.xyz.co.jp
MX 192.168.100.200

信乃助の初期設定－アドレス
設定の項目

装置本体のネットワーク設定
の項目

FAX 機のドメイン 自装置ドメイン名

FAX 機の IP アドレス IP アドレス

「信乃助 Fax 通信（EX Lite
版）」の操作方法について
は、「信乃助 Ex Lite 版 ユー

ザーズマニュアル」をごら
んください。
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第 7章 便利な受信
7

通信設定のメニューを使った、便利なファクス受信について説明します。
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7.1 パスワードで受信する（パスワード受信）

こちらと相手先で登録してある通信パスワードが一致したとき
だけ受信することができます。ダイレクトメールの受信禁止な
どに使えます。

ひとこと

送信側は、こちらと同じ通
信パスワードを登録した機
種に限られます。送信側の
機種によっては、通信でき
ない場合があります。

• あらかじめ送信側と受信
側で 通信パスワードを登

録しておく必要がありま
す。詳しくは、「通信パス
ワードを登録する」
（p. 10-49）をごらんくだ

さい。
• パスワード送信について
は、「パスワードを付けて
送信する（パスワード送
信）」（p. 6-21）をごらん

ください。
• パスワード受信をする・
しないの設定は、ソフト
スイッチで指定します。
詳しくは、「機能の状態を
設定する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
便利な受信
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7.2 掲示板の文書を取出す（リモート取出し）

他のファクスの掲示板に登録されている文書を取出すことがで
きます。

AAAA ［ファクス / スキャン］を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB ［通信メニュー］を押します。

CCCC ［応用］を押し、［リモート取出し］を押します。

ひとこと

• ワンタッチダイアルで指
定するときはあらかじめ
F コードを登録しておい

てください。
• ソフトウェア DIPSW で

ダイアル入力による指定
が制限されている場合、
ダイアル入力して送信で
きません。ソフトウェア
DIPSW について詳しくは

「機能の状態を設定する
（ソフトウェア DIPSW）」

（p. 10-77）をごらんくだ

さい。

DDDD 相手先の指定方法を選びます。

EEEE 送信先の番号を指定します。

ワンタッチの場合は、送信先のワンタッチキーを押

します。手順 11 に進みます。

ダイアル入力の場合は、送信先の番号を入力しま

す。手順 6 に進みます。

• 掲示板の指定は、F コー

ドで行います。あらかじ
め掲示板番号ごとに登録
されている F コードを、

相手先に確認してくださ
い。

• 相手先が掲示板の閲覧を
パスワードで制限してい
るときは、F コードパス

ワードも確認しておく必
要があります。
便利な受信 7-3
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FFFF ［ダイアル入力］で［F コード］を押します。

GGGG ［F コード（SEP）］を押します。

ひとこと

F コードパスワードを入力

するときは、同様に［F
コードパスワード（SID/
PWD）］を押し、F コード

パスワードを入力してくだ
さい。

HHHH 送信先の「F コード（SEP）」を入力し、［OK］を押し
ます。

テンキーで数字を入力します。

IIII ［OK］を押します。

JJJJ テンキーで、送信先の電話番号を入力します。

KKKK ［次へ］を押します。
便利な受信
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LLLL 受信したい時刻を入力します。

［時］または［分］を押し、テンキーで数字を入力しま
す。

MMMM 【スタート】を押します。

確認画面が表示され指定時刻に受信が開始されます。
• 掲示板への文書登録のし
かたは、「掲示板に文書を
登録する」（p. 6-28）をご

らんください。
• 本機の掲示板に登録され
ている文書を取り出すと
きは、操作方法が異なり
ます。詳しくは、「通信結
果を確認する（ジョブリ
スト）」（p. 2-33）をごら

んください。
便利な受信 7-5
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7.3 親展ボックスを使う（親展受信）

親展ボックスに保存されている文書を取出します。

AAAA ［ジョブリスト］を押します。

ジョブリスト画面が表示されます。

BBBB ［文書］を押します。

CCCC ［親展］を押します。

ひとこと

親展ボックスにパスワード
が設定されている場合は、
親展ボックスのキーを押す
と、パスワード入力画面が
表示されます。

DDDD 目的の親展ボックスのキーを押します。

親展文書を受信するには、
あらかじめ親展ボックスを
登録しておく必要がありま
す。「親展ボックスを設定す
る」（p. 9-30）をごらんくだ

さい。設定した内容は、親
展送信する相手に知らせて
ください。
便利な受信
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EEEE ［プリント］を押します。

文書がプリントされます。

ひとこと

［消去］を押すと、文書をプ
リントせずに削除します。
便利な受信 7-7
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第 8章 ポーリング
8

ポーリング送信、ポーリング受信について説明します。

8.1 ポーリング原稿を準備する（ポーリング送信）............................................... 8-2

8.2 受信側からの指示で送信させる（ポーリング受信）........................................ 8-4
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8.1 ポーリング原稿を準備する（ポーリング送信）

ポーリング送信とは、受信側からのポーリング指示で原稿を送
信するために、あらかじめ本機のメモリに原稿を蓄積しておく
機能です。

ポーリング送信を指示した原稿は、ポーリング送信ボックスに
蓄えられ、受信側からのポーリング指示で送信が開始されます。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB ［通信メニュー］を押します。

CCCC ［応用］を押し、［ポーリング送信］を押します。

DDDD 画質を指定し、［次へ］を押します。
ポーリング
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EEEE 濃度を指定し、［次へ］を押します。

FFFF 倍率と原稿サイズを指定し、［次へ］を押します。

GGGG 送信機能を指定します。

HHHH 【スタート】を押します。

原稿が読み込まれ、確認画面が表示されます。

• メモリに入っている原稿
は、送信後に削除されま
す。

• メモリがいっぱいのとき
は、ポーリング送信でき
ません。

• ポーリング送信では、通
信料金が相手先の負担と
なります。

• ポーリング送信は、1 文

書のみ指定できます。す
でにポーリング送信が指
定された文書があるとき
は、指定できません。

• ポーリング送信の指定は、
1 回送信するごとに解除

されます。
ポーリング 8-3
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8.2 受信側からの指示で送信させる（ポーリング受信）

ポーリング受信とは、送信側にセットされている原稿や、ポー
リング送信予約された原稿を受信側からの指示で送信させる機
能です。

ファクシミリ情報サービスで準備してある原稿をこちらの操作
で受信することができます。ポーリング受信では、受信する時
刻を指定できます。大量の原稿をポーリング受信するときや、
遠くの地域からポーリング受信するときなどに、低料金の深夜
の時間帯を指定すると料金を節約できます。

AAAA 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス画面を表示し
ます。

BBBB ［通信メニュー］を押します。

CCCC ［応用］を押し、［ポーリング受信］を押します。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW でダ

イアル入力による指定が制
限されている場合、ダイア
ル入力して送信できません。
ソフトウェア DIPSW につ

いて詳しくは、「機能の状態
を設定する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）をご

らんください。

DDDD 相手先の指定方法を選びます。

EEEE 送信先の番号を指定します。

ワンタッチの場合は、送信先のワンタッチキーを押

します。

ダイアル入力の場合は、送信先の番号を入力しま

す。
ポーリング
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FFFF ［次へ］を押します。

GGGG 受信したい時刻を入力します。

［時］または［分］を押し、テンキーで数字を入力しま
す。

ひとこと

通信料金は受信側の負担と
なります。

HHHH 【スタート】を押します。

確認画面が表示され指定時刻に受信が開始されます。
ポーリング 8-5
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第 9章 登録／設定する
9

ワンタッチやプログラムなどの登録方法を説明しています。

9.1 ファクス登録画面を表示する .......................................................................... 9-2

9.2 ワンタッチを登録する ..................................................................................... 9-3

9.3 ワンタッチキーのインデックスを登録する .................................................. 9-14

9.4 プログラムキーを登録する............................................................................ 9-17

9.5 掲示板を設定する .......................................................................................... 9-26

9.6 親展ボックスを設定する ............................................................................... 9-30
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9.1 ファクス登録画面を表示する

ファクス登録の画面を表示する場合は、次の手順で操作します。

AAAA 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

BBBB ［ユーザ設定］を押します。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で

「ファクス登録」が管理者開
放に設定されている場合は、
［ファクス登録］はユーザー
設定画面に表示されません。
この場合、管理者保守での
み登録・変更・削除ができ
ます。ソフトウェア DIPSW
について詳しくは「機能の
状態を設定する（ソフト
ウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。

CCCC ［ファクス登録］を押します。

ファクス登録画面が表示されます。

【設定メニュー / カウンタ】

を押して登録、設定を行っ
た場合は、待機画面（最初
の画面）に戻ったあとに必
ず操作パネルの【リセット】
を押してください。
登録／設定する
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9.2 ワンタッチを登録する

ワンタッチキーに送信先を登録しておくと、ファクス番号を入
力する手間が省け、便利です。

ワンタッチキーにファクス番号を登録する

AAAA 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

BBBB ［ユーザ設定］を押します。

CCCC ［ファクス登録］を押します。

DDDD ［ワンタッチ］を押します。

【設定メニュー / カウンタ】

を押して登録、設定を行っ
た場合は、待機画面（最初
の画面）に戻ったあとに必
ず操作パネルの【リセット】
を押してください。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で

「ファクス登録」が管理者開
放に設定されている場合は、
［ファクス登録］はユーザー
設定画面に表示されません。
この場合、管理者保守での
み登録・変更・削除ができ
ます。ソフトウェア DIPSW
について詳しくは「機能の
状態を設定する（ソフト
ウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。

• ワンタッチ画面は 36 画面

あり、送信先は 540 件ま

で登録できます（1 画面

に 15 件が 36 画面）。

• 送信先を登録する際に、
インデックスで送信先を
分類しておくと検索する
ときに便利です。詳しく
は、「ワンタッチキーのイ
ンデックスを登録する」
（p. 9-14）をごらんくださ

い。
• 登録内容を変更したり、
削除したり、ワンタッチ
キーのコピーをすること
もできます。
登録／設定する 9-3
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EEEE 登録したいワンタッチキーを押します。

表示名を入力する画面が表示されます。

FFFF ワンタッチキーに表示する送信先名を入力して［次へ］
を押します。

全角 6 文字（半角 12 文字）まで入力できます。

ひとこと

読み仮名は、自動的に入力
されます。必要に応じ、修
正してください。

GGGG 送信先の読み仮名を入力して［次へ］を押します。

ひとこと

インデックスの第 1 画面が、

自動的に表示されます。イ
ンデックスのタブ、［←］
［→］または［インデックス
一覧］を押して、目的のワ
ンタッチキーを探してくだ
さい。
登録／設定する
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HHHH 通信モードを選び、［次へ］を押します。

［G3-1］：ポート 1 を利用して送信するときに押しま

す。

［G3-2］：ポート 2 を利用して送信するときに押しま

す。

この画面は、オプションの
回線拡張キットが装着され
ているときに表示されます。
表示されない場合は次の手
順へ進んでください。
登録／設定する 9-5
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IIII テンキーで、送信先の電話番号を入力し、［次へ］を押
します。

電話番号は 64 桁まで入力できます。

［ポーズ］を押すと、約 3 秒間の空き時間を入力でき

ます。画面には［P］と表示されます。

［トーン］を押すと、以降の発信をプッシュトーン

にします。画面には［T］と表示されます。

［S］：相手機確認送信をしたいときに、［S］を押し

特殊文字「S」を入力します。

［海外］を押すと、海外向けの送信にします。

海外へのファクス送信は、場所によっては電話回線
の環境が悪く通信エラーになる場合があります。こ
のようなときは、［海外］を押すと、送信スピード
を通常より遅くなり届きやすくなります。

•［トーン］は、ダイアル
（パルス）回線を使用して
いる場合に、プッシュ
トーンを送出するために
押します。

• 内線から外線に発信する
ときは、より確実にダイ
アルするために、「0」な

どの外線番号のあとに
［ポーズ］を押します。

• 国際電話番号（001、
0061、0041）のあとに、

続けて国番号とファクス
番号を入力すると、ダイ
アルの途中で話中となり
送信できないことがあり
ます。このようなときは、
国際電話番号を入力した
あとに［ポーズ］を 2 回

押して、約 6 秒の空白時

間をおいてから残りの電
話番号を入力してくださ
い。それでも送信できな
い場合は、クイック送信
を行ってください。

• F コードを登録するとき

は［F コード］を押しま

す。詳しくは、「F コード

を登録するとき」（p. 9-7）
をごらんください。

• 通信速度を設定するとき
は、［速度］を押します。
詳しくは、「通信速度を設
定するとき」（p. 9-9）を

ごらんください。
• 相手機確認送信について
詳しくは、「相手先を確認
してから送信する」（p. 2-
26）をごらんください。
登録／設定する
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JJJJ 登録内容を確認し、［OK］を押します。

修正するときは修正する項目を選び、登録しなおして
ください。

KKKK 待機画面（最初の画面）にもどるまで［OK］を押しま
す。

F コードを登録するとき

詳しくは、「ワンタッチキー
にファクス番号を登録する」
（p. 9-3）をごらんください。

AAAA 登録操作の手順1～8と同様に番号入力画面まで進みま
す。

BBBB テンキーで、送信先の電話番号を入力し、［F コード］
を押します。

ひとこと

画面上に表示される＃で始
まる 3 桁の数字はワンタッ

チ番号です。ワンタッチ
キーには、それぞれワン
タッチ番号が設定されてい
ます。ワンタッチキーを押
す代わりに、【＃】とワン
タッチ番号（000 ～ 539）
を入力して送信先を指定す
ることもできます。

［ワンタッチ］メニューを選
び、［サブ相手先登録］を押
すと、相手先自動切換えの
送信先を登録できます。詳
しくは、「サブ相手先を登録
／削除する」（p. 9-12）をご

らんください。
登録／設定する 9-7
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CCCC ［F コード（SUB）］［F コード（SEP）］［F コードパス
ワード（SID/PWD）］の中から登録する項目のキーを
押します。

DDDD テンキーで F コードを入力して、［OK］を押します。

EEEE ［OK］を押します。

FFFF ［次へ］を押します。

GGGG 登録内容を確認し、［OK］を押します。

修正するときは修正する項目を選び、登録しなおしま
す。

詳しくは、「F コードについ

て」（p. 6-24）をごらんくだ

さい。
登録／設定する
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HHHH 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

通信速度を設定するとき

詳しくは、「ワンタッチキー
にファクス番号を登録する」
（p. 9-3）をごらんください。

AAAA 登録操作の手順1～8と同様に番号入力画面まで進みま
す。

BBBB テンキーで、送信先の電話番号を入力し、［速度］を押
します。

CCCC を押して、通信速度を選び、［OK］を押しま
す。

DDDD ［次へ］を押す。

EEEE 登録内容を確認し、［OK］を押します。

修正するときは修正する項目を選び、登録しなおしま
す。

FFFF 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
登録／設定する 9-9
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ワンタッチを変更する／削除する

詳しくは、「ワンタッチキー
にファクス番号を登録する」
（p. 9-3）をごらんください。

AAAA 登録操作の手順1～4と同様にワンタッチ選択画面まで
進みます。

BBBB 変更したいワンタッチキーを押します。

登録内容の確認画面が表示されます。

CCCC 変更する項目のキーを押し、登録内容を変更します。

ワンタッチを削除するときは［削除］を押します。

DDDD 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
登録／設定する
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ワンタッチキーをコピーする

詳しくは、「ワンタッチキー
にファクス番号を登録する」
（p. 9-3）をごらんください。

AAAA 登録操作の手順1～4と同様にワンタッチ選択画面まで
進みます。

BBBB コピー元のワンタッチキーを押します。

登録内容の確認画面が表示されます。

CCCC ［ワンタッチ］を押します。

DDDD ［ワンタッチのコピー］を押します。
登録／設定する 9-11
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EEEE コピー先のワンタッチキーを押します。

ワンタッチの登録内容がコピーされます。

FFFF 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

サブ相手先を登録／削除する

ワンタッチにはメインの相手先のほか、メインの相手先が不通
のときに送信するサブ相手先を登録できます。

AAAA 登録操作の手順1～ 4 と同様にワンタッチ選択画面まで
進みます。BBBB サブ相手先を登録するワンタッチを押します。

CCCC ［ワンタッチ］を押し、［サブ相手先登録］を押します。

ひとこと

すでに登録したサブ相手先
がある場合は、［メイン / サ
ブ相手先入替え］でメイン
の相手先と入替えることが
できます。
登録／設定する
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DDDD サブ相手先の情報を入力し、［OK］を押します。

すでにサブ相手先が設定されている場合は、表示さ

れた内容を確認し、［設定変更］または［削除］を
押します。

削除する場合は、削除確認のメッセージが表示され

ます。［はい］を押します。

EEEE 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
登録／設定する 9-13
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9.3 ワンタッチキーのインデックスを登録する

インデックスキーを使って「支社」、「顧客」や「関東」、「東北」
というようにワンタッチキーを分類しておくと、目的のワン
タッチキーが探しやすくなります。

インデックスを登録する

AAAA 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

BBBB ［ユーザ設定］を押します。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で

「ファクス登録」が管理者開
放に設定されている場合は、
［ファクス登録］はユーザー
設定画面に表示されません。
この場合、管理者保守での
み登録・変更・削除ができ
ます。ソフトウェア DIPSW
について詳しくは、「機能の
状態を設定する（ソフト
ウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。

CCCC ［ファクス登録］を押します。

DDDD ［インデックス］を押します。

EEEE 登録したいインデックスキーを押します。

表示名を入力する画面が表示されます。

インデックスキーは 36 個

あり、1 つのインデックス

キーにワンタッチを 15 件

まで登録できます。

【設定メニュー / カウンタ】

を押して登録、設定を行っ
た場合は、待機画面（最初
の画面）に戻ったあとに必
ず操作パネルの【リセット】
を押してください。
登録／設定する
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FFFF インデックスに表示する名称を入力して［OK］を押し
ます。

全角 4 文字（半角 8 文字）まで入力できます。

GGGG 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

インデックスを変更する／削除する

詳しくは、「インデックスを
登録する」（p. 9-14）をごら

んください。

AAAA 登録操作の手順1～4と同様にインデックス選択画面ま
で進みます。

BBBB 変更したいインデックスキーを押します。

表示名を入力する画面が表示されます。
登録／設定する 9-15
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CCCC 登録名を変更します。

インデックスを削除するときは名称を空白にします。

DDDD 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
登録／設定する
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9.4 プログラムキーを登録する

送信先情報とともに、通信時に使える機能を登録（プログラム）
しておくと、そのキーを押すだけで同じ通信条件で送信や受信
をすることができます。毎日決まった時刻に決まった送受信を
することが多い場合などにお使いください。

プログラムキーには、以下の 3 つの分類があります。

送信プログラム：ワンタッチの送信先、画質、濃度、倍

率、原稿サイズ設定、クイック送信、優先送信、送信時
刻、発信元、宛名差込、結果レポート、リモートコピー、
パスワード送信、2in1 送信、両面送信、回転送信、スタ

ンプなどをプログラムして登録できます。

ポストプログラム：複数の原稿を指定した時刻にまとめ

て送信するプログラムを登録できます。

ポーリング受信プログラム：ポーリング受信する時刻を

登録できます。

送信プログラムを登録する

AAAA 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

BBBB ［ユーザ設定］を押します。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で

「ファクス登録」が管理者開
放に設定されている場合は、
［ファクス登録］はユーザー
設定画面に表示されません。
この場合、管理者保守での
み登録・変更・削除ができ
ます。ソフトウェア DIPSW
について詳しくは、「機能の
状態を設定する（ソフト
ウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。

CCCC ［ファクス登録］を押します。

DDDD ［ファクスプログラム］を押します。

• ファクスプログラムキー
は、最大 30 個まで登録で

きます。ただし、ファク
スプログラムキーとワン
タッチキーの合計が 540
個を超えることはできま
せん。

• 送信先はワンタッチキー
で指定します。あらかじ
めワンタッチに登録して
ください。

【設定メニュー / カウンタ】

を押して登録、設定を行っ
た場合は、待機画面（最初
の画面）に戻ったあとに必
ず操作パネルの【リセット】
を押してください。
登録／設定する 9-17
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EEEE 登録したいワンタッチキーを押します。

表示名を入力する画面が表示されます。

FFFF プログラムキーに表示する名称を入力して［次へ］を
押します。

全角 6 文字（半角 12 文字）まで入力できます。

ひとこと

読み仮名は、自動的に入力
されます。必要に応じ、修
正してください。

GGGG 読み仮名を入力して［次へ］を押します。
登録／設定する
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HHHH ［送信］を選び［次へ］を押します。

IIII 送信先を指定します。

［ワンタッチ］または［検索］で目的のワンタッチキー
を探し、送信先を指定してから［OK］を押します。

JJJJ ［次へ］を押します。

KKKK ［送信オプション］を押します。

ひとこと

• 順次同報送信を登録する
ときは、送信先をすべて
指定してください。送信
先は、300 件まで登録で

きます。
• 送信先を登録しないとき
は、［相手先なし］を押し
てください。
登録／設定する 9-19
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LLLL 登録する機能を指定する。すべての機能を指定したら、
［OK］を押します。

MMMM 登録内容を確認し、［OK］を押します。

修正するときは修正する項目を選び、登録しなおしま
す。

NNNN 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

ポストプログラムを登録する

詳しくは、「送信プログラム
を登録する」（p. 9-17）をご

らんください。

AAAA 送信プログラム登録操作の手順1～7と同様にプログラ
ム選択画面まで進みます。

必要に応じて［画質］や
［メニュー 1］、［メニュー

2］で機能を設定します。

［画質］の設定については、
「送信条件を設定する」
（p. 2-9） を、［メニュー 1］、
［メニュー 2］の設定につい

ては、「第 6 章 便利な送信」

（p. 6-1）をごらんください。
登録／設定する
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BBBB ［ポスト］を選び［次へ］を押します。

CCCC 送信先を指定します。

［ワンタッチ］または［検索］で目的のワンタッチキー
を探し、送信先を指定してから［OK］を押します。

DDDD ［次へ］を押します。

EEEE 送信時間と間隔を設定します。

入力項目のキーを押し、テンキーで数字を入力します。

FFFF ［次へ］を押します。
登録／設定する 9-21
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GGGG ［送信オプション］を押します。

必要に応じて［画質］や
［メニュー 1］で機能を設定

します。［画質］の設定につ
いては、「送信条件を設定す
る」（p. 2-9） を、［メニュー

1］の設定については、「第

6 章 便利な送信」（p. 6-1）
をごらんください。

HHHH 登録する機能を指定する。すべての機能を指定したら、
［OK］を押します。

IIII 登録内容を確認し、［OK］を押します。

修正するときは修正する項目を選び、登録しなおしま
す。

JJJJ 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
登録／設定する



9.4 プログラムキーを登録する

9

Tigris_FAX_J.book  Page 23  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
ポーリング受信プログラムを登録する

詳しくは、「送信プログラム
を登録する」（p. 9-17）をご

らんください。

AAAA 送信プログラム登録操作の手順1～7と同様にプログラ
ム選択画面まで進みます。

BBBB ［ポーリング受信］を選び［次へ］を押します。

CCCC 送信先を指定します。

［ワンタッチ］または［検索］で目的のワンタッチキー
を探し、送信先を指定してから［OK］を押します。

DDDD ［次へ］を押します。
登録／設定する 9-23
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EEEE ［時刻指定］を押します。

FFFF 送信時間と間隔を設定します。

入力項目のキーを押し、テンキーで数字を入力します。

GGGG ［OK］を押します。

HHHH 登録内容を確認し、［OK］を押します。

修正するときは修正する項目を選び、登録しなおしま
す。

IIII 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
登録／設定する
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プログラムを変更する／削除する

詳しくは、「送信プログラム
を登録する」（p. 9-17）をご

らんください。

AAAA 送信プログラム登録操作の手順1～4と同様にワンタッ
チキー選択画面まで進みます。

BBBB 変更したいワンタッチキーを押します。

登録内容の確認画面が表示されます。

プログラム種別を変更する
と、登録内容が全てクリア
されます。

CCCC 変更する項目のキーを押し、登録内容を変更します。

ワンタッチを削除するときは［削除］を押します。

DDDD 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
登録／設定する 9-25
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9.5 掲示板を設定する

掲示板に文書を登録するには、あらかじめ掲示板を設定してお
く必要があります。ここでは、掲示板の開設のしかたを説明し
ます。

AAAA 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

BBBB ［ユーザ設定］を押します。

CCCC ［ファクス登録］を押します。

DDDD ［掲示板］を押します。

EEEE 登録したい掲示板の番号を押します。

【設定メニュー / カウンタ】

を押して登録、設定を行っ
た場合は、待機画面（最初
の画面）に戻ったあとに必
ず操作パネルの【リセット】
を押してください。

掲示板にはそれぞれ F コー

ドを設定します。掲示板に
パスワードを設定するとき
は、F コードパスワードも

設定します。詳しくは、「F
コードについて」（p. 6-24）
をごらんください。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で

「ファクス登録」が管理者開
放に設定されている場合は、
［ファクス登録］はユーザー
設定画面に表示されません。
この場合、管理者保守での
み登録・変更・削除ができ
ます。ソフトウェア DIPSW
について詳しくは、「機能の
状態を設定する（ソフト
ウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。
登録／設定する
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FFFF ［タイトル］を押します。

GGGG タイトルを入力して［OK］を押します。

全角 8 文字（半角 16 文字）まで入力できます。

HHHH ［F コード］を押します。

IIII F コードを入力し、［OK］を押します。

掲示板機能を使うための F コードを登録します。
登録／設定する 9-27
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使用できる文字は 0 ～ 9、＃、＊で、最大 20 桁まで登

録できます。

JJJJ 必要に応じて［F コードパスワード］を押してパスワー
ドを入力します。

KKKK ［リモート入力チェック］を押します。

LLLL リモート入力チェックを［する］または［しない］を
選び、［OK］を押します。

MMMM ［リモート出力チェック］を押します。

ほかの掲示板や親展ボック
スの F コードが重複しない

ように設定してください。

• パスワードは、掲示板の
閲覧を制限するときに入
力します。閲覧の制限は、
［リモート入力チェック］
［リモート出力チェック］
で設定します。

• パスワードは、掲示板の
番号ごとに登録します。

• 使用できる文字は 0 ～ 9、
＃、＊で、最大 20 桁まで

登録できます。入力した
パスワードは「＊」（アス
タリスク）で表示されま
す。

• 他のファクス機からの操
作で本機の掲示板に文書
を登録するときに、パス
ワードによる規制をする
かしないかを設定します。

•「する」に設定した場合は
F コードパスワードを入

力してください。
登録／設定する
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NNNN リモート出力チェックを［する］または［しない］を
選び、［OK］を押します。

OOOO 登録内容を確認し、［OK］を押します。

修正するときは修正する項目を選び、登録しなおしま
す。

PPPP 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

• 他のファクス機からの操
作で掲示板の文書を取出
すときに、パスワードに
よる規制をするかしない
かを設定します。

•「する」に設定した場合は
F コードパスワードを入

力してください。
登録／設定する 9-29
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9.6 親展ボックスを設定する

親展ボックスに文書を保存するには、あらかじめ親展ボックス
を登録しておく必要があります。

AAAA 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

BBBB ［ユーザ設定］を押します。

CCCC ［ファクス登録］を押します。

DDDD ［親展ボックス］を押します。

EEEE 登録したい親展ボックスキーを押します。

【設定メニュー / カウンタ】

を押して登録、設定を行っ
た場合は、待機画面（最初
の画面）に戻ったあとに必
ず操作パネルの【リセット】
を押してください。

親展ボックスにはそれぞれ
F コードを設定します。親

展ボックスにパスワードを
設定するときは、F コード

パスワードも設定します。
詳しくは、「F コードについ

て」（p. 6-24）をごらんくだ

さい。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で

「ファクス登録」が管理者開
放に設定されている場合は、
［ファクス登録］はユーザー
設定画面に表示されません。
この場合、管理者保守での
み登録・変更・削除ができ
ます。ソフトウェア DIPSW
について詳しくは、「機能の
状態を設定する（ソフト
ウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。
登録／設定する
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FFFF ［親展ボックス名］を押します。

GGGG 親展ボックス名を入力して［OK］を押します。

全角 4 文字（半角 8 文字）まで入力できます。

HHHH ［F コード］を押します。
登録／設定する 9-31
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IIII F コードを入力し、［OK］を押します。

親展ボックス機能を使うための F コードを登録しま

す。

使用できる文字は 0 ～ 9、＃、＊で、最大 20 桁まで登

録できます。

JJJJ 必要に応じて［F コードパスワード］を押してパスワー
ドを入力します。

KKKK ［リモート入力チェック］を押します。

LLLL リモート入力チェックを［する］または［しない］を
選び、［OK］を押します。

ほかの親展ボックスや掲示
板、メールボックス、文書
管理の F コードが重複しな

いように設定してください。

• パスワードは、親展ボッ
クスの閲覧を制限すると
きに入力します。閲覧の
制限は、［リモート入力
チェック］で設定します。

• パスワードは、親展ボッ
クスごとに登録します。

• 使用できる文字は 0 ～ 9、
＃、＊で、最大 20 桁まで

登録できます。入力した
パスワードは「＊」（アス
タリスク）で表示されま
す。

• 他のファクス機からの操
作で本機の親展ボックス
に文書を登録するときに、
パスワードによる規制を
するかしないかを設定し
ます。

•「する」に設定した場合は
F コードパスワードを入

力してください。
登録／設定する
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MMMM 登録内容を確認し、［OK］を押します。

修正するときは修正する項目を選び、登録しなおしま
す。

NNNN 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
登録／設定する 9-33
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第10 章 設定メニュー
10
日頃の使い方に合わせて、本機の設定を変更、管理する方法について説明します。

10.1 設定メニューの概要 ..................................................................................... 10-2

10.2 ユーザチョイスを設定する（ユーザチョイス） ............................................ 10-9
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10.15ナンバーディスプレイを利用する ............................................................. 10-42

10.16ダイアルインを利用する ........................................................................... 10-45

10.17着信方式と呼出し回数を設定する（受信機能） ......................................... 10-47

10.18通信パスワードを登録する ........................................................................ 10-49
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10.1設定メニューの概要

登録・設定項目一覧表

【設定メニュー / カウンタ】を押したときに表示されるキーを説明します。

ここでは、本書の記載内容に関連する機能を中心に説明し、機能名のあとに参照ページを記
載しています。

ひとこと

• 各画面に表示されるキーは設定により異なります。

• *1 マークがついているキーは、オプションを装着している場合や、設定によって表示されることがあ
ります。

• *2 マークがついているキーについては、「ユーザーズガイド ネットワーク／スキャナ機能編」をごら

んください。

• *3 マークがついているキーについては、「ユーザーズガイド プリンタ機能編」をごらんください。

• *4 マークがついているキーについては、「ユーザーズガイド ボックス機能編」をごらんください。

• ユーザ認証を設定しているときにユーザ認証を行わずに【設定メニュー / カウンタ】を押した場合

は、*5 マークがついているキーだけが表示されます。
• マークおよび参照ページのない機能については、「ユーザーズガイド コピー機能編」をごらんくださ

い。

設定メニュー / カウンタ

ユーザ設定 ユーザチョイス 1/6 優先混載原稿

言語選択（表示
用）

本体認証パス

ワード変更 *1

2/6 優先原稿 Öコ

ピー

優先オート

優先用紙

特殊紙設定

集約 / 小冊子

倍率

3/6 ローパワー

スリープ

LCD バックライ

トオフ

オートリセット

使用者変更時
オートリセット

4/6 4in1 ページ順指

定

設定メニュー
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優先画質 / 濃度

モード

優先濃度レベル
（コピー）

プリント濃度設
定

優先ソート

5/6 ソート / ノンソー

ト自動切換え

ビン割当て *1

（p. 10-10）

小サイズ原稿

折目 / センター

ステープル *1

6/6 優先画面
（p. 10-11）

主機能設定

画質（ADF）

ファクス登録
（p. 9-2）

ワンタッチ

インデックス

ファクスプログ
ラム

登録文字列 *2

掲示板

親展ボックス

オーバレイ登録
*1

ユーザ保守 キー音

アラーム音

回線モニタ音 *1

（p. 10-14）

完了音

パネルクリーニ
ング

トナー補給
設定メニュー 10-3
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プリント処理
（p. 10-38）

POP3 受信 *2

管理者保守 *5 管理者保守 1 初期設定 日付時刻設定 日時設定

言語選択（通信
用）（p. 10-19）

タイムゾーン

自局電話番号情
報（p. 10-20）

自局電話番号

発信元登録
（p. 10-24）

PBX 接続モード

自局 ID（p. 10-
26）

ダイアル方式

管理者設定 管理者番号変更

設定枚数制限

スリープしない

ワンタッチ変更
禁止（p. 10-27）

通信管理データ
メール送信

部門 / 認証 認証形態

ファクス登録 *1

（p. 9-2）
認証指定なしプ

リント *1

外部サーバ認証

設定 *1
認証方式

ドメイン設定 設定変更

本体認証設定 *1 ユーザ登録 *1

部門管理設定 *1 部門データ

送信設定（p. 10-
28）

画質 / モード 優先画質

優先濃度

通信モード

通信メニュー 送信

発信元 発信元情報記録

回転送信 発信元選択
設定メニュー
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両面送信

リダイアル オートリダイア
ル回数

オートリダイア
ル間隔

受信設定（p. 10-
35）

オフモード時の
出力設定

時刻指定

親展ボックス削
除

プリント制御パ
スワード

ファクス設定
（p. 10-17）

ナンバディスプ
レイ

ナンバディスプ
レイ機能

ナンバディスプ
レイ番号表示

着信拒否登録

ダイアルイン設
定

ダイアルイン機
能

受信機能 着信方式

着信回数設定

パスワード通信 通信パスワード

リストプリント
（p. 10-17）

設定リスト

レポート設定
（p. 10-51）

結果レポート

通信管理レポー
ト

文書管理（p. 10-
54、p. 10-56）

送信文書 管理者転送

受信文書

管理者保守 2 ネットワーク設

定 *2
ネットワーク設
定 1

基本設定 DHCP

IP アドレス設定

サブネットマス
ク

ゲートウェイ

自装置ドメイン
名（p. 10-73）

ネットワーク
ボード設定

DNS 設定
設定メニュー 10-5
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装置名

SMTP 設定 SMTP サーバア

ドレス

E-Mail アドレス

POP3 設定 POP3 サーバア

ドレス

POP3 ユーザ名

POP3 パスワー

ド

自動到着確認

優先圧縮レベル メールモード

送信サイズ（上
限）

送信画質（上限）

符号化方式

スキャナモード

スキャナ送受信
設定

結果通知

受信文書ヘッダ
印刷

送信文書テキス
ト挿入

ゲートウェイ送
信（p. 10-75）

タイトル登録

分割設定

ページ分割

バイナリ分割

バイナリ分割サ
イズ

LDAP 設定 LDAP 検索

LDAP サーバ設

定

フレームタイプ
設定
設定メニュー
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IP フィルタリン

グ

許可設定

拒否設定

ネットワーク設
定 2

IP 中継設定 中継先登録

SIP ファクス設

定 *1
中継先選択

結果受信ポート

プリンタ設定 *3 タイムアウト設
定

指定給紙トレイ
不一致

ソフトウェア
DIPSW（p. 10-
77）

Ping*2

セキュリティ設
定

セキュリティ強

化 *1

ペナルティ解除

SSL/TLS*2

ジョブ削除 *2

HDD 管理 *1 全データ削除

リストプリント
（p. 12-2）

送信管理レポー
ト

ロック設定 *1

受信管理レポー
ト

暗号化設定 *1

ワンタッチリス
ト

フォーマット *1

プログラム一覧 インデックス一
覧

掲示板一覧

親展リスト

プリンタ設定 *3 MFP 設定 確認プリント待
保持時間

A4 ←→ Letter 互
換

メモリオーバ時
の破棄時間
設定メニュー 10-7
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PS エラープリ

ント設定

デフォルト設定 基本設定 トレイ

用紙サイズ

画像の向き

プリント方法

部数

フォント設定 フォント番号

シンボルセット

ライン数

フォントサイズ

PDL 設定 CR/LF マッピン

グ

テストプリント

詳細確認 カウンタ
設定メニュー
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10.2ユーザチョイスを設定する（ユーザチョイス）

ユーザチョイス画面では電源を ON にしたときやリセットした
ときの初期値を設定できます。

ここではユーザチョイス画面の表示手順と、設定項目を説明し
ます。

【設定メニュー / カウンタ】

を押して登録、設定を行っ
た場合は、待機画面（最初
の画面）に戻ったあとに必
ず操作パネルの【リセット】
を押してください。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

設定メニュー / カウンタ画面が表示されます。

B ［ユーザ設定］を押します。

C ［ユーザチョイス］を押します。

ユーザチョイス画面が表示されます。
設定メニュー 10-9
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D タブを選択し、設定項目を選択します。

E 各項目の設定を変更し、［OK］を押します。

「ビン割当て」は 5/6 タブ、「優先画面」は 6/6 タブに

あります。

ビン割当て

原則

ビン割当て機能はオプションのフィニッシャーまたはセパレータを装
着している場合にだけ表示されます。

設定変更を取消すときは
［キャンセル］を押します。

ひとこと

ユーザチョイス画面を終了
するときは、待機画面にな
るまで［OK］を押します。

ポート 2 を使用するには、

オプションの回線拡張キッ
トが必要です。
1（上段排紙トレイ）はフィ

ニッシャー装着時、2（下段

排紙トレイ）はセパレータ
装着時に表示されます。

タブ 設定項目 機能説明 出荷時設定

5/6 ビ
ン
割
当
て

受
信
プ
リ
ン
ト

ポート 1 ファクスポートで受信
したデータの出力先ト
レイを設定できます。

1（上段排紙

トレイ）

ポート 2 マルチポート時の受信
ポート 2 で受信した

データの出力先トレイ
を設定できます。

1（上段排紙

トレイ）

ネット
ワーク

ネットワークで受信し
たデータの出力先トレ
イを設定できます。

1（上段排紙

トレイ）

コ
ピ
｜
/
プ
リ
ン
ト

PC プリ

ント

PC プリントの出力先ト

レイを設定できます。

1（上段排紙

トレイ）

コピー コピーの出力先トレイ
を設定できます。

2（下段排紙

トレイ）
1（上段排紙

トレイ）
0 設定メニュー
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優先画面

タブ 設定項目 機能説明 出荷時設定

6/6 優先画面 優先初期
画面

優先する機能画面を以下
の中から設定できます。
コピー、ファクス、おま
かせ、スキャナ

コピー

優先ファ
クス画面

優先ファクス画面を以下
の中から設定できます。
ワンタッチ、検索、ダイ
アル入力、インデックス

ワンタッチ
設定メニュー 10-11
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10.3ファクス登録を設定する

ファクス登録画面ではファクスを利用するときに便利なワン
タッチやプログラムの登録を行えます。

ここではファクス登録画面の設定項目を説明します。操作につ
いては、項目ごと 9 章にて説明しています。各機能の参照ペー
ジをごらんください。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で

「ファクス登録」が管理者開
放に設定されている場合は、
［ファクス登録］はユーザー
設定画面に表示されません。
この場合、管理者保守での
み登録・変更・削除ができ
ます。ソフトウェア DIPSW
について詳しくは、「機能の
状態を設定する（ソフト
ウェア DIPSW）」（p. 10-
77）をごらんください。

項目 説明 参照ページ

ワン
タッチ

送信先をワンタッチキーに登録します。
ワンタッチキーは 1 画面に 15 件、合計

540 件まで登録できます。

p. 9-3

イン
デック
ス

ワンタッチの一覧画面にインデックス名
を登録します。ワンタッチキーをイン
デックスで分類すると便利です。
インデックスは 36 件登録でき、1 つの

インデックスキーにワンタッチを 15 件

まで登録できます。

p. 9-14

ファク
スプロ
グラム

送信先情報とともに、通信時に使える機
能をプログラムとして登録できます。そ
のキーを押すだけで同じ通信条件で送信
や受信を繰り返すことができます。
プログラムはワンタッチキーに登録し、
最大 30 個まで登録できます。

p. 9-17

登録文
字列

よく入力する文字列を登録します。メー
ル機能使用時など、宛先のアドレス入力
をすばやく行うことができます。

ユーザーズガ
イド ネット

ワーク／ス
キャナ機能編

掲示板 メンバーで共有して文書の登録、取出し
を行える掲示板を登録します。

p. 9-26

親展
ボック
ス

装置内に個別の親展ボックスを作成しま
す。取出しにパスワードが必要なので機
密文書などに有効です。

p. 9-30
2 設定メニュー
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10.4ユーザ保守を設定する（ユーザ保守）

ユーザ保守画面では音の設定など本機を快適に使用するための
機能を設定できます。

ここではユーザ保守画面の表示手順と、設定項目を説明します。

【設定メニュー / カウンタ】

を押して登録、設定を行っ
た場合は、待機画面（最初
の画面）に戻ったあとに必
ず操作パネルの【リセット】
を押してください。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

設定メニュー / カウンタ画面が表示されます。

B ［ユーザ保守］を押します。

ユーザ保守画面が表示されます。

C 設定項目を選択します。

D 各項目の設定を変更し、［OK］を押します。

設定変更を取消すときは
［キャンセル］を押します。

ひとこと

ユーザ保守画面を終了する
ときは、待機画面になるま
で［OK］を押します。
設定メニュー 10-13
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音の設定

ユーザ保守画面で［回線モニタ音］、［完了音］の音量を設定で
きます。

プリント処理

設定項目 機能説明 出荷時設定

回線モニタ
音

回線モニタ音量を 0 ～ 5 の間に設定で

きます。

3

完了音 完了音の音量を 0 ～ 5 の間に設定でき

ます。

3

設定項目 機能説明

プリント処
理

オフモード（ファクス受信してもすぐにプリントしな
い設定）になっているときでも、一時的にプリントす
る機能です。プリントするには、プリント制御パス
ワードが必要です。
4 設定メニュー



10

Tigris_FAX_J.book  Page 15  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
10.5管理者保守画面を表示させるには（管理者保守）

管理者用の設定を変更するには、管理者保守画面を表示させま
す。

【設定メニュー / カウンタ】

を押して登録、設定を行っ
た場合は、待機画面（最初
の画面）に戻ったあとに必
ず操作パネルの【リセット】
を押してください。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

設定メニュー / カウンタ画面が表示されます。

B ［管理者保守］を押します。

管理者番号の入力画面が表示されます。

C テンキーで 8 桁の管理者番号を入力し、［OK］を押しま
す。

管理者保守画面が表示されます。

• 入力された数値を修正す
るときは、【クリア】を押
し、正しい数値を入力し
ます。

• 操作を中止するときは
［キャンセル］を押しま
す。

ひとこと

セキュリティ強化モードま
たはソフトウェア DIPSW
でアクセスロックが設定さ
れている場合は、パスワー
ド入力を 3 回失敗すると、

本機がロックされ、操作で
きなくなります。操作でき
なくなった場合は、本機管
理者に連絡してください。
セキュリティ強化モードま
たはソフトウェア DIPSW
のアクセスロック設定につ
いて詳しくは、「ユーザーズ
ガイド コピー機能編」をご

らんください。
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D ［管理者保守 1］または［管理者保守 2］を選択します。

管理者保守 1 画面または管理者保守 2 画面が表示され

ます。

ひとこと

管理者保守画面を終了する
ときは、待機画面になるま
で［OK］を押します。

管理者保守 1

管理者保守 2
6 設定メニュー
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10.6設定できる項目

本書の記載内容に関連する管理者保守の項目は以下のとおりで
す。

管理者保守 1

項目 説明

初期設定 言語選択（通信
用）

送信したファクスの先端にプリン
トされる発信元名称やファクス番
号の表示言語を選択します。

自局電話番号情
報 1/2

こちらの電話番号、構内交換機の
有無、回線種別など、ファクス通
信に必要な情報を登録します。

発信元登録 送信したファクスの先端にプリン
トされるこちらの名前を登録しま
す。最大 8 件まで登録できるので、

送信先で使い分けられます。

自局 ID 相手先ファクスの管理レポートや
パネルに表示される文字を入力し
ます。受信側でどこから送信され
たファクスであるか確認しやすく
なります。

管理者設定 ワンタッチ変更
禁止

ユーザ設定でのワンタッチの登録・
変更を禁止します。ワンタッチの
登録は、同じ管理者設定にある
「ワンタッチ」で行います。

通信管理データ
メール送信

コンピュータのメールアドレスを
設定します。CSV ファイル形式の

通信管理レポートが設定された
メールアドレスに送信されます。

ファクス登録 ユーザ設定でのワンタッチの登録・
変更を禁止している場合に、ワン
タッチを登録します。

送信設定 送信時の各種初期値を設定します。

受信設定 ファクスを受信したとき、プリン
トを行う時刻や曜日などを指定し
ます。

ファクス設定 使用するファクス回線の設定をし
ます。ナンバーディスプレイやダ
イアルイン、ファクス着信の条件
などを設定します。

リストプリント 装置の設定状態の一覧をプリント
します

レポート設定 結果レポートや通信管理レポート
の出力条件を設定します。

文書管理 送受信した文書の処理や転送につ
いて設定します。
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管理者保守 2

項目 説明

ネットワーク
設定

基本設定 － 自
装置ドメイン名

本機のドメイン名を設定しま
す。

スキャナ送受信
設定 － ゲート
ウェイ送信

ダイレクトファクスの許可／
禁止を設定します。

ソフトウェア DIPSW 機能の状態をソフトスイッチ
で設定します。
8 設定メニュー
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10.7発信元名やレポートの言語を設定する（言語設定）

発信元名やレポートに使用する言語（日本語または英語）を設
定することができます。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［初期設定］を押します。

C ［言語選択（通信用）］を押します。

ひとこと

プリントするレポートに
よっては、言語選択できな
いものがあります。

D ［日本語］または［英語］を選び、［OK］を押します。

E 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
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10.8電話番号を登録する（自局電話番号情報）

こちらの電話番号、構内交換機の有無、回線種別など、ファク
ス通信に必要な情報を登録します。

ひとこと

自局電話番号は、相手先の
レポートなどに表示される
ことがあります。相手先で
確認しやすいように、市外
局番から登録することをお
すすめします。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［初期設定］を押します。

オプションの回線拡張キッ
トをお使いのときは、一般
加入電話回線を 2 回線ご利

用できます。［自局電話番号
情報 1］または［自局電話

番号情報 2］を押して、そ

れぞれに自局電話番号情報
を設定してください。

C ［自局電話番号情報］を押します。

D ［自局電話番号］を押します。
0 設定メニュー
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E テンキーで自局電話番号を入力し、［OK］を押します。

F ［PBX 接続モード］を押します。

G ［内線］または［外線］を選びます。

［外線］：一般加入電話回線に直接接続する場合に押

します。

［内線］：PBX（構内交換機）を介して一般加入電話

回線に接続する場合に押します。

ひとこと

• 自局電話番号は、20 桁ま

で登録できます。
• 国際コードを登録すると
きは［+］を押し、日本国

コード「81」を入力して

ください。
設定メニュー 10-21



10.8 電話番号を登録する（自局電話番号情報）

10-2

Tigris_FAX_J.book  Page 22  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
H ［内線］を選択した場合は、外線アクセスコード（一般
加入電話回線に接続するため外線発信番号）を入力し、

［OK］を押します。

I ［OK］を押します。

J ［ダイアル方式］を押します。

K お使いの回線種別のキーを押し、［OK］を押します。

［DP20］：お使いのダイアル回線のダイアルスピー

ドが、20pps のときに押します。

［DP10］：お使いのダイアル回線のダイアルスピー

ドが、10pps のときに押します。

［PB］：プッシュ回線をお使いのときに押します。
2 設定メニュー
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L 登録内容を確認し、［OK］を押します。

修正するときは修正する項目を選び、登録しなおしま
す。

ひとこと

登録した自局電話番号は、
登録と同じ手順で変更でき
ます。

M 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
設定メニュー 10-23



10-2

Tigris_FAX_J.book  Page 24  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
10.9名前を登録する（発信元名）

発信元として入力した文字を用紙の先端にプリントできます。
この発信元の名称を登録します。

発信元名は最大 8 個まで登録できます。複数の発信元を登

録できるので、相手先や部門ごとに名称を使い分けるこ
とができます。

発信元名は半角 40 文字まで登録できます。

発信元の登録

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［初期設定］を押します。

C ［発信元登録］を押します。

発信元名を使い分けて送信
する方法について詳しくは、
「発信元情報を付けて送信す
る」（p. 6-6）をごらんくだ

さい。
4 設定メニュー
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D 発信元を登録する番号を選択します。

E 発信元名を入力し、［OK］を押します。

F 登録内容を確認し、［OK］を押します。

G 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
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10.10受信側で表示される ID を登録する（自局 ID）

こちらの名前や電話番号を ID として登録しておくと、受信側
ファクスの管理レポートや表示パネルなどにその ID が表示さ
れ、どこから送信された原稿なのかを確認しやすくなります。

ひとこと

受信側のファクス機によっ
ては、自局 ID を表示できな

いことがあります。その場
合は、自局電話番号として
登録した電話番号が表示さ
れます。

A 管理者モードで［管理者保守 1］を押します。

B ［初期設定］を押します。

C ［自局 ID］を押します。

ひとこと

自局 ID は、アルファベッ

ト、数字、カタカナ、記号
で半角 12 文字まで登録で

きます。

D 自局 ID を入力し、［OK］を押します。

ひとこと

登録した自局 ID は、登録と

同じ手順で変更できます。

E 待機画面に戻るまで［OK］を押します。
6 設定メニュー
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10.11ワンタッチを変更禁止にする

ユーザがワンタッチを登録、変更できないように制限します。

A 管理者モードで［管理者保守 1］を押します。

B ［管理者設定］を押します。

C ［ワンタッチ変更禁止］を押します。

D ［する］を選択し、［OK］を押します。

ひとこと

［ワンタッチ変更禁止］は、
ユーザ設定で変更を禁止し
ます。［管理者保守 1］の

［ファクス登録］からはワン
タッチを登録、変更できま
す。

E 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

ひとこと

セキュリティ強化モードで
は、表示されません。
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10.12送信に関する設定をする（送信設定）

送信に関する初期値を設定します。

設定できる内容は以下のとおりです。

画質／モードの設定

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［送信設定］を押します。

項目 説明

画質 / モード

優先画質 操作終了後に戻る画質の初期値を設定します。

優先濃度 操作終了後に戻る濃度の初期値を設定します。

通信モード 操作終了後に戻る通信モードの初期値を設定
します。

通信メニュー

送信 送信方法を選択します。
メモリ送信：原稿をすべて読込んでから送信
します。
クイック送信：原稿を 1 枚ずつ送信します。

発信元 発信元名の付けかたを選択します。
付けない：発信元名を付けません。
原稿内：原稿内に発信元名をプリントします。
原稿外：原稿外に発信元名をプリントします。

回転送信 操作終了後に回転送信をする / しないのどち

らに戻すかを設定します。

両面送信 操作終了後に両面送信をする / しないのどち

らに戻すかを設定します。

リダイアル

オートリダイアル回
数

相手先が話し中のとき、何回リダイアルする
かを入力します。

オートリダイアル間
隔

相手先が話し中のとき、何分おきにリダイア
ルするかを入力します。
8 設定メニュー
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C ［画質 / モード］を押します。

D 項目を選択し、［OK］を押します。

［優先画質］では、優先する画質を選択します。

［優先濃度］では、優先する濃度を［うすく］［こ

く］を押して選択します。
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［通信モード］では、優先する通信モードを選択し

ます。

E ［OK］を押します。

F 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

通信メニューの設定

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［送信設定］を押します。

ひとこと

本機の設定により、特定の
通信モードが選択できない
場合があります。詳しくは
本機管理者に確認してくだ
さい。
0 設定メニュー
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C ［通信メニュー］を押します。

D 項目を選択し、［OK］を押します。

［送信］では、原稿を蓄積してから送信する「メモ

リ送信」か、1 枚ずつ送信する「クイック送信」か

を選択します。

［発信元］の［発信元情報記録］では、発信元のプ

リント位置を選択します。
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［発信元］の［発信元選択］では、プリントする発信

元名称を選択します。

［回転送信］では、回転送信のする／しないを選択

します。

［両面送信］では、両面送信のする／しないを選択

します。「する」を選択した場合は、とじ代の位置
を選択します。
2 設定メニュー



10.12 送信に関する設定をする（送信設定）

10

Tigris_FAX_J.book  Page 33  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
E ［OK］を押します。

F 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

リダイアルの設定

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［送信設定］を押します。

C ［リダイアル］を押します。
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D 数値を入力し、［OK］を押します。

［オートリダイアル回数］では、リダイアルの回数

をテンキーで入力します。

［オートリダイアル間隔］では、リダイアルの間隔

をテンキーで入力します。

E ［OK］を押します。

F 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
4 設定メニュー
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10.13受信文書のプリント時期を設定する（受信設定）

ファクスを受信するとき、オフモード（受信してもすぐにプリ
ントしない設定）にして、プリントを行う時刻や曜日などを個
別に指定します。

プリントを行う時刻を規制することで、深夜に受信したファク
スなどを安全に受け取ることができます。

設定できる内容は以下のとおりです。

時刻指定

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［受信設定］を押します。

C ［オフモード時の出力設定］を押します。

ひとこと

パスワードを入力してファ
クスをプリントする方法に
ついて、詳しくは「手動で
プリントをする」（p. 10-
38）をごらんください。

項目 説明

時刻指定 受信したファクスをすぐにプリントせず、時
刻を指定してプリントするときに設定します。
指定した曜日や時間帯に受信したファクスを
まとめてプリントします。曜日、開始時刻、
終了時刻を設定してください。

プリント制御パス
ワード

指定した時刻以外に受信したファクスをプリ
ントするときに使用するパスワードを 4 桁の

数字で設定します。
設定メニュー 10-35



10.13 受信文書のプリント時期を設定する（受信設定）

10-3

Tigris_FAX_J.book  Page 36  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
D ［時刻指定］を押します。

E 項目を設定し、［OK］を押します。

設定を行わない場合は［機能 OFF］を押します。

F 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

プリント制御パスワードの設定

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［受信設定］を押します。
6 設定メニュー
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C ［オフモード時の出力設定］を押します。

D ［プリント制御パスワード］を押します。

E ［新しいパスワード］を押し、パスワードを入力して
［OK］を押します。

パスワードは 4 桁の数字をテンキーで入力します。
設定メニュー 10-37
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F ［新しいパスワード確認］を押し、パスワードを再入力
して［OK］を押します。

G 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

手動でプリントをする

指定した時刻以外にプリントを行うときは、以下の手順で操作
します。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

B ［ユーザ保守］を押します。

C ［プリント処理］を押します。
8 設定メニュー
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D プリント制御パスワードを設定した場合は、テンキー
で入力し［OK］を押します。

E ［プリント開始］を選択し、［OK］を押します。

プリントを途中でやめるときは、［プリント停止］

を押し、［OK］を押します。

停止したプリントを再開するときは、［一時再開］

を押します。

F 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
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10.14親展ボックスを削除する

登録済の親展ボックスを削除します。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［受信設定］を押します。

C ［親展ボックス削除］を押します。

D 削除する親展ボックスを選びます。

• 親展ボックスの登録は、
ユーザ設定メニューの
ファクス登録で行います。
詳しくは、「親展ボックス
を設定する」（p. 9-30）を

ごらんください。
• 親展ボックスを削除する
と、親展ボックス内の文
書も削除されます。親展
ボックスを削除せずに、
親展ボックス内の文書の
みを削除する場合は、
ジョブリストの文書メ
ニューで削除します。詳
しくは、「通信結果を確認
する（ジョブリスト）」
（p. 2-33）をごらんくださ

い。
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E ［はい］を押します。

F 手順 3 と同じ画面に戻ったら、親展ボックスが削除され
たことを確認し、［OK］を押します。

G 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
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10.15ナンバーディスプレイを利用する

ナンバーディスプレイは NTT 東日本・NTT 西日本が提供する
サービスで、発信時に電話番号を相手先に通知する機能です。
このサービスを利用し、相手先電話番号ごとに着信を拒否した
りすることができます。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［ナンバディスプレイ］を押します。

D 各項目を設定します。

• ナンバーディスプレイ機
能を利用し、電話番号ご
とにファクス文書の受信
のしかたを設定すること
ができます。設定方法に
ついては「文書を受信し
たときの処理のしかたを
設定する（文書管理）」
（p. 10-56）をごらんくだ

さい。
• 外付け電話機としてナン
バーディスプレイ機能搭
載の電話機を設置する場
合は、本機のナンバー
ディスプレイ機能を「利
用しない」に設定してく
ださい。「利用する」に設
定すると、外付け電話機
のナンバーディスプレイ
機能が正常に動作しない
ことがあります。

ナンバーディスプレイを利
用するには、NTT 東日本・

NTT 西日本との「ナンバー

ディスプレイ」の契約が必
要です。
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ナンバーディスプレイ機能

ナンバーディスプレイ機能を［利用する］または［利用しない］
で設定します。

ナンバーディスプレイ番号表示

ナンバーディスプレイで通知された着信番号を、表示［する］
または［しない］で設定します。

着信拒否登録

ナンバーディスプレイ機能を利用し、特定の電話番号から着信
や公衆電話からの着信などを拒否することができます。着信拒
否する相手先は最大 5 箇所まで登録できます。

A 着信拒否を登録する番号を選び、［OK］を押します。

ひとこと

オプションの回線拡張キッ
トをご利用のときは、一般
加入電話回線（PSTN）を 2
回線ご利用できます。［ナン
バーディスプレイ機能 1］

（ポート 1）、［ナンバーディ

スプレイ機能 2］（ポート

2）のポートごとに設定して

ください。

ひとこと

• ナンバーディスプレイ番
号表示は、ナンバーディ
スプレイ機能を［利用す
る］にした場合のみ設定
できます。

• 相手先から通知された電
話番号をワンタッチキー
に登録することができま
す。

• ナンバーディスプレイ利
用時の番号表示方法は、
ソフトスイッチで変更す
ることもできます。

ひとこと

着信拒否登録は、ナンバー
ディスプレイ機能を［利用
する］にした場合のみ登録
できます。
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B 着信拒否の区分を選びます。

［番号］：ナンバーディスプレイで通知される番号を

利用し、特定の相手先からの着信を拒否するときに
選択します。

［非通知］：電話番号非表示の相手先からの着信を拒

否するときに選択します。

［公衆電話］：公衆電話からの着信を拒否するときに

選択します。

［表示圏外］：ナンバーディスプレイの番号通知圏外

からの着信を拒否するときに選択します。

［受信エラー］：ナンバーディスプレイの番号通知を

正常に受信できないときは着信を拒否する場合に選
択します。

［機能 OFF］：設定を解除します。

C 手順 2 で［番号］を選択した場合は、着信拒否する番号
を入力し、［OK］を押します。 ひとこと

この画面は［番号］を選択
した場合のみ表示されます。
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10.16ダイアルインを利用する

ダイアルインは NTT 東日本・NTT 西日本が提供するサービス
で、一つの回線で複数の電話番号を使用することができます。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［ダイアルイン設定］を押します。

D 各項目を設定します。

ダイアルイン機能を利用し、
電話番号ごとにファクス文
書の受信のしかたを設定す
ることができます。設定方
法については「文書を受信
したときの処理のしかたを
設定する（文書管理）」
（p. 10-56）をごらんくださ

い。

ダイアルインを利用するに
は、NTT 東日本・NTT 西日

本との「ダイアルインサー
ビス」の契約が必要です。
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ダイアルイン機能を設定する

ダイアルイン機能を［利用する］または［利用しない］で選び
ます。

電話専用の電話番号を登録する

ダイアルイン機能を利用し、電話専用の電話番号を登録するこ
とができます。

原則

• 電話専用の電話番号を利用するには、オプションのハンドセッ
トが必要です。

• 電話専用の電話番号を利用する場合は、ダイアルイン機能を
［利用する］に設定してください。

［電話番号］を押し、電話専用の電話番号を入力します。

ひとこと

オプションの回線拡張キッ
トをご利用のときは、一般
加入電話回線（PSTN）を 2
回線ご利用できます。［ダイ
アルイン機能 1］（ポート

1）、［ダイアルイン機能 2］
（ポート 2）のポートごとに

設定してください。

ひとこと

• 電話専用の電話番号に着
信した場合は、ファクス
の自動着信ができません。
この場合は、【スタート】
を押す、転送受信の操作
を行ってください。

• 電話専用の電話番号を登
録すると、電話専用の電
話番号以外での着信では
着信方式の設定が無効と
なり、すべてファクス受
信になります。

• 電話専用の電話番号は、
ナンバーディスプレイ機
能の着信拒否番号および
文書管理のダイアルイン
番号、ナンバーディスプ
レイ番号と重複して登録
できません。

• 電話専用の電話番号は、
文書管理のダイアルイン
番号と重複して登録でき
ません。

• 電話専用の電話番号に着
信したときは、ナンバー
ディスプレイ機能付きの
電話機を外付け電話機に
利用している場合でも、
番号表示できません。

• 回線拡張キットをお使い
の場合は、［ダイアルイン
設定 1］（ポート 1）での

み、電話専用の電話番号
を利用できます。
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10.17着信方式と呼出し回数を設定する（受信機能）

ファクスの着信のしかたと自動着信するまでの呼出音の回数を
設定します。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［受信機能］を押します。

D 各項目を設定します。
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着信方式の設定

設定する着信方式を［自動］または［手動］で選びます。

［自動］：自動着信に設定するときに押します。

［手動］：手動受信に設定するときに押します。

着信回数の設定

自動着信するまでの呼出回数を入力します。

着信呼出回数は、1 ～ 20 回の範囲で設定できます。オプション
のハンドセットをご利用の場合は、0 ～ 20 回の範囲で設定でき
ます。

ひとこと

オプションのハンドセット
をご利用の場合は、「自動 - 
FAX 優先」、「自動 - 電話優

先」、「手動 - 電話専用」、

「手動 - 留守電接続」が選択

できます。

ひとこと

着信回数を 10 回以上に設

定すると、送信側の装置に
よっては、着信できなくな
ることがあります。
8 設定メニュー
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10.18通信パスワードを登録する

送信側と受信側であらかじめ登録しておいたパスワードが一致
したときだけ、ファクスの送信や受信を行う機能をパスワード
通信（パスワード送信とパスワード受信）といいます。ここで
は、パスワード通信をするために必要となる、通信パスワード
の設定のしかたを説明します。

通信パスワードは、パス
ワード送信するときやパス
ワード受信するときに使い
ます。詳しくは「パスワー
ドを付けて送信する（パス
ワード送信）」（p. 6-21）、
「パスワードで受信する（パ
スワード受信）」（p. 7-2）を

ごらんください。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［パスワード通信］を押します。

D ［通信パスワード］を押します。
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E テンキーで、現在の通信パスワード（2 桁）を入力し、
［次へ］を押します。

F ［新しいパスワード］を押し、パスワードを入力して
［OK］を押します。

G ［新しいパスワード確認］を押し、パスワードを再入力
して［OK］を押します。

H 登録内容を確認し、［OK］を押します。

I 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

ひとこと

パスワードは「＊」（アスタ
リスク）で表示されます。
0 設定メニュー
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10.19レポート出力に関する設定をする（レポート設定）

送信結果レポートおよび通信管理レポートの出力条件を設定し
ます。

設定できる内容は以下のとおりです。

結果レポートの設定

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［レポート設定］を押します。

• 通信管理レポートを［出
力する］に設定している
場合、通信管理レポート
出力時にレポートの内容
を CSV 形式で出力し、管

理者にメール送信できま
す。通信管理レポートの
内容をデータで管理した
い場合は管理者のメール
アドレスを設定してくだ
さい。

• 管理者のメールアドレス
の設定について詳しくは、
「管理者保守 1」（p. 10-
17）をごらんください。

項目 説明

結果レポート 1 箇所および 2 箇所以上の相手先に送付した

結果レポートの出力について選択します。
出力する：結果に関係なく出力します。
不達のとき：送信できなかったときだけ出力
します。
出力しない：結果に関係なく出力しません。

通信管理レポート 通信管理レポートを 50 通信ごとに自動的に

出力する／しないを選択します。
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C ［結果レポート］を押します。

D 項目を設定し、［OK］を押します。

E 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

通信管理レポートの設定

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。
2 設定メニュー
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B ［レポート設定］を押します。

C ［通信管理レポート］を押します。

D 項目を設定し、［OK］を押します。

E 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
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10.20送信文書を設定した宛先に転送する（管理者転送）

本機から送信する文書を管理するために、送信した文書を管理
者が設定した宛先に転送するよう設定します。

転送先はワンタッチから選択します。あらかじめワン

タッチに転送先を登録しておいてください。

送信された文書が転送された文書の場合は、さらに管理

者へ転送することはできません。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［文書管理］を押します。

C ［送信文書］を押します。

D ［管理者転送］を押します。
4 設定メニュー
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E 転送先を指定し、［OK］を押します。

ワンタッチで指定するときは、［ワンタッチ］を押

して宛先を指定し、［OK］を押します。

ワンタッチを検索するときは［検索］を押して宛先

を指定し、［OK］を押します。

F 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
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10.21文書を受信したときの処理のしかたを設定する（文
書管理）

文書を受信したときの処理の方法を設定します。受信した文書
は「F コード」、「受信ポート」、「ダイアルイン」、「ナンバー
ディスプレイ」、「一般文書」に分類され、それぞれの文書ごと
に受信のしかたを設定できます。

回線ごとに受信した文書の処理を設定する

本機では、文書を受信したときの回線ごとに、受信した文書の
プリントや転送などの処理を設定することができます。

設定できる内容は以下のとおりです。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［文書管理］を押します。

• ソフトウェア DIPSW の

設定により、「ナンバディ
スプレイ」または「F
コード」で指定された相
手からのファクスのみ受
信し、それ以外のファク
スは受信を拒否すること
ができます。ソフトウェ
ア DIPSW について詳し

くは、「機能の状態を設定
する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
• ソフトウェア DIPSW の

設定により、受信文書転
送時に発信元情報を付け
ることができます。ソフ
トウェア DIPSW につい

て詳しくは、「機能の状態
を設定する（ソフトウェ
ア DIPSW）」（p. 10-77）
をごらんください。

項目 説明

振り分けによる文書
管理

選択した回線の文書の処理を行うかどうかを
選択します。
使わない：受信した文書の処理を行いません。
使う：受信した文書の保存先や転送先を設定
します。

受信文書の扱い 文書管理で「使う」を選択した場合、受信文
書をどのように処理するかを選択します。
プリント：プリントします。
転送：指定した宛先にデータを転送します。転
送先は、300 件まで指定できます。

プリントと転送：プリントを行い、同時に指
定した宛先にデータを転送します。転送先は、
300 件まで指定できます。

転送先 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合に
設定します。
6 設定メニュー
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C ［受信文書］を押します。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で指

定以外の相手先からの受信
を拒否している場合、［F
コード］、［ナンバディスプ
レイ］、［ポート］のみ設定
が可能です。ソフトウェア
DIPSW について詳しくは、

「機能の状態を設定する（ソ
フトウェア DIPSW）」

（p. 10-77）をごらんくださ

い。

D ［ポート］を押します。
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E ［G3］を押します。

F 文書管理を行うかどうかを設定します。

文書管理を「使う」にした場合は、受信文書の扱い

について設定します。

G 受信文書の扱いを設定します。

［受信文書の扱い］を押し、どのように処理するか

を選択し、［OK］を押します。

ひとこと

• オプションの回線拡張
キットをご利用のときは、
一般加入電話回線を 2 回
線ご利用できます。［G3-
1］（ポート 1）、［G3-2］
（ポート 2）のポートごと

に設定してください。
• ネットワーク経由（イン
ターネットファクスなど）
で受信した文書について
設定する場合は、［ネット
ワーク］を選択してくだ
さい。

• ソフトウェア DIPSW で

指定以外の相手先からの
受信を拒否している場合、
［ネットワーク］のみ設定
が可能です。ソフトウェ
ア DIPSW について詳し

くは、「機能の状態を設定
する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
8 設定メニュー
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H 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合は、転送先
を設定します。

新しく転送先を追加するとき［次の相手先］を押し

ます。

転送先の詳細を見るときは、転送先を押して、［詳

細］を押します。

転送先を削除するときは、転送先を押して、［削除］

を押します。

I 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

F コードで受信した文書の処理を設定する

F コードごとに文書を受信するように設定できます。

設定できる内容は以下のとおりです。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

ひとこと

F コードは、10 個まで指定

できます。

項目 説明

F コード 文書の処理を行う F コードを指定します。

受信文書の扱い 指定した Ｆコードの受信文書をどのように処
理するかを選択します。
プリント：プリントします。
転送：指定した宛先にデータを転送します。転
送先は、300 件まで指定できます。

プリントと転送：プリントを行い、同時に指
定した宛先にデータを転送します。転送先は、
300 件まで指定できます。

転送先 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合に
設定します。
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B ［文書管理］を押します。

C ［受信文書］を押します。

D ［Ｆ コード］を押します。
0 設定メニュー
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E 登録するボタンを押します。

F ［F コード］を押します。

G ［F コード］、［F コードパスワード］、［リモート入力
チェック］を設定します。
設定メニュー 10-61
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H 受信文書の扱いを設定します。

［受信文書の扱い］を押し、どのように処理するか

を選択し、［OK］を押します。

I 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合は、転送先
を設定します。

新しく転送先を追加するとき［次の相手先］を押し

ます。

転送先の詳細を見るときは、転送先を押して、［詳

細］を押します。

転送先を削除するときは、転送先を押して、［削除］

を押します。

J 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
2 設定メニュー
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ダイアルインで受信した文書の処理を設定す

る

ダイアルインを設定している場合、ダイアルイン番号ごとに文
書を受信するように設定できます。

設定できる内容は以下のとおりです。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［文書管理］を押します。

ひとこと

ダイアルイン番号は、100
件まで指定できます。

項目 説明

ダイアルイン番号 文書の処理を行うダイアルイン番号を入力し
ます。

受信文書の扱い 指定したダイアルイン番号の受信文書をどの
ように処理するかを選択します。
プリント：プリントします。
転送：指定した宛先にデータを転送します。転
送先は、300 件まで指定できます。

プリントと転送：プリントを行い、同時に指
定した宛先にデータを転送します。転送先は、
300 件まで指定できます。

転送先 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合に
設定します。
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C ［受信文書］を押します。

D ［ダイアルイン設定］を押します。

E 登録するボタンを押します。
4 設定メニュー
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F ［ダイアルイン番号］を押します。

G ダイアルイン番号を入力し、［OK］を押します。

H 受信文書の扱いを設定します。

［受信文書の扱い］を押し、どのように処理するか

を選択し、［OK］を押します。
設定メニュー 10-65
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I 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合は、転送先
を設定します。

新しく転送先を追加するとき［次の相手先］を押し

ます。

転送先の詳細を見るときは、転送先を押して、［詳

細］を押します。

転送先を削除するときは、転送先を押して、［削除］

を押します。

J 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

ナンバディスプレイで受信した文書の処理を

設定する

ナンバディスプレイを設定している場合、相手先の番号ごとに
文書を受信するように設定できます。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

ナンバディスプレイ番号は、
100 件まで指定できます。

項目 説明

ナンバディスプレイ
番号

文書の処理を行う相手先番号を入力します。

受信文書の扱い 指定した相手先番号の受信文書をどのように
処理するかを選択します。
プリント：プリントします。
転送：指定した宛先にデータを転送します。転
送先は、300 件まで指定できます。

プリントと転送：プリントを行い、同時に指
定した宛先にデータを転送します。転送先は、
300 件まで指定できます。

転送先 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合に
設定します。
6 設定メニュー
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A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［文書管理］を押します。

C ［受信文書］を押します。

D ［ナンバディスプレイ］を押します。
設定メニュー 10-67
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E 登録するボタンを押します。

F ［ナンバディスプレイ番号］を押します。

G 相手先の番号を入力し、［OK］を押します。
8 設定メニュー
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H 受信文書の扱いを設定します。

［受信文書の扱い］を押し、どのように処理するか

を選択し、［OK］を押します。

I 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合は、転送先
を設定します。

新しく転送先を追加するとき［次の相手先］を押し

ます。

転送先の詳細を見るときは、転送先を押して、［詳

細］を押します。

転送先を削除するときは、転送先を押して、［削除］

を押します。

J 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
設定メニュー 10-69
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その他受信した文書の処理を設定する

ポート以外の回線から受信した文書の処理方法を設定します。

設定できる内容は以下のとおりです。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 1］を押しま
す。

B ［文書管理］を押します。

C ［受信文書］を押します。

項目 説明

受信文書の扱い 振り分け条件で「指定する」を選択した場合、受
信文書をどのように処理するかを選択します。
プリント：プリントします。
転送：指定した宛先にデータを転送します。転送
先は、300 件まで指定できます。

プリントと転送：プリントを行い、同時に指定し
た宛先にデータを転送します。転送先は、300 件

まで指定できます。
強制メモリ受信：強制的にメモリ受信します。

転送先 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合に設定
します。
0 設定メニュー



10.21 文書を受信したときの処理のしかたを設定する（文書管理）

10

Tigris_FAX_J.book  Page 71  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
D ［上記以外の一般文書］を押します。

E ［受信文書の扱い］を押します。

F 受信文書の扱いを設定します。

どのように処理する、を選択して［OK］を押しま

す。
設定メニュー 10-71
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G 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合は、転送先
を設定します。

新しく転送先を追加するとき［次の相手先］を押し

ます。

転送先の詳細を見るときは、転送先を押して、［詳

細］を押します。

転送先を削除するときは、転送先を押して、［削除］

を押します。

H 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。
2 設定メニュー
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10.22自装置ドメインを設定する

本機のドメイン名を設定します。メールサーバ経由でダイレク
トファクス送信を行う場合、必要に応じて設定します。

原則

自装置ドメインを設定するときは、DNS の設定も行ってください。

DNS の設定については、「ユーザーズガイド ネットワーク／スキャナ

機能編」をごらんください。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 2］を押しま
す。

B ［ネットワーク設定］－［ネットワーク設定 1］を押し
ます。

C ［基本設定］を押します。
設定メニュー 10-73
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D ［自装置ドメイン名］を押します。

E 本機のドメイン名を入力し、［OK］を押します。
4 設定メニュー
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10.23ゲートウェイ送信を設定する

ゲートウェイ送信の許可／禁止を設定します。

ダイレクトファクスまたは IP 中継で本機を中継機として使用す
るときに、ゲートウェイ送信を許可にします。

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 2］を押しま
す。

B ［ネットワーク設定］－［ネットワーク設定 1］を押し
ます。

C ［スキャナ送受信設定］を押します。

D ［ゲートウェイ送信］を押します。

ダイレクトファクスについ
ては、「コンピュータから
ファクスする（ダイレクト
ファクス）」（p. 6-33）をご

らんください。
IP 中継については、「ユー

ザーズガイド 拡張スキャナ

機能編」をごらんください。
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E ゲートウェイ送信（ダイレクトファクス）の「許可」
または「禁止」を選び、［OK］を押します。

［許可］：ダイレクトファクス送信、または IP 中継で

本機を中継機として使用するときに押します。

［禁止］：ダイレクトファクス送信、または IP 中継で

本機を中継機として使用しないときに押します。

ひとこと

オプションの回線拡張キッ
トが装着されている状態で
［許可］を選択した場合は、
ゲートウェイ送信時の通信
モードを選択する画面にな
ります。ダイレクトファク
ス送信のときに使用する通
信モードを指定してくださ
い。
6 設定メニュー
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10.24機能の状態を設定する（ソフトウェア DIPSW）

本機のご利用状況に合わせてソフトウェア DIPSW の数値
（モード、ビット、HEX）を指定することで、各機能の状態を変
更できます。

ソフトウェア DIPSW

ビット指定（2 進数）と HEX 指定（16 進数）の表示例は以下
のとおりです。

本書に記載されている以外
のモードおよびビットは、
変更しないでください。

ひとこと

セキュリティ強化モードが
設定されている場合は、ソ
フトウェア DIPSW は変更

できません。

モード 設定する項目を 3 桁の数字で表現します。テ

ンキーで入力します。

ビット モードの状態を構成する 8 桁の数字です。7
～ 0 までのそれぞれの桁にビットを 2 進数

（1 または 0）で指定することで、機能の状態

を設定します。

HEX 各機能の状態を 16 進数（0 ～ 9、A ～ F）の

組み合わせで表しています。ビット指定が
「00110000」の場合、HEX 指定は「30」と表

現できます。
モードの状態はビット指定または HEX 指定

で行います。

10 進数 ビット指定（2 進数） HEX 指定（16 進数）

0 0000 0000 00

1 0000 0001 01

2 0000 0010 02

3 0000 0011 03

4 0000 0100 04

5 0000 0101 05

6 0000 0110 06

7 0000 0111 07

8 0000 1000 08

9 0000 1001 09

10 0000 1010 0A

11 0000 1011 0B

12 0000 1100 0C

13 0000 1101 0D

14 0000 1110 0E

15 0000 1111 0F

16 0001 0000 10

17 0001 0001 11

18 0001 0010 12

19 0001 0011 13

20 0001 0100 14
設定メニュー 10-77
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ソフトウェア DIPSW 変更の手順

A 管理者モードにログインし、［管理者保守 2］を押しま
す。

B ［ソフトウェア DIPSW］を押します。

C ［モード指定］を押し、テンキーでモード番号を入力し
ます。

・
・
・

・
・
・

・
・
・

252  1111 1100 FC

253 1111 1101 FD

254 1111 1110 FE

255 1111 1111 FF
8 設定メニュー
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D ビット指定またはHEX指定で機能の状態を設定します。

ビット指定の場合は、［ビット指定］を押し、［←］

［→］で変更するビットにカーソルを合わせてテン
キーでビットを指定し、［確定］を押します。

HEX 指定の場合は、［HEX 指定］を押し、テンキー

と［A］～［F］で指定し、［確定］を押します。

E 続けて他のモードを変更するときは、手順 3 ～ 4 を繰り
返します。

F 待機画面（最初の画面）に戻るまで［OK］を押しま
す。

G 主電源を OFF/ON します。

主電源を OFF/ON するとき

には、OFF にしたあと、約

10 秒たってから ON にして

ください。すぐに ON にす

ると正常に機能しないこと
があります。
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スタンプ、パスワード照合に関する指定をす

る（モード 000）

蓄積（送信）済スタンプ、通信パスワード照合を指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ １ １   ０ ０ ０ ０ （HEX：30）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 操作終了後、蓄
積（送信）済み
スタンプを押
す・押さないの
指定をどちらに
戻すかの指定

0 押さない p. 6-18

1 押す

6 蓄積（送信）済
みスタンプを押
す位置の指定

0 原稿の先端と後
端の 2 箇所に押

す

p. 6-18

1 原稿の後端のみ
1 箇所に押す

5, 4 ---------------------- 11 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

3 操作終了後、送
信時に通信パス
ワードを照合す
る・しないの指
定をどちらに戻
すかの指定

0 照合しない p. 6-21

1 照合する

2 受信時に通信パ
スワードを照合
する・しないの
指定

0 照合しない p. 7-2

1 照合する

1, 0 ---------------------- 00 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------
0 設定メニュー
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原稿の宛名付けに関する指定をする（モード

001）

原稿に宛名を付けるかどうか指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ １   ０ １ ０ ０ （HEX：14）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5, 
4, 3, 2, 

1

---------------------- 000101
0

※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

0 送信原稿に宛
名を付ける・
付けないの指
定

0 付けない p. 6-6

1 付ける
設定メニュー 10-81
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メモリクリアレポートと順次同報送信時のレ

ポート出力のしかたを指定する（モード 002）

メモリクリア、順次同報送信時のレポート出力のしかたを指定
します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ひとこと

メモリクリアレポートは、
停電などで、メモリに蓄積
されているデータが消失し
たときに出力されるレポー
トです。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 １ ０ １ ０   １ ０ ０ ０ （HEX：A8）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5, 
4

---------------------- 1010 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

3 メモリクリアレ
ポートを出力す
る・しないの指
定

0 出力しない ----------

1 出力する

2 順次同報送信の
結果を送信管理
レポートにまと
めて印字する
か・個別に印字
するかの指定

0 送信結果をまと
めて印字する

p. 12-2

1 送信結果を個別
に印字する

1, 0 ---------------------- 00 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------
2 設定メニュー
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転送受信に関する指定をする（モード 003）

転送受信の指定、外付け電話機からの転送受信を受け付ける PB
ダイヤル番号の指定をします。

外付け電話からの転送受信を受け付ける PB ダイアル番号は、
デフォルトでは【3】【＊】です。【3】を別の番号に変更できま
す。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

（＊）オプションのハンドセット装着時に有効です。転送受信は
ポート 1 に受信します。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ １ １ １   ０ ０ １ １ （HEX：73）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7,6,5 ---------------------- 011 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

4 転送受信の指定
（＊）

0 転送受信なし p. 3-5

1 転送受信あり

3, 2, 1, 
0

外付け電話から
の転送受信
（＊）を受け付
ける PB ダイヤ

ル番号の指定
（「転送受信」
（ビット 4）が

「転送受信あり」
設定の場合のみ
有効）

0000 0 p. 3-5

0001 1

0010 2

0011 3

0100 1

0101 5

0110 6

0111 7

1000 8

1001 9

他 ※本機能の設定
では、上記以外
の状態には指定
しないでくださ
い。
設定メニュー 10-83
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不達文書の保存時間を指定する（モード 004）

不達送信文書の保存時間を指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ １   ０ １ １ ０ （HEX：16）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5, 
4

---------------------- 0001 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

3, 2, 1, 
0

送信できなかっ
た文書をメモリ
に残しておく時
間を指定

0000 この指定では再
送信しない

p. 2-34

0001 10 分

0010 20 分

0011 30 分

0100 10 分

0101 50 分

0110 60 分（1 時間）

0111 2 時間

1000 4 時間

1001 8 時間

1010 12 時間

1011 24 時間

1100 72 時間

他 ※本機能の設定
では、上記以外
の状態には指定
しないでくださ
い。
4 設定メニュー
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一般加入電話回線に関する指定をする（モー

ド 006）

一般加入電話回線の F ネット無鳴動受信の設定（ポート 1）、発
呼方法を指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

（＊）オプションの回線拡張キット使用時に有効です。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ １ ０ １   ０ ０ １ ０ （HEX：52）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5, 
4, 3

---------------------- 01010 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

2 F ネット無鳴動

受信の指定
（ポート 1）

0 禁止 p. 6-32

1 許可

1 一般加入電話回
線の発呼方法を
指定（＊）

0 操作や登録の内
容に基づき、
ポート 1、2 の

指定された回線
から発呼を行う

p. 10-30

1 操作や登録の内
容に関係なく、
ポート 1、2 の

空いている回線
から発呼を行う

0 ---------------------- 0 ※本機能の設定
では、このビッ
トは変更しない
でください。

----------
設定メニュー 10-85
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長めの原稿を受信したときの対応を指定する

（モード 007）

記録紙より長めの原稿を受信したときの対応を指定します。自
動的に縮小したり、はみ出す範囲が少しなら切り捨てることも
できます。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 １ ０ １ １   ０ １ ０ １ （HEX：B5）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5 記録紙に印字でき
る範囲より長い原
稿を受信したとき
に、はみ出した部
分が、ここで指定
した長さより短け
れば、その部分を
切り捨てます（長
いときは、縮小ま
たは分割します）。
< 縮小するケー

ス >

• ビット 1 が 0
で、ビット
4,3,2 で指定し

ている縮小率の
範囲に収まると
きは、縮小しま
す。

< 分割するケー

ス >

• ビット 1 が 0
で、ビット
4,3,2 で指定し

ている縮小率の
範囲に収まらな
いときは、はみ
出した部分を分
割します。

• ビット 1 が 1 の

ときは、はみ出
した部分を分割
します。

000 0 mm p. 5-2

001 8 mm

010 12 mm

011 14 mm

100 18 mm

101 20 mm

110 24 mm

111 ※本機能の設
定では、この
状態には指定
しないでくだ
さい。
6 設定メニュー
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※例 1 ビット 7,6,5,4,3,2,1=0,0,0,1,0,1,0（切り捨て長上限 = 
0 mm、縮小率上限 =65%、後端処理 = 縮小）に指定し
たとき 記録紙が受信画の 70% の大きさのときは、後端
の切り捨てをせずに 70% 縮小し、1 枚に入るようにプ
リントします。

※例 2 ビット 7,6,5,4,3,2,1=0,0,0, － , － , － ,1（切り捨て長上
限 = 0 mm、後端処理 = 切り捨て）に指定したとき 受信
画が記録紙より長いときは、後端の切り捨てや縮小せず
に、2 枚に分割してプリントします。

4, 3, 2 ビット 7,6,5 で指

定した長さより長
くはみ出した部分
を、記録紙に入る
ように縮小しま
す。その縮小率の
上限を指定します
（受信プリント時
でビット 1 が 0
のときのみ有効）。
例えば「90%」を

指定した場合
100% ～ 90% の

範囲で縮小しま
す。

• ここで指定した
縮小率の上限
で、記録紙に印
字できる範囲に
収まらないとき
は、はみ出した
部分を分割しま
す。

000 100% p. 5-2

001 95%

010 90%

011 85%

100 80%

101 65%

110 60%

111 ※本機能の設
定では、この
状態には指定
しないでくだ
さい。

1 記録紙に印字でき
る範囲より長い原
稿を受信したとき
に、縮小するか切
り捨てるかの指定
（受信プリント時
のみ有効）

• この指定によ
り、ビット
7,6,5 および

ビット 4,3,2 の

指定が有効にな
ります。

0 縮小 p. 5-2

1 切捨て

0 ------------------------ 1 ※本機能の設
定では、この
ビットは変更
しないでくだ
さい。

----------

ビット 内容 状態 説明 参照ページ
設定メニュー 10-87
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受信プリント時の記録紙選択に関する指定を

する（モード 008）

受信プリント時の記録紙選択に関する指定をします。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   ０ ０ ０ ０ （HEX：00）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 記録紙有無の判
定のしかたの指
定（受信プリン
ト時のみ有効）

0 記録紙優先方式
（記録紙の有無
により判定す
る）

p. 3-5

1 カセット優先方
式（記録紙の有
無に関係なくカ
セットサイズも
しくは直前の記
録紙情報で判定
する）

6, 5, 4, 
3

受信画に対する
記録紙のサイズ
の指定（受信プ
リント時のみ有
効）

0000 送信原稿の長さ
と幅を考慮して
適切な記録紙を
自動選択する

p. 3-5

0100 送信原稿の幅よ
り大きい幅の記
録紙を選択しな
い

1000 送信原稿の幅と
一致した幅の記
録紙のみ選択す
る

他 ※本機能の設定
では、上記以外
の状態には指定
しないでくださ
い。

2, 1, 0 ---------------------- 000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------
8 設定メニュー
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一般加入電話回線（ポート 2）に関する指定を

する（モード 011）

一般加入電話回線（ポート 2）の F ネット無鳴動受信の設定を
指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

（＊）G3 マルチポート対応機で有効です。

同報送信時の設定確認画面に関する指定をす

る（モード 014）

同報送信時に設定確認画面を表示するかどうかを指定します。

購入時の状態

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ １ ０ １   ０ ０ ０ １ （HEX：51）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5, 
4, 3

---------------------- 01010 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

2 F ネット無鳴動

受信の指定
（ポート 2）（＊）

0 禁止 p. 6-32

1 許可

1, 0 ---------------------- 01 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   ０ ０ ０ １ （HEX：01）
設定メニュー 10-89
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指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

自動受信の音声応答に関する指定をする

（モード 015）

受信モード設定の電話優先モード設定時に、ファクス受信に切
り替える前に音声応答をするかどうかを指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5, 
4, 3, 2

---------------------- 000000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

1, 0 同報送信時に設
定確認画面を表
示する・しない
の指定

00 設定確認画面を
表示しない

p. 2-25

01 同報送信時に設
定確認画面を表
示する

10 同報送信時に限
らず、常に設定
確認画面を表示
する

11 ※本機能の設定
では、この状態
に指定しないで
ください。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 １ ０ ０ １   ０ ０ ０ ０ （HEX：90）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5, 
4

---------------------- 1001 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------
0 設定メニュー
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（＊）オプションのハンドセット装着時に有効です。

外付け電話機および受信日時記録の有無と方

法に関する指定をする（モード 016）

外付け電話機の指定および受信日時記録の有無と方法を指定し
ます。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

3 電話優先のとき
に、ファクス受
信に切り替える
前に音声応答を
する・しないの
指定（＊）

0 しない p. 3-2

1 する

2, 1, 0 ---------------------- 000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ １ ０ ０   ０ ０ ０ ０ （HEX：40）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 ---------------------- 0 ※本機能の設定
では、このビッ
トは変更しない
でください。

----------

6 外付け電話機を
使用する・しな
いの指定

0 使用しない p. 2-28

1 使用する

5, 4, 3, 
2

---------------------- 0000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

1 受信日時記録を
付ける・付けな
いの指定

0 付けない ----------

1 付ける

ビット 内容 状態 説明 参照ページ
設定メニュー 10-91
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ナンバーディスプレイ表示に関する指定をす

る（モード 017）

ナンバーディスプレイ表示に関する指定をします。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

0 受信日時記録を
画像の外と内ど
ちらに付けるか
の指定

0 画像の内に付け
る

----------

1 画像の外に付け
る

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 １ １ ０ ０   ０ ０ ０ ０ （HEX：C0）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6 ---------------------- 11 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

5 ナンバーディス
プレイ表示をす
る・しないの指
定

0 相手先電話番号
表示をする

p. 11-32

1 拡張 ID（TSI）
を表示する

4 ナンバーディス
プレイ対応の非
通知時の ID 表

示をする・しな
いの指定

0 ID 表示をする p. 11-32

1 「非通知」とす
る

3, 2, 1, 
0

---------------------- 0000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット 内容 状態 説明 参照ページ
2 設定メニュー
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ダイアル入力と同報送信を制限する（モード

018）

ダイアル入力での送信先指定と同報送信を制限するかしないか
を指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

（＊）モード 477 ビット 6 を「管理者モードでのみ設定可能」の
とき、連動して「禁止する」に設定されます。

結果レポートの画像に関する指定をする

（モード 023）

結果レポートに送信画像を付けるかどうかの指定をします。

購入時の状態

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   ０ ０ ０ ０ （HEX：00）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5, 
4

---------------------- 0000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

3 ダイアル入力で
の送信先指定を
禁止する・しな
いの指定（＊）

0 許可する ----------

1 禁止する

2 同報送信を禁止
する・しないの
指定

0 許可する ----------

1 禁止する ----------

1, 0 ---------------------- 00 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 １ １ １ １   １ ０ ０ ０ （HEX：F8）
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指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

リモートコピーのプリント部数制限を指定す

る（モード 028）

リモートコピーが指定された文書を受信したときに、受信側で
プリントを許可する最大部数を指定できます。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5, 
4

---------------------- 1111 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

3 結果レポートに
送信画像を付け
る・付けないの
指定

0 付けない p. 6-9

1 付ける

2, 1, 0 ---------------------- 000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ １ １ ０   ０ ０ １ １ （HEX：63）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 ---------------------- 0 ※本機能の設
定では、この
ビットは変更
しないでくだ
さい。

----------
4 設定メニュー



10.24 機能の状態を設定する（ソフトウェア DIPSW）

10

Tigris_FAX_J.book  Page 95  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
ファクス受信の機能に関する指定をする

（モード 030）

ファクス受信で、回転記録と 2in1 記録の指定をします。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

 6, 5, 
4,3,2, 
1, 0

受信側でリモー
トコピーを行え
る最大部数の指
定

0000001 1 枚 p. 6-22

0000010 2 枚

：

1100011 99 枚

その他 ※本機能の設
定では、上記
の範囲以外の
状態には変更
しないでくだ
さい。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 １ ０ １ １   ０ ０ ０ ０ （HEX：B0）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 ---------------------- 1 ※本機能の設定
では、このビッ
トは変更しない
でください。

----------

6, 5 ファクス受信
時、回転記録を
する・しないの
指定（＊）

00 回転記録しない p. 3-5

01 回転記録する
（リモートコ
ピー受信時に交
互ソートしな
い）

10 回転記録する
（リモートコ
ピー受信時に交
互ソートする）

11 ※本機能の設定
では、この状態
には指定しない
でください。

ビット 内容 状態 説明 参照ページ
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（＊）回転記録をするに指定した場合は、リモートコピー受信時
に交互ソートする・しないを指定できます。

ファクス受信のカセット選択に関する指定を

する（モード 037）

ファクス受信時に、カセットと手差しトレイ選択の指定をしま
す。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

4 ファクス受信
時、2in1 記録を

する・しないの
指定

0 2in1 受信しない p. 3-5

1 2in1 受信する

3, 2, 1, 
0

---------------------- 0000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 １ １ １ １   １ ０ ０ ０ （HEX：F8）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 1 段目のカセッ

トをファクス受
信時の選択を許
可する・しない
の指定

0 選択を禁止する
（＊ 2）

p. 3-5

1 選択を許可する

6 2 段目のカセッ

トをファクス受
信時の選択を許
可する・しない
の指定

0 選択を禁止する
（＊ 2）

p. 3-5

1 選択を許可する

5 3 段目のカセッ

トをファクス受
信時の選択を許
可する・しない
の指定（＊ 1）

0 選択を禁止する
（＊ 2）

p. 3-5

1 選択を許可する

4 4 段目のカセッ

トをファクス受
信時の選択を許
可する・しない
の指定（＊ 1）

0 選択を禁止する
（＊ 2）

p. 3-5

1 選択を許可する

ビット 内容 状態 説明 参照ページ
6 設定メニュー
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（＊ 1）オプションの増設カセットを装着時に有効です。

（＊ 2）ビット 7, 6, 5, 4, 2 を全て 0 に指定しないでください。

電話優先モードの着信音に関する指定をする

（モード 070）

電話優先モードで、回線をつないだ後に何秒間着信音を鳴らす
かを指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

（＊）オプションのハンドセット装着時に有効です。

3 ---------------------- 1 ※本機能の設定
では、このビッ
トは変更しない
でください。

----------

2 手差しトレイを
ファクス受信時
の選択を許可す
る・しないの指
定

0 選択を禁止する
（＊ 2）

p. 3-5

1 選択を許可する

1, 0 ---------------------- 00 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ １   ０ １ ０ ０ （HEX：14）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5, 
4, 3, 2, 

1, 0

電話優先モード
で、ファクスの
信号を識別する
ために回線をつ
ないだ後に何秒
間着信音を鳴ら
すかを指定

000010
10

10 秒 p. 3-2

000101
00

20 秒

001111
00

60 秒

他 ※本機能の設定
では、上記以外
の状態には指定
しないでくださ
い。

ビット 内容 状態 説明 参照ページ
設定メニュー 10-97
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管理者転送に関する指定をする（モード 198）

送信文書を管理者が指定した相手先に転送するかどうかを指定
します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

（※）モード 198 ビット 7 を「1（送信する）」に設定したとき
のみ有効です。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 １ １ ０ １   ０ ０ ０ ０ （HEX：D0）

ビット 内容 状態 説明
参照

ページ

7 送信文書を管理者が
指定した相手先に転
送する・しないの指
定

0 転送しない p. 10-54

1 転送する

6 スキャナ送信時に、
管理者転送する・し
ないの指定（※）

0 転送しない ----------

1 転送する

5, 4 管理者転送時の結果
レポート出力条件の
指定（※）

00 出力しない p. 10-54

01 不達のとき

10 常に出力する

11 ※本機能の設定
では、 この状態

には指定しない
でください。

3,2,1,0 --------------------------- 0000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------
8 設定メニュー
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相手機確認送信に関する指定をする（モード

200）

ファクス送信時に、相手機から受信する CSI（Called 
Subscriber ID）信号により相手先を確認してから送信するかど
うか（相手機確認送信）を指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   ０ １ ０ ０ （HEX：04）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7,6,5 ---------------------- 000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

4 発呼番号内に相
手機確認送信用
の特殊文字列が
ない場合に、装
置として、相手
機確認送信を行
うかどうかの指
定

0 相手機確認送信
しない

p. 2-26

1 相手機確認送信
する

3,2,1,0 相手機確認送信
をするときに、
CSI 信号を比較

する桁数の設
定。
（発呼した番号
が本設定で指定
した桁数に満た
ない場合は、発
呼した番号の全
桁で比較する。
特殊文字列を使
用した照合番号
による比較の場
合は、本設定に
よらず、照合番
号の全桁で比較
する。）

0000 設定禁止 p. 2-26

0001 1 桁

0010 2 桁

0011 3 桁

0100 4 桁

0101 5 桁

0110 6 桁

0111 7 桁

1000 8 桁

1001 9 桁

1010 10 桁

1011-
1111

※本機能の設定
では、この状態
には指定しない
でください。
設定メニュー 10-99



10.24 機能の状態を設定する（ソフトウェア DIPSW）

10-1

Tigris_FAX_J.book  Page 100  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
（＊）照合対象と CSI 比較桁数の設定について

（例：CSI 信号比較桁数を 6 桁に設定し、10 桁の CSI 信号を受
信した場合）

自動着信呼出回数（ポート 2）に関する指定を

する（モード 249）

ポート 2 の自動着信呼出回数を指定します。

購入時の状態

照合対象 照合対象の関係 動作

相手先
電話番号

相手先電話番号が
CSI 信号の比較桁

数より多い場合

CSI 信号比較桁数の設定値に従い、

照合を行う。
（発呼番号が 10 桁の場合、末尾から

6 桁を比較する。）

相手先電話番号が
CSI 信号の比較桁

数より少ない場合

発呼番号の桁数分だけ照合を行う。
（発呼番号が 4 桁の場合、末尾から 4
桁を比較する。）

照合番号

照合番号の桁数が
CSI 信号の桁数よ

り少ない場合

照合番号の桁数分だけ照合を行う。
（照合番号が 10 桁の場合、末尾から

10 桁を比較する。）

照合番号の桁数が
CSI 信号の桁数よ

り多い場合

照合番号の桁数分だけ照合を行う。
（照合番号 11 桁以上の場合、末尾か

ら 11 桁を比較対象とするが、CSI
信号は 10 桁しかないため、不一致

となり、通信異常となる。）

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   １ ０ ０ ０ （HEX：08）
00 設定メニュー
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指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

（＊）オプションの回線拡張キット使用時に有効です。

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6, 5, 
4, 3

自動着信呼出回
数（ポート 2）

00000 なし（0 回） p. 10-48

00001 1 回

00010 2 回

00011 3 回

00100 4 回

00101 5 回

00110 6 回

00111 7 回

01000 8 回

01001 9 回

01010 10 回

01011 11 回

01100 12 回

01101 13 回

01110 14 回

01111 15 回

10000 16 回

10001 17 回

10010 18 回

10011 19 回

10100 20 回

他 ※本機能の設定
では、上記以外
の状態には指定
しないでくださ
い。

2, 1, 0 ---------------------- 000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------
設定メニュー 10-101
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指定以外の相手先からの受信を拒否する

（モード 306）

「ナンバディスプレイ」、「F コード（掲示板 / 親展 / 転送）」で指
定された相手先からのファクス（G3）受信のみを受け付け、そ
れ以外のファクス（G3）受信を拒否するかしないかを指定しま
す。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。

インターネットファクス に関する指定をする

（モード 350）

インターネットファクスを利用するときの、POP3 の指定をし
ます。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   ０ ０ ０ ０ （HEX：00）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 指定以外の相手
先からの受信を
拒否する・しな
いの指定

0 拒否しない p. 10-56

1 拒否する

6, 5, 4, 
3, 2, 1, 

0

---------------------- 000000
0

※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 １ ０ １ ０   １ ０ ０ ０ （HEX：A8）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 ---------------------- 1 ※本機能の設定
では、このビッ
トは変更しない
でください。

----------
02 設定メニュー
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ダイレクト FAX/IP 中継および受信文書転送時

の発信元付加に関する指定をする（モード
352）

ダイレクト FAX 、IP 中継および受信文書転送時の発信元の付け
かたに関する指定をします。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

6 SMTP の前に着
信確認（POP3）
する・しない
の指定

0 着信確認しない ----------

1 着信確認する

5, 4, 3, 
2, 1, 0

---------------------- 101000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 １ １ ０ １   ０ ０ ０ ０ （HEX：D0）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 ---------------------- 1 ※本機能の設定
では、このビッ
トは変更しない
でください。

----------

6 ダイレクト
FAX 時、IP中
継時の発信元
の付けかたの
指定

0 原稿外 ----------

1 原稿内

5 受信文書転送
時に発信元情
報を付ける・
付けないの指
定

0 付加しない p. 10-56

1 付加する

4 受信文書転送
時の発信元の
付けかたの指
定

0 原稿外

1 原稿内

ビット 内容 状態 説明 参照ページ
設定メニュー 10-103
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ダイレクト FAX/IP 中継の通信結果の記載を指

定する（モード 368）

ダイレクト FAX、IP 中継の結果を受信管理レポートに記載する
かどうかを指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

3, 2, 1, 
0

---------------------- 0000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 １ １ ０ ０   ０ ０ １ ０ （HEX：C2）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 ---------------------- 1 ※本機能の設定
では、このビッ
トは変更しない
でください。

----------

6 管理者パスワー
ドの有効範囲を
指定する
※本機ではこの
ビットの設定に
関係なく、常
に、本機でも
PageScope 
WebConnection
でも管理者パス
ワードは必要と
いう設定になり
ます。

1 本機でも
PageScope Web 
Connection でも

管理者パスワー
ドを必要とする

----------

5, 4, 3, 
2

---------------------- 0000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

1 スキャナ送信
の結果を送信
管理レポート
に記載する・
しないの指定

0 記載しない ----------

1 記載する

ビット 内容 状態 説明 参照ページ
04 設定メニュー
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自動給紙部を使用したコピー終了時の設定に

関する指定をする（モード 429）

自動給紙部を使用したコピー終了時に、オートリセットをする
かどうかを指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

0 ダイレクト
FAX、IP 中継の

結果を受信管理
レポートに記載
する・しないの
指定

0 記載しない p. 12-5

1 記載する

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   ０ ０ ０ ０ （HEX：00）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7, 6 ---------------------- 00 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

5 自動給紙部を使
用したコピー終
了時に、基本画
面の内容をオー
トリセットす
る・しないの指
定

0 オートリセット
しない

----------

1 オートリセット
する

4, 3, 2, 
1, 0

---------------------- 00000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット 内容 状態 説明 参照ページ
設定メニュー 10-105
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通信モードの使用制限をする－ 1（モード

475）

通信モードを個別に、使用を許可するか禁止するかを指定しま
す。通信モード選択画面に表示される通信モードは、禁止され
ると画面に表示されなくなります。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ひとこと

• 登録済みのワンタッチは、
禁止された通信モードが
設定されていてもそのま
ま通信できます。

• すべての通信モードを禁
止する（モード 475 ～

477）と、送信を設定す

る画面などが正常に表示
されないことがあります。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   ０ ０ ０ ０ （HEX：00）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 TCP/IP の使用

を禁止する・し
ないの指定

0 許可する ----------

1 禁止する

6 LPD の使用を禁

止する・しない
の指定

0 許可する ----------

1 禁止する

5 RAW Port の使

用を禁止する・
しないの指定

0 許可する ----------

1 禁止する

4 SLP の使用を禁

止する・しない
の指定

0 許可する ----------

1 禁止する

3 Scan to FTP の

使用を禁止す
る・しないの指
定

0 許可する ----------

1 禁止する

2 FTP Server の使

用を禁止する・
しないの指定

0 許可する ----------

1 禁止する

1 SNMP の使用を

禁止する・しな
いの指定

0 許可する ----------

1 禁止する

0 ---------------------- 0 ※本機能の設定
では、このビッ
トは変更しない
でください。

----------
06 設定メニュー
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通信モードの使用制限をする－ 2（モード

476）

通信モードを個別に、使用を許可するか禁止するかを指定しま
す。通信モード選択画面に表示される通信モードは、禁止され
ると画面に表示されなくなります。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ひとこと

• 登録済みのワンタッチは、
禁止された通信モードが
設定されていてもそのま
ま通信できます。

• すべての通信モードを禁
止する（モード 475 ～

477）と、送信を設定す

る画面などが正常に表示
されないことがあります。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   ０ ０ ０ ０ （HEX：00）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 Scan to SMB の

使用を禁止す
る・しないの指
定

0 許可する ----------

1 禁止する

6 SMB プリントの

使用を禁止す
る・しないの指
定

0 許可する ----------

1 禁止する

5 G3 ファクスの

使用を禁止す
る・しないの指
定

0 許可する ----------

1 禁止する

4 Scan to HDD の

使用を禁止す
る・しないの指
定

0 許可する ----------

1 禁止する

3 Scan to E-mail
の使用を禁止す
る・しないの指
定

0 許可する ----------

1 禁止する

2 インターネット
ファクスの使用
を禁止する・し
ないの指定

0 許可する ----------

1 禁止する

1 IP 中継の使用を

禁止する・しな
いの指定

0 許可する ----------

1 禁止する

0 IP アドレス FAX
の使用を禁止す
る・しないの指
定

0 許可する ----------

1 禁止する
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通信モードの使用制限をする－ 3 / ファクス登

録 / レポート出力の設定権限およびワンタッ

チ表示の有無を指定する（モード 477）

通信モードを個別に、使用を許可するか禁止するかを指定しま
す。通信モード選択画面に表示される通信モードは、禁止され
ると画面に表示されなくなります。

また、ファクス登録、レポート出力をユーザモードで設定する
かどうかを指定し、画面およびレポートでワンタッチ情報を表
示するかどうかを指定します。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。右端の数字は、各機
能の説明のあるページです。

ひとこと

• 登録済みのワンタッチは、
禁止された通信モードが
設定されていてもそのま
ま通信できます。

• すべての通信モードを禁
止する（モード 475 ～

477）と、送信を設定す

る画面などが正常に表示
されないことがあります。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   ０ ０ ０ ０ （HEX：00）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 PC（スキャナ）

の使用を禁止す
る・しないの指
定

0 許可する ----------

1 禁止する

6 ファクス登録、
レポート出力の
条件設定をユー
ザも設定可・管
理者のみが設定
可の指定

0 ユーザも設定可
能

p. 10-51

1 管理者モードで
のみ設定可能

5 ワンタッチを押
したときおよび
レポート / ジョ

ブリストに相手
先名だけを表示
し、ファクス番
号 / アドレスを

表示しない（※
1）（※ 2）

0 表示する ----------

1 表示しない

4 SIP ファクスの

使用を禁止す
る・しないの指
定

0 許可する ----------

1 禁止する

3 TCPSocket の使

用を禁止する・
しないの指定

0 許可する ----------

1 禁止する
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（※ 1）ビット 6 が「1」に設定されているときは、ビット 5 で
「1（表示しない）」を設定しても機能しません。相手先のファク
ス番号 / アドレスを表示したくない場合は、ビット 6 も「1（管
理者モードでのみ設定可能）」を指定してください。

（※ 2）「アドレス入力」で直接相手先を指定した場合は「1（表
示しない）」に設定していても相手先が表示されます。

文字入力画面の［削除］キーの削除方式を指

定する（モード 478）

文字入力画面の［削除］キーの削除方法を指定します。

カーソルを合わせている文字を削除する方法と、カーソルの前
の文字を削除する方法の 2 とおりから選択できます。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。

2,1,0 ---------------------- 000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   ０ ０ ０ ０ （HEX：00）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7 文字入力画面の
［削除］キーの
削除方式の指定

0 カーソルを合
わせている文
字を削除

p. 13-3

1 カーソルの前
の文字を削除

6,5,4,
3,2,1,

0

---------------------- 0000000 ※本機能の設
定では、これ
らのビットは
変更しないで
ください。

----------

ビット 内容 状態 説明 参照ページ
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ユーザ認証をスキャン機能のみに限定する

（モード 479）

ユーザ認証を【ファクス / スキャン】、【拡張スキャン】を押し
たときのみに限定できます。

購入時の状態

指定のしかた

薄いグレーの部分は、購入時の状態です。

スキャン機能に限定した
ユーザ認証を行う場合、管
理者保守の［部門 / 認証］

で認証形態を［外部サーバ］
に指定してください。外部
サーバ認証設定について詳
しくは、「ユーザーズガイド 
コピー機能編」をごらんく
ださい。

モード 479 については、

「指定のしかた」に記述され
ている以外の状態には指定
しないでください。

ビット ７ ６ ５ ４   ３ ２ １ ０

状態 ０ ０ ０ ０   ０ ０ ０ ０ （HEX：00）

ビット 内容 状態 説明 参照ページ

7,6,5 ---------------------- 000 ※本機能の設定
では、これらの
ビットは変更し
ないでくださ
い。

----------

4,3,2,1,
0

ファクス、ス
キャン機能に認
証を限定する

11001 限定する ----------

00000 限定しない
10 設定メニュー



第 11 章

Tigris_FAX_J.book  Page 1  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
第 11章 PageScope Web Connection を

使って設定する
11
デバイス管理ユーティリティの PageScope Web Connection へアクセスする方法と、
本機の設定変更を説明します。
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11.1 PageScope Web Connection で設定できる項目

PageScope Web Connection は、デバイスに内蔵されている
HTTP サーバが提供するデバイス管理ユーティリティです。
ネットワークに接続しているパソコンで Web ブラウザを起動
し、PageScope Web Connection へアクセスして本機の設定を
変更できます。

設定を変更するのに本機まで行かなくても、手元のパソコン上
から手軽に操作できる上、漢字の入力などもスムーズなので便
利です。

ファクス機能に関して設定できる項目は以下のとおりです。

PageScope Web Connection には誰でもアクセスできるユーザ
モードと管理者番号の入力が必要な管理者モードがあります。
それぞれのモードで設定できる項目が異なります。

ファクス / スキャナ登録（ユーザモード）

システム（管理者モード）

項目 説明

ワンタッチ登録 ワンタッチにファクスの宛先を登録します。
登録したデータの変更、削除もできます。ま
た、インデックス名称の変更ができます。

ファクスプログラム
登録

ワンタッチにファクスプログラムを登録しま
す。宛先のみを登録するワンタッチと違い、
送信条件を登録したり複数の宛先を登録する
ことができます。登録したデータの変更、削
除もできます。

項目 説明

ユーザチョイス 5 受信したファクスの出力トレイを設定できま
す。

ユーザチョイス 6 優先画面を設定できます。
PageScope Web Connection を使って設定する



11.1 PageScope Web Connection で設定できる項目

11

Tigris_FAX_J.book  Page 3  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
ファクス / スキャナ登録（管理者モード）

ネットワーク（管理者モード）

項目 説明

ワンタッチ登
録

エクスポート 本機のワンタッチに登録していた
ワンタッチのデータをまとめてエ
クスポートし、ファイルとして保
存します。

インポート コンピュータ上に保存されている
エクスポートデータからワンタッ
チのデータをまとめてインポート
します。

初期設定 本機に接続している回線の情報を
設定します。

発信元登録 相手先で出力する用紙の先端にこ
ちらの名前やファクス番号、アド
レスなど入力した文字をプリント
します。
この発信元の名称を登録します。

送信設定 送信時の各種初期値を設定します。

受信設定 ファクスを受信したとき、プリン
トを行う時刻や曜日などを指定し
ます。

ファクス設定 回線種別やダイアルインなどの
サービス機能を設定します。

送信文書 管理者転送先を設定します。

受信文書 受信した文書の処理や転送につい
て設定します。

レポート出力設定 結果レポートや通信管理レポート
の出力条件を設定します。

項目 説明

共通設定 TCP/IP 本機をネットワーク上で使用する
ために必要な設定を行います。

メール／イン
ターネット
ファクス

その他 その他送信に関する設定を行いま
す。

IP 中継設定 IP 中継送信を行うための設定を行

います。
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11.2 PageScope Web Connection の使い方

動作環境

アクセス方法

PageScope Web Connection へは、Web ブラウザを使用して直
接アクセスできます。

SSL/TLS を有効に設定した

あとの URL は、

https:// ＜本機の IP アドレ

ス＞ / になります。「http://」
と入力しても自動的に
「https://」へ転送されます。

（セキュリティ強化モードが
設定されている場合は、
SSL は強制的に有効になり

ます。）

A Web ブラウザを起動します。

B URL フィールドに、本機の IP アドレスを入力して
［Enter］キーを押します。

http:// ＜本機の IP アドレス＞ /
（例）本機の IP アドレスが 192.168.1.20 の場合
http://192.168.1.20/

PageScope Web 
Connection は、デバイスに

内蔵されている HTTP サー

バが提供する、デバイス管
理用ユーティリティです。
ネットワーク上のパソコン
で Web ブラウザを起動し、
PageScope Web 
Connection へアクセスし

て、本機の設定を変更でき
ます。

PageScope Web 
Connection でアクセスする

ときは、プロキシサーバを
使用しないでください。

ひとこと

本機の設定で TCP/IP の使

用を禁止している場合は、
PageScope Web 
Connection は使用できませ

ん。

ネットワーク Ethernet（TCP/IP）

パソコン側のアプリ
ケーション

Windows98SE/Me/NT4.0 の場合 :
Microsoft Internet Explorer 4 以降、

Netscape Navigator 4.73 もしくは 7.0
Windows2000 の場合 :
Microsoft Internet Explorer 5 以降、
Netscape Navigator7.0
WindowsXP の場合 :
Microsoft Internet Explorer 6 以降、
Netscape Navigator7.0
*Microsoft Internet Explorer 5.5 ではワン

タッチのエクスポート機能が正常に動作し
ないことがあります。Microsoft Internet 
Explorer 5.5ServicePack1 以降を使用してく

ださい。
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ユーザ認証を行っているときは

ユーザ認証または外部サーバ認証を行っているときは、以下の
画面が表示されます。

ユーザ名とパスワードを入力し、［ログイン］をクリックしてく
ださい。

ひとこと

• ユーザ認証について詳し
くは、「ユーザーズガイド 
コピー機能編」をごらん
ください。

• ユーザ名とパスワードは
ネットワーク管理者に問
い合わせてください。

• セキュリティ強化モード
またはソフトウェア
DIPSW でアクセスロック

が設定されている場合は、
パスワード入力を 3 回失

敗すると、本機がロック
され、操作できなくなり
ます。操作できなくなっ
た場合は、本機管理者に
連絡してください。セ
キュリティ強化モードま
たはソフトウェア DIPSW
のアクセスロック設定に
ついて詳しくは、「ユー
ザーズガイド コピー機能

編」をごらんください。
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画面の構成

PageScope Web Connection へのアクセス直後に表示される画
面は「ユーザモード」と呼ばれる画面で、誰でも閲覧できます。

PageScope Web Connection の画面は、以下のように構成され
ています。

「管理者パスワード」にパス
ワードを入力することで
「管理者モード」と呼ばれる
画面に入ることができます。
詳しくは、「管理者モードへ
のログイン方法」（p. 11-7）
をごらんください。

ひとこと

•「ボックス」タブは、オプ
ションの HDD が装着さ

れている場合のみ表示さ
れます。

•「ファクス / スキャナ登

録」タブは、オプション
の FAX キットが装着され

ている場合の表示です。
FAX キットが装着されて

いない状態では「スキャ
ナ登録」となります。

No. 項目 説明

1 KONICA MINOLTA ロゴ

マーク

ロゴマークをクリックすると、以
下のサイト（KONICA MINOLTA の
サイト）へジャンプします。
http://konicaminolta.com

2 PageScope Web 
Connection ロゴマーク

ロゴマークをクリックすると、
バージョンが表示されます。

3 管理者モードへのログイ
ン

管理者モードにログインできます。

4 ステータス表示 本機プリンタ部分と本機スキャナ
部分の状態が、アイコンで表示さ
れます。

5 メッセージ表示 本機にエラーが発生している場合
に、トラブル／エラーの状態とエ
ラーの内容が表示されます。

41

3

7 8

2 56 9
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管理者モードへのログイン方法

ユーザモードと管理者モードの切換えを行います。システム設
定やネットワーク設定などを行うには、管理者モードに入る必
要があります。

A 本機の管理者パスワードを入力し、［ログイン］をク
リックします。

6 タブ 表示する項目のカテゴリを選択し
ます。ユーザモードでは、以下の
タブが表示されます。
・システム
・ジョブ
・ボックス
・プリント
・ファクス / スキャナ登録

7 メニュー 選択されたタブにおける情報およ
び設定が表示されます。タブの選
択により、ここに表示されるメ
ニューが異なります。

8 情報、設定の表示 メニューで選択されている項目の
内容が表示されます。

9 ユーザ認証のログアウト ユーザ認証をログアウトできます。

No. 項目 説明
PageScope Web Connection を使って設定する 11-7
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管理者モードの画面に切り換わります。

ユーザモードにもどる場合は、［ログアウト］をクリックしま
す。

原則

管理者モードにログインしているときは、本機の操作パネルがロック
され、操作できなくなります。
本機の状態によっては、管理者モードにログインできない場合があり
ます。
管理者モードにログインした状態で、操作が 10 分間行われないと、自

動的にタイムアウトとなり、管理者モードでの操作ができなくなりま
す。
PageScope Web Connection を使って設定する



11.2 PageScope Web Connection の使い方

11

Tigris_FAX_J.book  Page 9  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
Web ブラウザのキャッシュ機能について

Web ブラウザにキャッシュ機能があるため、PageScope Web 
Connection で画面を表示しても最新の情報が表示されない場合
があります。また、キャッシュ機能を使用したときに問題が起
こる場合があります。

PageScope Web Connection 使用時は、Web ブラウザでキャッ
シュ機能を無効にしてください。

ひとこと

Web ブラウザのバージョン

によっては、メニューや項
目名が異なる場合がありま
す。詳しくは Web ブラウザ

のヘルプをごらんください。

原則

キャッシュ機能を有効にしたまま使用すると、管理者モードでタイム
アウトになったあと、再度アクセスしてもタイムアウト表示になるこ
とがあります。この場合でも、本機の操作パネルがロックされ操作で
きなくなるため、電源の再投入が必要になります。このような問題を
避けるために、キャッシュ機能を無効にしてください。

Internet Explorer の場合

A 「ツール」メニューから「インターネットオプション」
を選択します。

B 「全般」タブで「インターネット一時ファイル」の［設
定］をクリックします。

C 「ページを表示するごとに確認する」を選択し、［OK］
をクリックします。

Netscape の場合

A 「編集」メニューから「設定」を選択します。

B 左側の「カテゴリ」で「詳細」－「キャッシュ」を選
択します。

C 「キャッシュにあるページとネットワーク上のページの
比較：」で「ページにアクセスするたび」を選択しま
す。
PageScope Web Connection を使って設定する 11-9



11-1

Tigris_FAX_J.book  Page 10  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
11.3ワンタッチ登録（ユーザモード）

ファクスの送信先をワンタッチに登録します。ワンタッチには、
メイン宛先と、送れなかったのための予備アドレスであるサブ
宛先の 2 つを設定できます。

インデックスに名称を付けることもできます。

原則

本機には 36 個のインデックスがあり、それぞれのインデックスには

15 個までのワンタッチおよびファクスプログラムを登録できます。

インデックスに名前を付ける

A ［ファクス / スキャナ登録］タブをクリックします。

B ［ワンタッチ登録］をクリックします。

C 「インデックス」から名前を付けるインデックス（枠の
中央部分）をクリックします。

選択したインデックスに保存されているワンタッチが
画面下半分に表示されます。
0 PageScope Web Connection を使って設定する
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D インデックス名を入力し、［適用］をクリックします。

インデックス名が画面上半分のインデックス一覧に表
示されます。

ワンタッチに登録する

A ［ファクス / スキャナ登録］タブをクリックします。

B ［ワンタッチ登録］をクリックします。

C 「インデックス」からワンタッチを登録するインデック
ス名をクリックします。

選択したインデックスに保存されているワンタッチが
画面下半分に表示されます。

ひとこと

入力できる文字数は、半角
8 文字（全角 4 文字）以内

です。
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D 登録されていないワンタッチをクリックします。

E ファクス（G3-1）送信、またはファクス（G3-2）送信
を選択します。

ひとこと

• 登録されていないワン
タッチは「---」と表示さ

れています。
• ワンタッチの内容を変更
するときは、変更するワ
ンタッチをクリックしま
す。

• ワンタッチを削除すると
きは、削除するワンタッ
チをクリックしてから
［削除］をクリックしま
す。

• ファクスプログラムはク
リックしても選択できま
せん。

オプションの回線拡張キッ
トをご利用のときは、一般
加入電話回線を 2 回線ご利

用できます。ファクス
（G3-1）、ファクス（G3-2）
のどちらかのポートを選択
してください。

ひとこと

本機の設定により、特定の
通信モードが選択できない
場合があります。詳しくは
本機管理者に確認してくだ
さい。
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F それぞれの項目を設定します。

G ［適用］をクリックします。

ワンタッチが登録されます。

ひとこと

すでに設定されている F
コードパスワードを変更す
る場合、［パスワード変更］
を押します。

項目 説明

相手先名 ワンタッチに表示される相手先の名称を入力
します。入力できる文字数は半角 12 文字

（全角 6 文字）以内で、全角と半角を混在し

て入力することができます。
例：東京 br

読み仮名 相手先の読み仮名を半角 12 文字以内で入力

します。入力しない場合は操作パネルでのワ
ンタッチ検索ができません。

相手先番号 相手先のファクス番号を入力します。入力で
きる文字数は半角 64 文字以内です。

海外通信 海外に送信するときに「する」を選択します。

速度 通信速度を設定します。

F コード（SUB）
F コード（SEP）

F コードを利用するとき、F コードを入力し

ます。

F コードパスワード

（SID/PWD）

F コードパスワード

（SID/PWD）再入力

F コードのパスワードを入力します。
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サブ相手先を登録する

ワンタッチの相手先には、万一送信できなかったときの送信先
として「サブ相手先」を設定できます。

A ワンタッチの設定内容を入力する画面で［サブ相手先
登録］をクリックします。
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B サブ相手先の通信モードを選択し、［次へ］をクリック
します。

C それぞれの項目を入力し、［適用］をクリックします。

項目の説明は「ワンタッチに登録する」（p. 11-11）
をごらんください。

ひとこと

本機の設定により、特定の
通信モードが選択できない
場合があります。詳しくは
本機管理者に確認してくだ
さい。

ひとこと

• 相手先名はメイン相手先
と同じ内容が表示されま
す。その他の項目を設定
してください。

• すでに設定されている F
コードパスワードを変更
する場合、［パスワード変
更］を押します。
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11.4ファクスプログラム登録（ユーザモード）

ワンタッチにファクスプログラムを登録します。宛先のみを登
録するワンタッチと違い、送信条件を登録したり複数の宛先を
登録することができます。登録したデータの変更、削除もでき
ます。

原則

本機には 30 個までのファクスプログラムを登録できます。ワンタッチ

とファクスプログラムの合計数が 540 個を超えないようにしてくださ

い。

ファクスプログラムを登録する

A ［ファクス / スキャナ登録］タブをクリックします。

B ［ファクスプログラム登録］をクリックします。

C 「インデックス」からファクスプログラムを登録するイ
ンデックス名をクリックします。

選択したインデックスに保存されているワンタッチが
画面下半分に表示されます。

D 登録されていないワンタッチをクリックします。
ひとこと

• 登録されていないワン
タッチは「---」と表示さ

れています。
• プログラムの内容を変更
するときは、変更するワ
ンタッチをクリックしま
す。

• プログラムを削除すると
きは、削除するワンタッ
チをクリックしてから
［削除］をクリックしま
す。

• ファクスプログラム以外
のワンタッチはクリック
しても選択できません。
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E それぞれの項目を入力します。
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ひとこと

ファクスプログラムの宛先
を指定するには、あらかじ
めワンタッチで宛先を登録
しておいてください。

PageScope Web 
Connection では、F コード

による親展送信を設定して
あるワンタッチをプログラ
ムに登録できません。
親展送信に設定してあるワ
ンタッチを登録するときは、
操作パネルでプログラム登
録を行ってください。

発信元登録については、「名
前を登録する（発信元名）」
（p. 10-24）をごらんくださ

い。

項目 説明

プログラム名 ワンタッチに表示されるプログラムの名称を
入力します。入力できる文字数は半角 12 文

字（全角 6 文字）以内で、全角と半角を混在

して入力することができます。
例：東京 br

読み仮名 プログラム名の読み仮名を半角 12 文字以内

で入力します。入力しない場合は操作パネル
でのワンタッチ検索ができません。

プログラム種別 「送信」を選択します。

相手先 プログラムの相手先を指定します。［相手先選
択］をクリックして登録済みのワンタッチに
チェックマークを付けて選択し、［適用］をク
リックします。

画質

画質 解像度を選択します。

濃度 濃度を選択します。

倍率 倍率設定を選択します。
自動倍率：相手先の用紙に合わせて自動的に
拡大、縮小します。
縮小禁止：スキャンした原寸の倍率で送信し
ます。

原稿サイズ指定 スキャン時の原稿サイズを指定します。

メニュー 1

発信元 出力する用紙の先端にこちらの名前やファク
ス番号、アドレスなど入力した文字をプリン
トします。

宛名差込み 用紙の先端に宛先名をプリントするかどうか
を選択します。

結果レポート 送信結果のレポートをどの条件で出力するか
を選択します。
装置設定：管理者保守で設定した内容で出力
します。
出力する：送信結果に関係なく出力します。
不達のとき：不達のときだけ出力します。
出力しない：送信結果に関係なく出力しませ
ん。

2in1 2in1 機能（2 ページを縮小して 1 ページにま

とめる）を使用して送信するかどうかを選択
します。

両面送信 両面送信を行うかどうかを選択します。
機能 ON：両面送信を行います。このとき、

とじ代および原稿セット方向を設定します。
機能 OFF：両面送信を行いません。

回転送信 受信する機器の用紙方向に合わせて画像を回
転させるかどうかを選択します。
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F ［適用］をクリックします。

優先送信 他のジョブよりも優先的に送信を行うかどう
かを選択します。

送信時刻 送信時刻を指定するかどうかを選択します。
「機能 ON」を選択したときは送信時刻を指定

します。

スタンプ 送信済みスタンプを押すかどうかを選択しま
す。

クイック送信 原稿を 1 枚ずつ送信するクイック送信をする

かどうかを選択します。

パスワード送信 パスワードが一致したときだけ送信するパス
ワード送信をするかどうかを選択します。

リモートコピー 部数を指定して送信するリモート送信をする
かどうかを選択します。

メニュー 2 Scan to E-Mail およびインターネットファク

ス送信時に使用するタイトル（メールの題名）
や Reply 先を選択します。詳しくは、「ユー

ザーズガイド ネットワーク／スキャナ機能

編」をごらんください。

項目 説明
PageScope Web Connection を使って設定する 11-19



11-2

Tigris_FAX_J.book  Page 20  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
11.5システム設定（管理者モード）

システムタブでは、本機のシステム構成に関する設定が変更で
きます。

ファクス機能に関連する設定は、以下の項目です。

「ユーザチョイス 5」の「ビン割当て」

「ユーザチョイス 6」の「優先初期画面」と「優先ファク

ス画面」

「管理者設定」の「ワンタッチ変更禁止」と「通信管理

データメールアドレス」

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［システム］タブをクリックします。

B ［ユーザチョイス 5］をクリックします。

C ファクス出力の用紙トレイを設定します。

D ［ユーザチョイス 6］をクリックします。

E 「優先初期画面」と「優先ファクス画面」を設定しま
す。

F ［適用］をクリックします。

G ［管理者保守］をクリックします。

H ［管理者設定］をクリックします。

I 「ワンタッチ変更禁止」を設定します。

ユーザ設定でのワンタッチの登録・変更を禁止する

場合は、［する］を選択します。

ユーザ設定でのワンタッチの登録・変更を許可する

場合は、［しない］を選択します。

J 「通信管理データメールアドレス」を設定します。

コンピュータのメールアドレスを設定します。CSV
ファイル形式の通信管理レポートが設定されたメー
ルアドレスに送信されます。

K ［適用］をクリックします。
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11.6エクスポート／インポート（管理者モード）

エクスポートする

本機のワンタッチに登録されているデータをファイルとしてエ
クスポート（書き出し）します。

エクスポートには以下の 4 つのモードがあります。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［ワンタッチ登録］の［エクスポート］をクリックしま
す。

C エクスポートするフォーマットを選択し、［実行］をク
リックします。

エクスポートしたデータは
UTF-8 の文字コードで書き

出されます。編集する場合
は UTF-8 で行ってくださ

い。

ひとこと

モード 3、モード 4 で書き

出したときはデータの構造
を変更しないでください。

項目 説明

モード 1 相手先情報を編集するときに選択します。
ファクスプログラムのデータを含むフル
フォーマットでデータを書き出します。

モード 2 相手先情報を編集するときに選択します。
ファクスプログラムのデータを含まない簡易
フォーマットでデータを書き出します。

モード 3 相手先情報をバックアップするときに選択し
ます。ファクスプログラムのデータを含むフ
ルフォーマットでデータを書き出します。

モード 4 相手先情報をバックアップするときに選択し
ます。ファクスプログラムのデータを含まな
い簡易フォーマットでデータを書き出します。
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D ［保存］をクリックします。

E 保存先のディレクトリを設定します。ファイル名を変
更することもできます。

F ［保存］をクリックします。

指定したディレクトリにエクスポートしたデータが保
存されます。

インポートする

コンピュータ上のファイルから、ワンタッチのデータを本機に
書き込みます。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。
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B ［ワンタッチ登録］の［インポート］をクリックしま
す。

C ［参照］をクリックします。

D インポートするファイルを選択し、［開く］をクリック
します。
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E ［実行］をクリックします。

ワンタッチのデータがインポートされます。
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11.7回線の設定（管理者モード）

本機に接続している回線の情報を設定できます。

設定できる内容は以下のとおりです。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

B ［初期設定］をクリックします。

C それぞれの項目を設定し、［適用］をクリックします。

項目 説明

自局 ID 相手先ファクスの管理レポートやパネルに表示さ
れる文字を入力します。受信側でどこから送信さ
れたファクスであるか確認しやすくなります。

自局電話番号情
報

こちらの電話番号、構内交換機の有無、回線種別
など、ファクス通信に必要な情報を登録します。
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11.8発信元登録

ファクス送信時に出力する用紙の先端にこちらの名前やファク
ス番号、アドレスなど入力した文字をプリントします。

この発信元の名称を登録します。複数の発信元を登録できるの
で、相手先や部門ごとに名前を使い分けることができます。登
録した発信元名は登録と同じ手順で変更することができます。

原則

• 登録できる発信元名は最大 8 個です。

• 入力できる文字数は半角 40 文字（全角 20 文字）以内です。

• 入力文字の半角と全角は混在させることはできません。すべて
半角、またはすべて全角で入力してください。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［発信元登録］をクリックします。

C 入力文字の種類を［半角］または［全角］から選択し
ます。

D 発信元名を入力し、［適用］をクリックします。

E ［OK］をクリックします。
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11.9送信設定（管理者モード）

送信設定

送信に関する初期値を設定します。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［送信設定］をクリックします。

項目 説明

画質 / モード

優先画質 操作終了後に戻る画質の初期値を設定します。

優先濃度 操作終了後に戻る濃度の初期値を設定します。

通信モード 操作終了後に戻る通信モードの初期値を設定
します。

通信メニュー

送信 送信方法を選択します。
メモリ送信：原稿をすべて読込んでから送信
します。
クイック送信：原稿を 1 枚ずつ送信します。

発信元 発信元名の付けかたを選択します。
付けない：発信元名を付けません。
原稿内：原稿内に発信元名をプリントします。
原稿外：原稿外に発信元名をプリントします。

発信元選択 発信元名を選択します。

回転送信 操作終了後に回転送信をする / しないのどち

らに戻すかを設定します。

両面送信 操作終了後に両面送信をする / しないのどち

らに戻すかを設定します。

原稿とじ代 両面送信するときの、原稿のとじ代を設定し
ます。

リダイアル

オートリダイアル回
数

相手先が話し中のとき、何回リトライするか
を入力します。

オートリダイアル間
隔

相手先が話し中のとき、何分おきにリトライ
するかを入力します。
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C それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。
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通信モード

通信モードを個別に、有効にするか無効にするかを指定します。

無効に指定された通信モードは、本機操作パネルや PageScope 
Web Connection の画面に表示されなくなります。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［送信設定］の［通信モード］をクリックします。

C それぞれの通信モードを［有効］または［無効］に設
定し、［適用］をクリックします。

ひとこと

登録済みのワンタッチは、
無効の通信モードが設定さ
れていてもそのまま通信で
きます。
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11.10受信設定（管理者モード）

ファクスを受信するとき、オフモード（受信してもすぐにプリ
ントしない設定）にして、プリントを行う時刻や曜日などを個
別に指定します。

プリントを行う時刻を規制することで、深夜に受信したファク
スなどを安全に受け取ることができます。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［受信設定］をクリックします。

ひとこと

パスワードを入力してファ
クスをプリントする方法に
ついて、詳しくは「手動で
プリントをする」（p. 10-
38）をごらんください。

項目 説明

時刻指定 受信したファクスをすぐにプリントせず、時
刻を指定してプリントするかどうかを選択し
ます。
する：指定した曜日や時間帯に受信したファ
クスをまとめてプリントします。曜日、開始
時刻、終了時刻を設定してください。
しない：ファクスを受信するとすぐにプリン
トします。

開始時刻 受信したファクスをプリントする開始時刻を
入力します。

終了時刻 受信したファクスをプリントする終了時刻を
入力します。

曜日 指定した時刻でプリントを行う曜日を選択し
ます。

プリント制御パス
ワード

指定した時刻以外に受信したファクスをプリ
ントするときに使用するパスワードを 4 桁の

数字で設定します。パスワードを変更する場
合は、［パスワード変更］を押して設定しま
す。
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C それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。
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11.11ファクス設定（管理者モード）

回線種別やダイアルインなどのサービス機能を設定します。

ナンバディスプレイ

ナンバディスプレイは NTT 東日本・NTT 西日本が提供するサー
ビスで、発信時に電話番号を相手先に通知する機能です。この
サービスを利用し、相手先から通知される電話番号ごとに着信
を拒否したりすることができます。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［ファクス設定］の［ナンバディスプレイ］をクリック
します。

項目 説明

ナンバディスプレイ
機能

ポートごとにナンバディスプレイ機能を［利
用する］または［利用しない］で設定します。

ナンバディスプレイ
番号表示

ナンバディスプレイで通知された着信番号を、
表示［する］または［しない］で設定します。

着信拒否登録 ナンバディスプレイ機能を利用し、特定の電
話番号からの着信や公衆電話からの着信など
を拒否することができます。着信拒否する相
手先は最大 5 箇所まで登録できます。
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C それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。
ひとこと

「ポート 2」は、オプション

の回線拡張キットをご利用
のときのみ表示されます。
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ダイアルイン

ダイアルインは NTT 東日本・NTT 西日本 が提供するサービス
で、一つの回線で複数の電話番号を使用することができます。
ここでは、ダイアルインを利用するための設定を変更します。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［ファクス設定］の［ダイアルイン］をクリックしま
す。

ひとこと

「ポート 2」は、オプション

の回線拡張キットをご利用
のときのみ表示されます。

C それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。

項目 説明

ダイアルイン機能 ポートごとにダイアルイン機能を［利用する］
または［利用しない］で設定します。

ダイアルイン番号 ダイアルイン番号を入力します。
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受信機能

ファクスの着信のしかたと自動着信するまでの呼出音の回数を
設定します。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［ファクス設定］の［受信機能］をクリックします。

C それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。

ひとこと

• 着信回数を 10 回以上に設

定すると、送信側の装置
によっては、着信できな
くなることがあります。

• オプションのハンドセッ
トをご利用の場合は、「自
動 - FAX 優先」、「自動 - 
電話優先」、「手動 - 電話

専用」、「手動 - 留守電接

続」が選択できます。

項目 説明

着信方式 設定する着信方式を［自動］または［手動］
で選びます。
［自動］：自動着信に設定するときに押します。
［手動］：手動受信に設定するときに押します。

着信回数設定 自動着信するまでの呼出回数を入力します。
呼出回数は、1 ～ 20 回の範囲で設定できま

す。
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パスワード通信

送信側と受信側であらかじめ登録しておいたパスワードが一致
したときだけ、ファクスの送信や受信を行う機能をパスワード
通信（パスワード送信とパスワード受信）といいます。ここで
は、パスワード通信をするために必要となる、通信パスワード
の設定のしかたを説明します。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［ファクス設定］の［パスワード通信］をクリックしま
す。

C それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。

通信パスワードは、パス
ワード送信するときやパス
ワード受信するときに使い
ます。詳しくは「パスワー
ドを付けて送信する（パス
ワード送信）」（p. 6-21）、
「パスワードで受信する（パ
スワード受信）」（p. 7-2）を

ごらんください。

項目 説明

現在のパスワード 現在の通信パスワードを 2 桁の数字で入力し

ます。

新しいパスワード 変更後の通信パスワードを 2 桁の数字で入力

します。

新しいパスワード再
入力

変更後のパスワード確認するために再入力し
ます。
6 PageScope Web Connection を使って設定する



11

Tigris_FAX_J.book  Page 37  Friday, July 21, 2006  10:04 AM
11.12文書管理（管理者モード）

文書を受信したときの処理の方法を設定します。

F コード

F コードごとに文書を受信するように設定できます。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［受信文書］の［F コード］をクリックします。

項目 説明

F コード 文書の処理を行う F コードを入力します。

F コードパスワード 文書の処理を行う F コードのパスワードを入

力します。

F コードパスワード

再入力

F コードパスワードを再入力します。

リモート入力チェッ
ク

F コードパスワードによる閲覧制限をすると

きに「する」を設定します。

受信文書の扱い 指定した Ｆコードの受信文書をどのように処
理するかを選択します。
プリント：プリントします。
転送：指定した宛先にデータを転送します。
プリントと転送：プリントを行い、同時に指
定した宛先にデータを転送します。

転送先 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合に
設定します。
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C F コードの欄をクリックします。

登録されていない F コードは「---」と表示されてい

ます。

ひとこと

すでに設定されている F
コードパスワードを変更す
る場合、［パスワード変更］
を押します。

D それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。
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ナンバディスプレイ

ナンバディスプレイを設定している場合、相手先の番号ごとに
文書を受信するように設定できます。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［受信文書］の［ナンバディスプレイ］をクリックしま
す。

項目 説明

ナンバディスプレイ 文書の処理を行う相手先番号を入力します。

受信文書の扱い 指定した相手先番号をどのように処理するか
を選択します。
プリント：プリントします。
転送：指定した宛先にデータを転送します。
プリントと転送：プリントを行い、同時に指
定した宛先にデータを転送します。

転送先 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合に
設定します。
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C ナンバディスプレイ番号の欄をクリックします。

登録されていないナンバディスプレイは「---」と表

示されています。

D それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。
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ダイアルイン

ダイアルインを設定している場合、ダイアルイン番号ごとに文
書を受信するように設定できます。

設定できる内容は以下のとおりです。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［受信文書］の［ダイアルイン］をクリックします。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で指

定以外の相手先からの受信
を拒否している場合、ダイ
アルイン番号での文書受信
設定はできません。ソフト
ウェア DIPSW について詳

しくは、「機能の状態を設定
する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）をご

らんください。

項目 説明

ダイアルイン番号 文書の処理を行うダイアルイン番号を入力し
ます。

受信文書の扱い 指定したダイアルイン番号をどのように処理
するかを選択します。
プリント：プリントします。
転送：指定した宛先にデータを転送します。
プリントと転送：プリントを行い、同時に指
定した宛先にデータを転送します。

転送先 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合に
設定します。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。
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C ダイアルイン番号の欄をクリックします。

登録されていないダイアルインは「---」と表示され

ています。

D それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。
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回線ごとに受信した文書の処理を設定する

本機では、文書を受信したときの回線ごとに、受信した文書の
プリントや転送などの処理を設定することができます。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［受信文書］の［ポート］をクリックします。

項目 説明

振り分け条件 選択した回線の文書の処理を行うかどうかを
選択します。
指定する：受信した文書の保存先や転送先を
設定します。
指定しない：受信した文書の処理を行いませ
ん。

受信文書の扱い 振り分け条件で「指定する」を選択した場合、
受信文書をどのように処理するかを選択しま
す。
転送：指定した宛先にデータを転送します。
プリント：プリントします。
プリントと転送：プリントを行い、同時に指
定した宛先にデータを転送します。

転送先 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合に
設定します。［転送先選択］をクリックし、転
送先のアドレスを選択して、［適用］をクリッ
クします。
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C ポート名（G3）をクリックします。

D それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。

ひとこと

• オプションの回線拡張
キットをご利用のときは、
一般加入電話回線を 2 回
線ご利用できます。［G3-
1］（ポート 1）、［G3-2］
（ポート 2）のポートごと

に設定してください。
• ネットワーク経由（イン
ターネットファクスなど）
で受信した文書について
設定する場合は、［ネット
ワーク］を選択してくだ
さい。

• ソフトウェア DIPSW で

指定以外の相手先からの
受信を拒否している場合、
［ネットワーク］のみ設定
が可能です。ソフトウェ
ア DIPSW について詳し

くは、「機能の状態を設定
する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
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その他受信した文書の処理を設定する

ポート以外の回線から受信した文書の処理方法を設定します。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［受信文書］の［上記以外の一般文書］をクリックしま
す。

C それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。

ひとこと

ソフトウェア DIPSW で指

定以外の相手先からの受信
を拒否している場合、ポー
ト以外の回線からの文書受
信設定はできません。ソフ
トウェア DIPSW について

詳しくは、「機能の状態を設
定する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）をご

らんください。

項目 説明

受信文書の扱い 振り分け条件で「指定する」を選択した場合、
受信文書をどのように処理するかを選択しま
す。
強制メモリ受信：強制的にメモリ受信します。
転送：指定した宛先にデータを転送します。
プリント：プリントします。
プリントと転送：プリントを行い、同時に指
定した宛先にデータを転送します。

転送先 受信文書の扱いで「転送」を選択した場合に
設定します。［転送先選択］をクリックし、転
送先のアドレスを選択して、［適用］をクリッ
クします。
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11.13レポート出力設定（管理者モード）

送信結果レポートおよび通信管理レポートの出力条件を設定し
ます。

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。

A 管理者モードで［ファクス / スキャナ登録］タブをク
リックします。

B ［レポート出力設定］をクリックします。

C それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。

• 通信管理レポートを「出
力する」に設定している
場合、通信管理レポート
出力時にレポートの内容
を CSV 形式で出力し、管

理者にメール送信できま
す。通信管理レポートの
内容をデータで管理した
い場合は管理者のメール
アドレスを設定してくだ
さい。

• 管理者のメールアドレス
の設定について詳しくは、
「システム設定（管理者
モード）」（p. 11-20）をご

らんください。

項目 説明

結果レポート
（宛先 1ヶ所のとき）

1 箇所の相手先に送付した結果レポートの出

力について選択します。
出力する：結果に関係なく出力します。
不達のとき：送信できなかったときだけ出力
します。
出力しない：結果に関係なく出力しません。

結果レポート
（宛先 2ヶ所以上のと

き）

複数の相手先に送付した結果レポートの出力
について選択します。
出力する：結果に関係なく出力します。
不達のとき：送信できなかったときだけ出力
します。
出力しない：結果に関係なく出力しません。

通信管理レポート 50 通信ごとに出力される通信管理レポートに

ついて選択します。
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11.14共通設定（管理者モード）

TCP/IP など、本機をネットワーク上で使用する上で必要な設定
を行います。

TCP/IP

設定できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

IP アドレスおよび DNS
サーバアドレスは、先頭の
桁が「0.」「127.」「224 以

上の数字」で始まる IP アド

レスは指定できません。

（*）印の設定を変更した場

合は、本機の主電源スイッ
チを OFF/ON してくださ

い。
主電源を OFF/ON するとき

には、OFF にしたあと、約

10 秒たってから ON にして

ください。すぐに ON にす

ると正常に機能しないこと
があります。

項目 説明

TCP/IP 設定（*） TCP/IP 機能の有効 / 無効を設定します。

DHCP 設定（*） DHCP サーバの有効（自動的に IP アドレスを

取得）または無効（固定の IP アドレスを指定

する）を設定します。

IP アドレス（*） 本機の IP アドレスを設定します。［DHCP 設

定］で「無効」を選択した場合に設定します。

サブネットマスク
（*）

接続するネットワークのサブネットマスクを
入力します。［DHCP 設定］で「無効」を選

択した場合に設定します。

デフォルトゲート
ウェイ（*）

接続するネットワークのデフォルトゲート
ウェイアドレスを入力します。［DHCP 設定］

で「無効」を選択した場合に設定します。

RAW ポート（*） RAW プリント時のポート番号を使用するか

どうかを設定します。

RAW ポート番号 RAW ポート番号を設定します。ポート番号

を 1 ～ 65535 の範囲で入力します。

自装置ドメイン名
（*）

本機のドメイン名を設定します。メールサー
バを経由して、ダイレクトファクス送信を行
う場合に設定してください。

ポート番号（*） 自装置ドメインのポート番号を 1 ～ 65535 の

範囲で入力します。

DNS 設定 DNS（Domain Name System）を「使う／使

わない」を設定します。
ネットワーク内に DNS サーバを使用してい

る場合は「使う」に、使用していない場合は
「使わない」に設定します。
ネットワークの環境については、ネットワー
ク管理者に問い合わせてください。

ホスト名 本機のホスト名を設定します。
入力内容はネットワーク管理者に問い合わせ
てください。DNS 設定で「使う」を選択した

場合に設定します。

ドメイン名 DNS サーバのドメイン名を設定します。

入力内容はネットワーク管理者に問い合わせ
てください。DNS 設定で「使う」を選択した

場合に設定します。

DNS サーバアドレス

1 ～ 3
DNS サーバの IP アドレスを設定します。

入力内容はネットワーク管理者に問い合わせ
てください。DNS 設定で「使う」を選択した

場合に設定します。
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A 管理者モードで［ネットワーク］タブをクリックしま
す。

B ［共通設定］の［TCP/IP］をクリックします。

DNS 問合せタイムア

ウト

DNS サーバへの問合せのタイムアウト時間を

選択します。20/40/80/160/320/640 秒から選

択できます。

SLP 設定（*） SLP（Service Location Protocol）機能の有効

/ 無効を設定します。

LPD 設定（*） LPD（Line Printer Daemon）機能の有効 / 無
効を設定します。

項目 説明

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。
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C それぞれの項目を設定し、 ［適用］をクリックします。

D （*）印の項目を変更した場合は、本機の主電源スイッ
チを OFF/ON します。

主電源を OFF/ON するとき

には、OFF にしたあと、約

10 秒たってから ON にして

ください。すぐに ON にす

ると正常に機能しないこと
があります。
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11.15メール／インターネットファクス（管理者モード）

Scan to E-Mail およびインターネットファクスを送受信するため
の設定を行います。

ここでは、以下の内容を設定できます。

その他

以下の内容を設定できます。

項目 説明

POP3 インターネットファクスを受信するための、
POP3 サーバの設定を行います。詳しくは、

「ユーザーズガイド ネットワーク／スキャナ

機能編」をごらんください。

SMTP Scan to E-Mail を送信するための SMTP サー

バの設定を行います。詳しくは、「ユーザーズ
ガイド ネットワーク／スキャナ機能編」をご

らんください。

タイトル / テキスト Scan to E-Mail およびインターネットファク

ス送信時に使用するタイトル（メールの題名）
および任意テキストの設定を行います。詳し
くは、「ユーザーズガイド ネットワーク／ス

キャナ機能編」をごらんください。

その他 その他送受信に関連する設定を行います。

IP 中継については、「ユー

ザーズガイド 拡張スキャナ

機能編」をごらんください。

項目 説明

結果通知 受信結果を相手先に通知する / しないを設定

します。

受信文書ヘッダ印刷 インターネットファクスの受信文書をプリン
トしたとき、受信文書の 1 ページ目に E-Mail
のヘッダをプリントする / しないを選択しま

す。

送信文書テキスト挿
入

Scan to E-Mail の本文やインターネットファ

クスにテキストを挿入することができます。
しない：テキストを挿入しません。Scan to 
E-Mail の場合は「しない」を選択しても固定

テキストが本文に挿入されます。
固定：あらかじめ本機に保存されている固定
テキストを挿入します。
任意：自由に設定できるテキストを挿入しま
す。

ゲートウェイ送信 ゲートウェイ送信の許可／禁止を設定します。
ダイレクトファクスまたは IP 中継で本機を中

継機として使用するときに、ゲートウェイ送
信を許可にします。
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A 管理者モードで［ネットワーク］タブをクリックしま
す。

B ［メール／インターネットファクス］の［その他］をク
リックします。

C それぞれの項目を設定し、［適用］をクリックします。

D ［OK］をクリックします。

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は、「管理者モードへの
ログイン方法」（p. 11-7）を

ごらんください。
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第 12章 レポートとリスト
12
通信結果や設定状況を確認するリストやレポートの出力方法と、その内容について
説明します。
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12.1送信の状況を確認する（送信管理レポート）

送信管理レポートは、ファクスの文書番号、送信開始日時、所
要時間、相手先、モード、送信済枚数、通信結果、送信容量な
どを確認できます。お買い上げいただいたときの状態では、50
通信ごとに自動的に出力するように設定されています。ここで
は手動でレポートを出力する方法について説明します。

送信管理レポートを出力する

ひとこと

レポートに関する設定を変
更するときは「ユーザーズ
ガイド コピー機能編」、

「PageScope Web 
Connection の使い方」

（p. 11-4）をごらんくださ

い。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

B ［リストプリント］を押します。
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C ［送信管理レポート］を押します。

送信管理レポートが出力されます。

レポートの内容

No. 項目 説明

1 発信元 発信元の名称と番号がプリントさ
れます。

2 レポート出力日時 レポートを出力した日時がプリン
トされます。

3 モード 通信に使用したモードがプリント
されます。表示される内容は以下
のとおりです。
同報：同報送信時
ECM：ECM モード

G3：G3 モード

4 送信機能 送信機能が記号でプリントされま
す。
C ：親展通信

B：ポスト送信

P：ポーリング通信

I：個別ログイン

F：転送時

空白：一般送信（上記以外の送信）

1 2

3 4 5 6 7 8
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5 使用ポート 通信を行ったポートがプリントさ
れます。
1：ポート 1 使用時

2：ポート 2 使用時

空白：シングルポート

6 送信済枚数 送信を完了した原稿の枚数がプリ
ントされます。

7 通信結果 通信結果を表示します。内容は以
下のとおりです。
良好：正常に送信されたとき
相手先話中：相手先が話し中、回
線が混み合っている
相手先無応答：相手先が受信でき
ない状態になっている、相手先が
電話に出ない
中断：中断されたとき
メモリオーバ：メモリオーバに
なったとき
不達：全相手先不達のとき
一部不達：一部の相手先不達のと
き

8 ユーザ / 部門 本体認証のユーザ名または部門名
がプリントされます。

No. 項目 説明
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12.2受信の状況を確認する（受信管理レポート）

受信管理レポートは、文書番号、受信開始日時、所要時間、相
手先、モード、記録済枚数、通信結果などを確認できます。

受信管理レポートを出力する

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

B ［リストプリント］を押します。

C ［受信管理レポート］を押します。

受信管理レポートが出力されます。
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レポートの内容

No. 項目 説明

1 発信元 発信元の名称とアドレスがプリントさ
れます。

2 レポート出力日時 レポートを出力した日時がプリントさ
れます。

3 モード 通信に使用したモードがプリントされ
ます。表示される内容は以下のとおり
です。
ECM：ECM モード

G3：G3 モード

4 受信機能 受信機能が記号でプリントされます。
C ：親展通信

P：ポーリング通信

F：転送時

空白：一般受信（上記以外の受信）

5 使用ポート 通信を行ったポートがプリントされま
す。
1：ポート 1 使用時

2：ポート 2 使用時

空白：シングルポート

6 記録済枚数 プリントした枚数です。

1

3 4 5 6 7 8

2
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7 通信結果 通信結果を表示します。内容は以下の
とおりです。
良好：正常に受信されたとき
相手先話中：相手先が話し中、回線が
混み合っている
相手先無応答：相手先が応答できない
状態になっている、相手先が電話に出
ない
中断：中断されたとき
メモリオーバ：メモリオーバになった
とき
不達：通信が不達のとき
画質不良：通信画質が不良で受信が途
中で終わったとき
通信中：ポーリング受信中のとき
プリント待ち：プリント中のとき

8 ユーザ / 部門 本体認証のユーザ名または部門名がプ
リントされます。

No. 項目 説明
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12.3ワンタッチの登録内容を確認する（ワンタッチリス
ト）

ワンタッチに登録した相手先をプリントし、確認できます。

ワンタッチリストを出力する

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

B ［リストプリント］を押します。

C ［ワンタッチリスト］を押します。

ワンタッチリストが出力されます。
レポートとリスト
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リストの内容

No. 項目 説明

1 発信元 発信元の名称と番号がプリントされま
す。

2 レポート出力日時 レポートを出力した日時がプリントさ
れます。

3 通信モード 登録した通信モードがプリントされま
す。表示される内容は以下のとおりで
す。
ファクス（G3）：G3 ファクスへ送信す

るとき
ファクス（G3-1）：ポート 1 から G3
ファクスへ送信するとき（オプション）
ファクス（G3-2）：ポート 2 から G3
ファクスへ送信するとき（オプション）

1 2

3
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12.4プログラム一覧を出力する（プログラム一覧）

ワンタッチに登録されたプログラムの内容を出力します。

プログラム一覧を出力する

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

B ［リストプリント］を押します。

C ［プログラム一覧］を押します。

D 出力したいプログラムのキーを押します。

プログラム一覧が出力されます。
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リストの内容

プログラムの登録内容が確認できます。
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12.5掲示板の文書を確認する（掲示板一覧）

掲示板に登録された文書の一覧をレポート出力できます。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

B ［リストプリント］を押します。

C ［掲示板一覧］を押します。

掲示板一覧が出力されます。

掲示板については、「掲示板
に文書を登録する」（p. 6-
28）、「掲示板の文書を取出

す（リモート取出し）」
（p. 7-3）、「掲示板を設定す

る」（p. 9-26）をごらんくだ

さい。
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12.6親展ボックスの登録内容を確認する（親展リスト）

親展ボックスの登録内容をレポート出力できます。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

B ［リストプリント］を押します。

C ［親展リスト］を押します。

親展リストが出力されます。

掲示板については、「掲示板
に文書を登録する」（p. 6-
28）、「掲示板の文書を取出

す（リモート取出し）」
（p. 7-3）、「掲示板を設定す

る」（p. 9-26）をごらんくだ

さい。
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12.7機能の設定状況を確認する（設定リスト）

本機の各設定内容を出力します。設定リストは管理者のみが出
力できます。

設定リストを出力する

ひとこと

管理者モードへのログイン
方法は「管理者保守画面を
表示させるには（管理者保
守）」（p. 10-15）をごらん

ください。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押し、管理者モードにロ
グインします。

B ［管理者保守 1］を押します。

C ［リストプリント］を押します。

D ［設定リスト］を押します。

設定リストが出力されます。
4 レポートとリスト
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リストの内容

設定内容が確認できます。

パスワードは「*****」で表示されます。
レポートとリスト 12-15
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13.1文字を入力するには

ワンタッチ登録やパスワードの入力などで文字を入力するとき
に表示される、文字入力画面の操作について説明します。数字
を入力するときはテンキーから直接入力します。

ここでは文字入力画面で入力モードを切換える手順を、本体認
証登録のユーザ名画面で説明します。

A 文字入力画面で入力モード切替キーを押します。

入力モード画面が表示されます。

［半角］が選択されている場
合は、［ひらがな 1］および

［ひらがな 2］は表示されま

せん。

B ［全角］または［半角］を押し、入力モードを選択しま
す。

C ［OK］を押します。

入力モードが選択されます。

ひとこと

• 入力モード切替キーには
選択されている入力モー
ド名（「全－ひらがな 1」
など）が表示されます。

• 文字入力画面によっては
入力モード画面または入
力モード切替キーが表示
されません。
付録
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英数字を入力する

A 入力モード画面で［英数］を押し、［OK］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキー
を押します。

数字はテンキーで入力します。

ひらがなを入力する

入力モード画面の表示方法
については、「文字を入力す
るには」（p. 13-2）をごらん

ください。

A 入力モード画面で［ひらがな 1］を押し、［OK］を押し
ます。

濁音（「がぎぐげご」など）、半濁音（「ぱぴぷぺ

ぽ」）、拗音（「きゃきゅきょ」など）を入力したい
ときは、［ひらがな 2］を押します。

入力モード画面の表示方法
については、「文字を入力す
るには」（p. 13-2）をごらん

ください。

• 入力した文字や数字を修

正する場合は、［ ］、

［ ］で修正する文字

にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字
を入力します。

• 文字の削除のしかたをソ
フトウェア DIPSW で変

更できます。ソフトウェ
ア DIPSW について詳し

くは、「機能の状態を設定
する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
• 入力した文字をすべてク
リアする場合は、【クリ
ア】を押します。

• 大文字を入力する場合は、
［Caps］を押します。

• 大文字入力を解除すると
きは再度［Caps］を押し

ます。
• 文字数が制限を超えると、
最後の文字が入力した文
字に置き換えられます。

ひとこと

設定を取り消すには、［キャ
ンセル］を押します。
付録 13-3
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B 表示されている 50 音表から、入力する文字のキーを押
します。

続けて濁音（「がぎぐげご」など）、半濁音（「ぱぴ

ぷぺぽ」）、拗音（「きゃきゅきょ」など）を入力し
たいときは、［ひらがな 1］を押し入力モードを

［ひらがな 2］に設定します。

C ［確定］を押します。

文字ボックスに入力した文字が表示されます。

• 入力した文字や数字を修

正する場合は、［ ］、

［ ］で修正する文字

にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字
を入力します。

• 文字の削除のしかたをソ
フトウェア DIPSW で変

更できます。ソフトウェ
ア DIPSW について詳し

くは、「機能の状態を設定
する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
• 入力した文字をすべてク
リアする場合は、【クリ
ア】を押します。

• 文字数が制限を超えると、
最後の文字が入力した文
字に置き換えられます。

ひとこと

設定を取り消すには、［キャ
ンセル］を押します。
付録
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カタカナを入力する

入力モード画面の表示方法
については、「文字を入力す
るには」（p. 13-2）をごらん

ください。

A 入力モード画面で［カタカナ 1］を押し、［OK］を押し
ます。

濁音（「ガギグゲゴ」など）、半濁音（「パピプペ

ポ」）、拗音（「キャキュキョ」など）を入力したい
ときは、［カタカナ 2］を押します。

B 表示されている 50 音表から、入力する文字のキーを押
します。

文字ボックスに入力した文字が表示されます。

漢字を入力する

入力モード画面の表示方法
については、「文字を入力す
るには」（p. 13-2）をごらん

ください。

A 入力モード画面で［ひらがな 1］を押し、［OK］を押し
ます。

濁音（「がぎぐげご」など）、半濁音（「ぱぴぷぺ

ぽ」）、拗音（「きゃきゅきょ」など）を入力したい
ときは、［ひらがな 2］を押します。

• 入力した文字や数字を修

正する場合は、［ ］、

［ ］で修正する文字

にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字
を入力します。

• 文字の削除のしかたをソ
フトウェア DIPSW で変

更できます。ソフトウェ
ア DIPSW について詳し

くは、「機能の状態を設定
する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
• 入力した文字をすべてク
リアする場合は、【クリ
ア】を押します。

• 文字数が制限を超えると、
最後の文字が入力した文
字に置き換えられます。

ひとこと

設定を取り消すには、［キャ
ンセル］を押します。
付録 13-5
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B 表示されている 50 音表から、入力する文字のキーを押
します。

続けて濁音（「がぎぐげご」など）、半濁音（「ぱぴ

ぷぺぽ」）、拗音（「きゃきゅきょ」など）を入力し
たいときは、［ひらがな 1］を押し入力モードを

［ひらがな 2］に設定します。

C ［変換］を押します。

変換候補画面が表示されます。

D 表示された候補の中から入力したい漢字のキーを押し
ます。

• 熟語単位で変換できます。
• 入力した文字が、変換の
対象になります。

候補が 9 個以上ある場合に、

［ ］、［ ］のキーが現

れます。

•［ ］を押すと前候補が

表示されます。

•［ ］を押すと次候補が

表示されます。
付録
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E ［OK］を押します。

文字ボックスに確定した文字が表示されます。

入力文字一覧

• 入力した文字や数字を修

正する場合は、［ ］、

［ ］で修正する文字

にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字
を入力します。

• 文字の削除のしかたをソ
フトウェア DIPSW で変

更できます。ソフトウェ
ア DIPSW について詳し

くは、「機能の状態を設定
する（ソフトウェア
DIPSW）」（p. 10-77）を

ごらんください。
• 入力した文字をすべてク
リアする場合は、【クリ
ア】を押します。

• 文字数が制限を超えると、
最後の文字が入力した文
字に置き換えられます。

ひとこと

設定を取り消すには、［キャ
ンセル］を押します。

ひらがなひらがな

カタカナ

英数字／記号
付録 13-7
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13.2スタンプを交換する

済みスタンプが薄くなったら、以下の手順で交換用スタンプに
交換してください。

A 原稿給紙カバーのつまみを引き、原稿給紙カバーを開
きます。

B 原稿ガイドを開きます。

C スタンプを取り出します。

ひとこと

• 済みスタンプ機能を利用
するには、オプションの
ファックス済みスタンプ
ユニットが必要です。

• 交換用スタンプは消耗品
です。ご購入の際は本機
をお買い求めいただいた
販売店またはサービス実
施店でお買い求めくださ
い。
付録
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D 新しいスタンプをセットします。

スタンプの丸い突起を装置側の溝に合わせてセットし
ます。

E 原稿ガイドと原稿給紙カバーを元にもどします。
付録 13-9
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13.3用語集

ファクス通信で一般に使われる用語について説明します。

本機で搭載されていない機能の用語についても説明されている場合があります。

用語 説明

アルファベット
2in1 2 枚の原稿を 1 枚の用紙に集約し、見開きの状態にして送信

する機能のことです。

bps bit per second の略です。

データ伝送の単位で、1 秒間に送るデータ量を表します。

F コード ITU-T（国際電気通信連合）で標準化された T.30 ＊のサブア

ドレスの使い方について、日本通信機工業会が定めた通信手
順のことです。F コード機能をもつファクス間の通信では、

メーカーが異なる場合も、F コードを使用したいろいろな機

能を利用することができます。本機では、掲示板、中継依
頼、親展通信、パスワード送信で F コードを使っています。

（＊通信の規格のことです）

G3 ITU-T（国際電気通信連合）が標準化したファクスの通信

モードのひとつです。通信モードには、G3、G4 がありま

す。G3 は、現在最も多く使われているモードです。

PB プッシュ回線のことです。

あ行 一括送信 宛先、送信時刻、メモリ送信や解像度などの送信条件が同じ
文書がメモリに蓄積されると、指定した時刻にひとつの文書
として自動的に送信されることです。

か行 海外通信 国外の相手と通信をすることです。海外通信モードに設定す
ると、ゆっくりとしたスピードで通信します。国内でも、通
信状態の悪いところへ通信するときは、海外通信モードに設
定しておくと、確実に通信することができます。

解像度 原稿を読み取る細かさのことです。解像度の数値が大きいほ
ど、画質は細かくなり、送信にかかる時間（電送時間）が長
くかかります。必要に応じた解像度を選択してください。

加入回線 日本電信電話株式会社（NTT）グループが提供している公衆

電話回線のことです。

クイック送信 原稿を 1 ページ読み取ると同時にファクス送信を始める方法

のことです。原稿の枚数が多い場合にもメモリオーバーする
ことなく送信する機能のことです。

掲示板 閲覧したい文書を掲示したり、ポーリング送信したい文書を
蓄積しておく機能のことです。

原稿枚数 原稿の総ページ数を付けて送信することで、クイックメモリ
送信の場合に使います。原稿が正しく届いたかを確認するの
に便利です（メモリ送信の場合は、自動的に総ページ数が付
けられます）。
0 付録
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さ行 主走査 原稿を読み取るときの横方向のことです。

初期値 工場出荷時に、あらかじめ設定されている値のことをいいま
す。初期値のいくつかは、設定メニューで変更することがで
きます。お使いの状況に合わせ、よく使う値を初期値に設定
しておくと便利です。

親展通信 特定の人にだけ見せたい原稿を送受信する機能です。親展送
信した原稿は、受信側の親展ボックスに蓄積され、受信時に
は印刷されません。親展ボックスの暗証番号を入力するなど
の操作をすると、受信した文書が印刷されます。

手動送信 相手側の状態を確認しながら送信する場合の操作です。

送信予約 送信中やプリント中に、次の送信を予約する機能のことで
す。

た行 ダイアル方式 PB（プッシュ式回線）、10PPS（ダイアル式回線 /10PPS）、
20PPS（ダイアル式回線 /20PPS）の 3 種類があります。

代行蓄積文書 用紙切れなどで、受信文書をプリントできない状態のとき、
自動的に受信文書をメモリに蓄積する機能です。用紙補給な
どの処置をすると、代行蓄積文書が印刷されます。

タイマー通信 指定した時刻に通信する機能のことです。深夜や早朝などの
電話料金割引時間を利用して通信すると経済的です。

着信 ファクスに電話がかかってきた状態をさします。

着信拒否番号 着信拒否したい相手の電話番号を予め登録し、迷惑ファクス
を受信しないようにする機能のことです。登録されている電
話番号と着信電話番号が一致した場合受信されません。

中継配信局 中継指示局からの中継依頼を受けて、中継配信先に同報をす
るファクスのことです。本機には、中継配信の機能はありま
せん。

中継指示局 中継同報の指示をするファクスのことです。

中継同報 他のファクス（中継配信局と呼びます）を経由して、同報送
信をする機能のことです。同報先が遠隔地に複数ある場合、
同報先のひとつを中継局に設定し、中継局から同報送信をす
ることで、全体の通信料金を削減することができます。

長尺原稿 A3 サイズ（420 mm）より長い、長尺サイズの原稿を送信す

る機能のことです。長い原稿を送信したい場合は、長尺原稿
を指定することにより送信することができます。

電送時間 ファクスを送る時間のことです。解像度が高く、用紙サイズ
が大きいほど、電送時間が長くかかります。
ファクスではモデムの伝送速度のことをいいます。

伝送速度 本機では、33,600bps などの高速な伝送速度で通信できま

す。海外通信モードに設定しておくと、7200bps や

4800bps のノイズに強い伝送速度で通信します。

同報 ひとつの原稿を 1 回の操作で複数の相手に送信することで

す。

用語 説明
付録 13-11
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は行 パスワード送信 パスワードを付けて送信する機能のことです。相手機が閉域
受信を設定している場合、送信側からは閉域受信パスワード
と同じパスワードを送る必要があります。

発信 電話をかけることをさします。ファクスでは、原稿を送信し
たり、ポーリングをするためにダイアルすることです。

発信元名 漢字、英数カナで表す自局の名称のことです。受信側で、送
信原稿の先端に発信元印字の一部として記録されます。

発信元記録 ファクス送信をしたときに、受信側の記録紙の先端に印刷さ
れる、送信日時、名前、電話番号、ページ番号などのことで
す。

ファクス ID ファクス通信をするときに、お互いを確認するための識別
コードのことです。通常は、ファクスの電話番号を登録しま
す。

副走査 原稿を読み取るときの縦方向のことです。

プログラム 頻繁に送受信する宛先のファクス番号や、定型で使う送信の
操作手順などを登録しておく機能のことです。プログラム選
択のプログラムキーを押すだけで、宛先を指定したり、自動
的に機能を設定して通信することができます。

ポーズ 間隔をあけてダイアルすることです。本機ではポーズを 1 回

押すと、1 秒の間隔をあけることができます。

ポーリング 相手側にセットされているか、またはメモリに蓄積されてい
る原稿を、受信側からの操作で送信させる機能です。

ま行 メモリ データをいったん蓄積しておく場所です。通信の指示をする
ときや、代行文書を蓄積するときに使われます。

メモリオーバーフ
ロー

読み込んだ原稿や代行文書を蓄積しているときに、ファクス
画像メモリが一杯になった状態をいいます。

メモリ送信 原稿を読み取り、メモリに蓄積してからファクス送信を始め
る方法のことです。メモリ送信を使用すると、発信元記録の
ページ数に自動的に総ページ数が付けられ、送信結果レポー
トに送信文書の 1 ページ目の画像が記載されます。ただし、

原稿のページ数が多い場合や、原稿の画質が細密なために情
報量が多い場合はメモリオーバーすることがあります。

や行 読み込み 原稿を光学的に走査して、画像データに変換して取り込むこ
とです。

読み込みサイズ 原稿を読み込むサイズを指定して送信する機能のことです。
受信側の用紙幅が送信原稿より小さい場合、通常は縮小して
記録されます。縮小したくない場合に、原稿サイズを受信側
の用紙サイズに指定すると、原寸で送信することができま
す。

用語 説明
2 付録
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ら行 リダイアル 相手機が、話中のときなどに、時間をあけて再びダイアルを
することです。
手動でリダイアルする方法と、自動的にリダイアルされる自
動リダイアルがあります。

両面とじ方向 ADF を使って両面原稿を送信する場合に原稿の綴じ位置を

設定する機能です。両面原稿の綴じ位置には、原稿の上側
（または下側）に綴じ位置がある上下綴じと、原稿の左（ま
たは右側）に綴じ位置がある左右綴じがあり、原稿の裏面の
上下関係が異なります。

リモート受信 外付け電話からリモート受信番号を使って受信の指示をする
機能のことです。

わ行 ワンタッチ 頻繁に送信する宛先のファクス番号を登録しておく機能のひ
とつです。短縮 / アドレスを登録するときに、相手先名と検

索文字を登録しておくと、短縮選択の検索文字を利用して宛
先を指定することもできます。

用語 説明
付録 13-13
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か行

確認する
相手先を確認してから送信する ............................................................................. 2-26, 10-99
設定状態を確認する ...........................................................................................................2-12
送信結果をレポートで確認する（結果レポート） ....................................................................6-9
送信先を確認／削除する ....................................................................................................2-25
通信結果を確認する（ジョブリスト） ...................................................................................2-33

掲示板
掲示板に文書を登録する ....................................................................................................6-28
掲示板の文書を取出す（リモート取出し） ..............................................................................7-3
掲示板を設定する ..............................................................................................................9-26
他のファクスから掲示板に文書を登録する ..........................................................................6-31

原稿に合わせて送る
原寸で送信 ........................................................................................................................2-11
用紙サイズに合わせて送信 .................................................................................................2-11

原稿をセットする
ADF を使用する ..................................................................................................................2-4
原稿ガラス上に原稿をセットする .........................................................................................2-5
原稿をセットする ................................................................................................................2-4

さ行

サービス
F コード通信 .....................................................................................................................6-24
ダイアルインを利用する ..................................................................................................10-45
ナンバーディスプレイを利用する .....................................................................................10-42
ファクシミリ通信網を使う .................................................................................................6-32

親展通信
親展ボックスを削除する ..................................................................................................10-40
親展ボックスを設定する ....................................................................................................9-30
親展ボックスを使う（親展受信） ...........................................................................................7-6
親展ボックスを使う（親展送信） .........................................................................................6-26

設定しておく
機能を使ってファクス送信をする .........................................................................................6-2
設定を変更、管理する ........................................................................................................10-1
送信条件を設定する .............................................................................................................2-9
送信に関する初期値を設定 ...............................................................................................10-28

送信先を指定する
送信先を指定する ..............................................................................................................2-15
複数の宛先を指定する（順次同報送信） ...............................................................................2-22
4 付録
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た行

着信拒否
着信拒否登録 ..................................................................................................................10-43

中止する
送信を中止する .................................................................................................................2-32

できない
受信時のトラブル ................................................................................................................4-3
受信できないとき ................................................................................................................3-6
送信時のトラブル ................................................................................................................4-2
送信できないときは ...........................................................................................................2-31

電話
電話を受ける ......................................................................................................................3-7
電話をとってからファクスを受信 .........................................................................................3-2

動作
原稿読込み中の動作 ...........................................................................................................2-30

な行

名前とはたらきを確認する
各部の名称とはたらき .........................................................................................................1-3
操作パネルの使いかた .........................................................................................................1-6
ファクス機能で表示される画面 ...........................................................................................1-11

入力する
文字を入力するには ...........................................................................................................13-2

は行

ファクスを受ける
いろいろな受信 ...................................................................................................................3-2
受信拒否 .......................................................................................................................10-102
受信する .............................................................................................................................3-5

ファクスを送る
ADF で読込んで送信する .....................................................................................................2-2
相手先を確認してから送信する ............................................................................. 2-26, 10-99
送ってみよう .......................................................................................................................10
原稿ガラスで原稿を送る ......................................................................................................2-7
通話後に送信する（手動送信） ............................................................................................2-28

プログラム
送信プログラムを登録する .................................................................................................9-17
プログラムキーを登録する .................................................................................................9-17
付録 13-15
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プログラムを使う ..............................................................................................................2-18
プログラムを変更する／削除する .......................................................................................9-25
ポーリング受信プログラムを登録する .................................................................................9-23
ポストプログラムを登録する ..............................................................................................9-20

ポーリング
受信側からの指示で送信させる（ポーリング受信） .................................................................8-4
ポーリング原稿を準備する（ポーリング送信） ........................................................................8-2
ポーリング受信プログラムを登録する .................................................................................9-23

ま行

メモリ
画像メモリ容量 ...................................................................................................................5-2
ポーリング送信 ...................................................................................................................8-2
メモリオーバー .................................................................................................................2-30
メモリ送信 ......................................................................................................................10-28

や行

予約する
指定時刻に送信する（送信時刻） .........................................................................................6-16

ら行

リスト
機能の設定状況を確認する（設定リスト） ..........................................................................12-14
掲示板の文書を確認する（掲示板一覧） .............................................................................12-12
親展ボックスの登録内容を確認する（親展リスト） .............................................................12-13
プログラム一覧を出力する（プログラム一覧） ....................................................................12-10
ワンタッチの登録内容を確認する（ワンタッチリスト） .........................................................12-8

レポート
結果レポートの設定 .........................................................................................................10-51
受信の状況を確認する（受信管理レポート） .........................................................................12-5
送信の結果をレポートにして出力する ...................................................................................6-9
送信の状況を確認する（送信管理レポート） .........................................................................12-2
通信管理レポートの設定 ..................................................................................................10-52
レポート出力に関する設定をする（レポート設定） .............................................................10-51

わ行

ワンタッチ
ワンタッチキーをコピーする ..............................................................................................9-11
ワンタッチを使う ..............................................................................................................2-17
ワンタッチを登録する ..........................................................................................................9-3
ワンタッチを変更禁止にする ............................................................................................10-27
ワンタッチを変更する／削除する .......................................................................................9-10
6 付録
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数字・記号
2in1 ....................................................... 6-11

アルファベット
ADF ........................................................ 2-4
FAX キット .............................................. 1-3
F コード .......................................6-24, 9-7
HEX .................................................... 10-77
PageScope Web Connection ................... 11-2
TCP/IP ................................................. 11-47

あ行

相手先確認 ................................2-26, 10-99
アクセス方法 .......................................... 11-4
インターネットファクス ....................... 11-50
インデックス ............... 9-14, 10-12, 11-10
インポート ........................................... 11-22
エクスポート ........................................ 11-21
エラーメッセージ ..................................... 4-4
オートリダイアル回数 ..............10-28, 10-34
オートリダイアル間隔 ..............10-28, 10-34
オフモード時の出力設定 ....................... 10-35
おまかせ画面 .......................................... 1-12
オンフック ............................................. 1-11

か行

海外 .............................................2-16, 9-6
外線 .................................................... 10-21
回線モニタ音 ........................................ 10-14
回転送信 ..................... 6-14, 10-28, 10-32
画質 ...................................................... 2-10
画質 / 倍率 ............................................... 2-9
画質 / モード ........................................ 10-28
管理者転送 ..............................10-54, 10-98
管理者番号 ........................................... 10-15
管理者保守 ........................................... 10-15
管理者保守 1 ...........................10-16, 10-17
管理者保守 2 ...........................10-16, 10-18
管理者モード .......................................... 11-7
完了音 ................................................. 10-14
クイック送信 ............... 6-20, 10-28, 10-31
掲示板 ...............6-24, 6-28, 9-26, 10-12
掲示板一覧 ........................................... 12-12
ゲートウェイ送信 ...... 10-18, 10-75, 11-50

結果レポート .............................. 6-9, 10-51
原稿ガラス ...............................................2-5
言語設定 ..............................................10-19
言語選択（通信用） ................................10-17
検索 .......................................................2-20

さ行

自局 ID ......................10-17, 10-26, 11-25
自局電話番号 .......................... 10-20, 11-25
自局電話番号情報 .................................10-17
自装置ドメイン .....................................10-73
自装置ドメイン名 .................................10-18
自動受信 ..................................................3-2
受信管理レポート ...................................12-5
受信拒否 ............................................10-102
受信ジョブ .............................................2-35
受信設定 ...................10-17, 10-35, 11-30
受信文書の扱い .....................................10-56
手動受信 ..................................................3-2
手動送信 ................................................2-28
順次同報送信 ..........................................2-22
仕様 .........................................................5-2
ジョブリスト ..........................................2-33
親展受信 ...................................... 6-26, 7-6
親展送信 ................................................6-26
親展通信 ................................................6-24
親展ボックス ...............9-30, 10-12, 10-40
親展リスト ...........................................12-13
スタートキー ............................................1-7
スタンプ .................................... 6-18, 13-8
スタンプユニット .....................................1-4
ストップ ................................................2-32
ストップキー ............................................1-7
設定メニュー ..........................................10-2
設定リスト ...........................................12-14
操作パネル ...............................................1-6
送信 .....................................................10-28
送信管理レポート ...................................12-2
送信先 ....................................................2-15
送信時刻 ................................................6-16
送信条件 ..................................................2-9
送信ジョブ .............................................2-34
送信設定 ...................10-17, 10-28, 11-27
外付け電話機 ..........................................2-28
ソフトウェア DIPSW ............... 10-18, 10-77
付録 13-17
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た行

ダイアルイン ........................................ 10-45
ダイアル入力 ...............................1-11, 2-15
ダイアル方式 ........................................ 10-22
ダイレクトファクス ................................ 6-33
タッチパネル ............................................ 1-6
チェーンダイアル ................................... 2-29
着信回数 .............................................. 10-48
着信拒否登録 ........................................ 10-43
着信方式 .................................10-47, 10-48
通信管理レポート ....................10-51, 10-52
通信規格 .................................................. 5-2
通信速度 .................................................. 9-9
通信パスワード .................................... 10-49
通信メニュー ............................................ 6-2
通信モード ..............................10-28, 10-30
通話 ......................................................... 3-5
転送 ..................................................... 10-54
転送先 ................................................. 10-56
電話専用 .................................................. 3-2
電話優先 .................................................. 3-2
動作環境 ................................................ 11-4
登録・設定項目一覧表 ............................. 10-2
トーン ..........................................2-16, 9-6
特殊文字 ...................................2-26, 10-99
トラブル .................................................. 4-1

な行

内線 ..................................................... 10-21
ナンバーディスプレイ ........................... 10-42
濃度 ....................................................... 2-10

は行

倍率 / 範囲 .............................................. 2-11
パスワード受信 ...........................7-2, 10-49
パスワード送信 .................................... 10-49
発信元 ................................................. 10-28
発信元情報 ............................................... 6-6
発信元情報記録 .................................... 10-31
発信元選択 ........................................... 10-32
発信元登録 ..............................10-17, 11-26
発信元名 .............................................. 10-24
番号表示 .............................................. 10-43
ハンドセット .................................1-5, 2-28
ビット ................................................. 10-77

ビン割当て ...........................................10-10
ファクシミリ通信網 ................................6-32
ファクス / スキャンキー .............................1-6
ファクス画面 ..........................................1-11
ファクス情報サービス ...............................3-8
ファクス設定 .......................... 10-17, 11-32
ファクス登録 .............................. 9-2, 10-12
ファクスプログラム ..............................10-12
ファクス優先 ............................................3-2
複数の宛先 .............................................2-22
部門管理 .................................................1-14
プリント開始 ........................................10-39
プリント処理 .......................... 10-14, 10-38
プリント制御パスワード .......... 10-35, 10-36
プリント停止 ........................................10-39
プログラム ....................2-18, 9-17, 11-16
プログラム一覧 .....................................12-10
文書管理 ....................10-17, 10-56, 11-37
ポーズ .......................................... 2-16, 9-6
ポート 1 ...................................................1-3
ポート 2 ...................................................1-3
ポーリング受信 .........................................8-4
ポーリング送信 .........................................8-2
ポーリング送信ボックス ............................8-2

ま行

メール ..................................................11-50
メモリクリアレポート ...........................10-82
メモリ送信 ............................. 10-28, 10-31
メモリ代行受信 .........................................3-6
モード ..................................................10-77

や行

ユーザチョイス .......................................10-9
ユーザ認証 ................................. 1-14, 11-5
ユーザ保守 ...........................................10-13
優先画質 ................................. 10-28, 10-29
優先画面 ...............................................10-11
優先送信 .................................................6-15
優先濃度 ................................. 10-28, 10-29
呼出し回数 ...........................................10-47

ら行

リストプリント ............10-17, 12-2, 12-14
リダイアル ............................. 10-28, 10-33
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リモートコピー ...........................6-22, 6-24
リモート取出し ........................................ 7-3
両面送信 ..................... 6-12, 10-28, 10-32
留守電接続 ............................................... 3-2
留守番電話 ............................................... 3-2
レポート出力設定 ................................. 11-46
レポート設定 ...........................10-17, 10-51
ログイン ................................................ 11-7

わ行

ワンタッチ
............... 1-11, 2-17, 9-3, 10-12, 11-11
ワンタッチ変更禁止 .............................. 10-17
ワンタッチリスト ................................... 12-8
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